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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返送理由／ Reason for the return

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 本書の使用法
機能の説明を本書から検索するには、 以下の方法があ り ます。

1.1 目次を使用する

目次 に は、 機能 マ ト リ ク ス の すべ て の セ ル の 名称 が 記載 さ れ て い ま す。 こ れ ら の 名称
（" ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ "、" ﾆｭｳﾘｮｸ "、" ｼｭﾂﾘｮｸ " など） を使用し て、特定の条件で使用でき る機能を
選択する こ と ができ ます。 示されているページに、 機能の詳細な説明が記載されています。
目次は 3 ページにあ り ます。

1.2 機能マ ト リ クスを使用する

最上位のブロ ッ ク からマ ト リ ク ス を下に順次たどって、 所望の機能の説明を見つけます。

1. 使用でき るブロ ッ ク と そのグループは、10 ページに図示されています。必要なブロ ッ ク （ま
たはその中のグループ） の参照ページから、 次のレベルの情報を見つけます

2. 10 ページには、 ブロ ッ ク、 およびその下位グループ、 機能グループ、 機能の構成図があ り
ます。 必要な機能の参照先から、 機能の詳細説明を見つけます。

1.3 機能マ ト リ クスの索引を使用する

機能マ ト リ ク ス （ブ ロ ッ ク、 グループ、 機能グループ、 機能） の各 「セル」 には、 固有の識別
コード （1 ～ 3 文字の英字、 または 3 ～ 4 桁の数字） が付いています。 「セル」 の識別コード は、
ローカルデ ィ スプレ イの右上に表示されます。

例 :

A0001653-EN

機能マ ト リ ク スの索引には、 使用で き るすべてのセルのコー ド がアルフ ァベ ッ ト 順に リ ス ト さ
れ、 対応する機能の参照先が記載されています。
機能マ ト リ ク スの索引は 155 ページにあ り ます。
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2 機能マ ト リ クス

2.1 機能マ ト リ クスの構成

機能マ ト リ ク スは次の 4 レベルで構成されます。

ブロ ッ ク → グループ → 機能グループ → 機能

A0000961

2.1.1 ブロ ッ ク （A、 B、 C など）

ブロ ッ クは、 測定機器の操作項目の最上位グループです。 ブロ ッ ク には、 " ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ " （プロセ
ス変数）、 " ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ "、 " ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀﾌｪｲｽ "、 " ｾｷｻﾝｹｲ " （積算計） などがあ り ます。

2.1.2 グループ （AAA、 AEA、 CAA など）

ブロ ッ クは、 1 つ以上のグループで構成されます。 各グループは、 ブロ ッ クの操作項目を さ らに
具体的に示 し ま す。 " ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀﾌｪｲｽ " ブ ロ ッ ク に含 ま れ る グ ループ には、 " ｺﾝﾄﾛｰﾙ "、
"1 ｷﾞｮｳﾒﾉﾋｮｳｼﾞ " （1 行目の表示）、 "2 ｷﾞｮｳﾒﾉﾋｮｳｼﾞ " （2 行目の表示） などがあ り ます。

2.1.3 機能グループ （000、 020、 060 など）

グループは、 1 つ以上の機能グループで構成されます。 各機能グループは、 グループの操作項目
を さ らに具体的に示し ます。" ｺﾝﾄﾛｰﾙ " グループに含まれる機能グループには、" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " （基
本設定）、 " ﾛｯｸ / ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ " （ロ ッ ク / ロ ッ ク解除）、 " ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ " などがあ り ます。

2.1.4 機能 （0000、 0001、 0002 など）

各機能グループは、1 つ以上の機能で構成されます。機能を使用し て、測定機器の操作 と パラ メ ー
タ設定を行います。 数値入力、 パラ メ ータの選択、 および保存ができ ます。 " ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " 機能グ
ループに含まれる機能には、" ｹﾞﾝｺﾞ " （言語）、" ﾋｮｳｼﾞﾉﾁｴﾝ " （表示の遅延）、"LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ " など
があ り ます。 た と えば、 ユーザイ ン タ フ ェースの言語を変更する手順は以下の とお り です

1. ブロ ッ ク " ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀﾌｪｲｽ " を選択し ます。
2. グループ " ｺﾝﾄﾛｰﾙ " を選択し ます。
3. 機能グループ " ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " （基本設定） を選択し ます。
4. 機能 " ｹﾞﾝｺﾞ " （言語） を選択し ます （こ こ で必要な言語を設定する こ と ができ ます）。

…

…

…

…

…

…

…

…

0001

2001

0401

2021

2201
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2002

0402

2022

2202
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2203
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2009
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2209
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2049
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2.1.5 セルの識別コー ド

機能マ ト リ ク スの各セル （ブロ ッ ク、 グループ、 機能グループ、 機能） には、 固有の識別コード
が付け られています。

ブロ ッ ク :
コード は英字です （A、 B、 C など）。

グループ :
コード は 3 文字の英字です （AAA、 ABA、 BAA など）。
最初の文字は、 ブロ ッ ク のコード と同じです （ブロ ッ ク A の各グループのコード は、 A** のよ う
に A で始ま り ます。 ブロ ッ ク B のコード は、 B で始ま り ます。） 残 り の 2 文字は、 対応するブ
ロ ッ ク内のグループを表し ます。

機能グループ :
コード は 3 桁の番号です （000、 001、 100 など）。

機能 :
コード は 4 桁の番号です （0000、 0001、 0201 など）。
先頭 3 桁は、 機能グループのコード と同じです。
最後の 1 桁は機能グループ内の機能のカ ウ ン タで、 0 から 9 まで増えていき ます （た と えば機能
0005 は、 機能グループ 000 の 6 番目の機能です）。

ブロック グループ 機能グループ 機能

2000 2001 2002200CAAC

A0001251
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2.2 プロマグ 55 の機能マ ト リ クス 

ブロック グループ 機能グループ

ĪĽĹĜěīĻěđ（プロセス変数） A → ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ（測定する値） AAA → P. 12

（P. 11） ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ（単位の選択） ACA → P. 15

↓ ﾄｸｼｭﾅ ﾀﾝｲ（特殊な単位） AEA → P. 20

ĖĐčĖ ĜčĢďčĪĽ B → 基本設定およびアプ リ ケーシ ョ ンに

固有の設定
→ P. 23

（P. 23）

↓
ĳĎęļĎ ĐĻĞĎĪĈĐě C → ｺﾝﾄﾛｰﾙ CAA → P. 31

（P. 30） 1 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ（1 行目の表示） CCA → P. 35

↓ 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ（2 行目の表示） CEA → P. 39

3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ（3 行目の表示） CGA → P. 45

ĜĕęĻėĐ（積算計） D → ｾｷｻﾝｹｲ 1（積算計 1） DAA → P. 52

（P. 51） ｾｷｻﾝｹｲ 2（積算計 2） DAB → P. 52

↓ ｾｷｻﾝｹｲ 3（積算計 3） DAC → P. 52

ｾﾞﾝｾｷｻﾝｹｲ ﾉ ｿｳｻ

（全積算計の操作）
DJA → P. 55

ĚċĠĶČĖ（出力） E → ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1（電流出力 1） EAA → P. 57

（P. 56） ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 2（電流出力 2） EAB → P. 57

↓ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1 
（パルス / 周波数出力 1） ECA → P. 68

ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 2 
（パルス / 周波数出力 2） ECB → P. 68

ﾘﾚｰｼｭﾂﾘｮｸ 1（リレー出力 1） EGA → P. 94

ﾘﾚｰｼｭﾂﾘｮｸ 2（リレー出力 2） EGB → P. 94

ĤċđĶČĖ（入力） F → ｽﾃｰﾀｽ ﾆｭｳﾘｮｸ（ステータス入力） FAA → P. 105

（P. 104） ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸ（電流入力） FCA → P. 108

↓
ĕĬĻ ĕħđ（基本機能） G → HART GAA → P. 113

（P. 112） ﾌﾟﾛｾｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ GIA → P. 115

↓ ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ GLA → P. 123

ｾﾝｻ ﾃﾞｰﾀ GNA → P. 125

ĢĖĚċĕħđ（特殊機能） H → ｼﾝﾀﾞﾝ ｷﾉｳ（診断機能） HEA → P. 129

（P. 128） ｺｹｲﾌﾞﾝﾘｭｳﾘｮｳ（固形分流量） HFA → P. 141

↓
ĔĻĚ（監視） J → ｼｽﾃﾑ JAA → P. 144

（P. 143） ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ（バージョン情報） JCA → P. 149
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3.1 " ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ " （測定する値） グループ

3.1.1 " ｷﾎﾝﾍﾝｽｳ " （基本変数） 機能グループ

ĪĽĹĜěīĻěđ
（プロセス変数）

A ⇒ ĝĖġĐěķďĞĐ（測定する値） AAA ⇒ ĕĬĻīĻěđ（基本変数） 000

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ （プロセス変数） ➞ ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ （測定する値） ➞ ｷﾎﾝﾍﾝｽｳ （基本変数）

! 注意 !

• こ こ に記載されているプロセス変数の工学単位は、"ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ"（単位の選択）グループで設定でき ます。

• 流体が逆方向に流れている と きには、 指示値にはマイナス符号が付き ます。

ĚĠĶČđĶċđĶČđ（質量流量）
（0000）

質量流量の計算値を表示し ます。 質量流量は、 測定し た体積流量と 密度 （固定

値、 または温度補正し た値） から計算されます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位と 符号）

（例 : 462.87 kg/h、 -731.63 lb/min）

ĞĐĜĕĶċđĶČđ
（体積流量）
（0001）

体積流量の実際の測定値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位と 符号）

（例 : 5.5445 dm3/min、 1.4359 m3/h、 -731.63 gal/d）

ĮĠĢļ（密度）
（0005）

固定密度、 温度補正密度、 または電流入力から読取った密度を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位） （0.10000 ～ 6.0000 kg/dm3 に対応）

（例 : 1.2345 kg/dm3、 993.5 kg/m3、 1.0015 SG_20 ℃）

ēĻĢļ ( 温度 )（温度）
（0008）

電流入力を " ｵﾝﾄﾞ " （温度） に設定し ている場合、 実際の温度を表示し ます。

表示内容 :
最大 4 桁の固定小数点数 （および単位と 符号）

（例 : -23.4 ℃、 160.0 °F、 295.4 K）

ĢļđġļĻĶĠ
（導電率）
（0010）

導電率 （温度補正な し） の実際の測定値を表示し ます

（導電率機能をオンにし て く だ さい→ 117 ページを参照）。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位）

（例 : 20 μS/cm, 460 μS/m ）



機能説明書 プロ ラ イ ン プロマグ 55 3 " ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ " （プロセス変数） ブロ ッ ク

エン ド レスハウザージ ャパン 13

3.1.2 " ﾉｳﾄﾞﾍﾝｽｳ " （濃度変数） 機能グループ

ĪĽĹĜěīĻěđ
（プロセス変数）

A ⇒ ĝĖġĐěķďĞĐ（測定する値） AAA ⇒ ĕĬĻīĻěđ（基本変数） 000

⇓

ħđĢļīĻěđ（濃度変数） 002

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ （プロセス変数） ➞ ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ （測定する値） ➞ ﾉｳﾄﾞﾍﾝｽｳ （濃度変数）

ĘėĐĪļĻ ĚĠĶČđ FL
（固形分質量流量）
（0020）

! 注意 !

この機能を使用するには、 固形分流量を測定する F-CHIP を測定機器に装着す

る必要があ り ます （141 ページを参照）。

固形分質量流量の測定値を表示し ます。

固形分と は、 流体によ って搬送される固形分 （砂、 砂利など） を指し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位と 符号）

ĘėĐĪļĻ ĚĠĶČđ FL %
（固形分質量流量 %）
（0021）

! 注意 !

この機能を使用するには、 固形分流量を測定する F-CHIP を測定機器に装着す

る必要があ り ます （141 ページを参照）。

質量流量全体に対する固形分質量流量の割合 （%） を表示し ます。

固形分と は、 流体によ って搬送される固形分 （砂、 砂利など） を指し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位と 符号）

ĘėĐĪļĻĞĐĜĕ FL
（固形分体積流量）
（0022）

! 注意 !

この機能を使用するには、 固形分流量を測定する F-CHIP を測定機器に装着す

る必要があ り ます （141 ページを参照）。

固形分体積流量の測定値を表示し ます。 固形分と は、 流体によ って搬送される

固形分 （砂、 砂利など） を指し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位と 符号）

ĘėĐĪļĻ ĞĐĜĕ FL %
（固形分体積流量 %）
（0023）

! 注意 !

この機能を使用するには、 固形分流量を測定する F-CHIP を測定機器に装着す

る必要があ り ます （141 ページを参照）。

体積流量全体に対する固形分体積流量の割合 （%） を表示し ます。

固形分と は、 流体によ って搬送される固形分 （砂、 砂利など） を指し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位と 符号）

ĨĻĝđĚĠĶČđĶċđĶČđ
（搬送質量流量）
（0025）

! 注意 !

この機能を使用するには、 固形分流量を測定する F-CHIP を測定機器に装着す

る必要があ り ます （141 ページを参照）。

搬送流体の質量流量の測定値を表示し ます。 搬送流体と は、 固形分を搬送する

流体 （水など） を指し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位と 符号）
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ĨĻĝđ ĚĠĶČđ FL%
（搬送質量流量 %）
（0026）

! 注意 !

この機能を使用するには、 固形分流量を測定する F-CHIP を測定機器に装着す

る必要があ り ます （141 ページを参照）。

質量流量全体に対する搬送流体の質量流量の割合 （%） を表示し ます。

搬送流体と は、 固形分を搬送する流体 （水など） を指し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位と 符号）

ĨĻĝđĞĐĜĕĶċđĶČđ
（搬送体積流量）
（0027）

! 注意 !

この機能を使用するには、 固形分流量を測定する F-CHIP を測定機器に装着す

る必要があ り ます （141 ページを参照）。

搬送流体の体積流量の測定値を表示し ます。

搬送流体と は、 固形分を搬送する流体 （水など） を指し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位と 符号）

ĨĻĝđ ĞĐĜĕ FL%
（搬送体積流量 %）
（0028）

! 注意 !

この機能を使用するには、 固形分流量を測定する F-CHIP を測定機器に装着す

る必要があ り ます （141 ページを参照）。

体積流量全体に対する搬送流体の体積流量の割合 （%） を表示し ます。

搬送流体と は、 固形分を搬送する流体 （水など） を指し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位と 符号）

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ （プロセス変数） ➞ ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ （測定する値） ➞ ﾉｳﾄﾞﾍﾝｽｳ （濃度変数）
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3.2 " ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ " （単位の選択） グループ

3.2.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĪĽĹĜěīĻěđ
（プロセス変数）

A ⇒ ĝĖġĐěķďĞĐ（測定する値） AAA

⇓ 

ĞĻĐ ħ ĜĻĞĖ（単位の選択） ACA ⇒ ĜčġĐ（設定） 040

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ（プロセス変数） → ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ（単位の選択） → ｾｯﾃｲ（設定） 

この機能グループで、 プロセス変数の単位を選択する こ と ができ ます。

ĚĠĶČđĶċđĶČđ ĞĻĐ
（質量流量単位）
（0400）

質量流量の計算値 （質量 / 時間） の表示に使用する単位を選択し ます。 質量流

量は、 事前に設定し た固定密度 （あ るいは温度補正し た密度） と体積流量の測

定値から計算されます。

こ こ で選択し た単位は、 以下の機能でも使用されます。

• 電流出力

• 周波数出力

• リ レー切替値 （質量流量の リ ミ ッ ト 値、 流れ方向）

• ローフ ローカ ッ ト オフ

選択項目 :
メ ー ト ル法 :

グ ラ ム → g/s、 g/min、 g/h、 g/day

キ ロ グ ラ ム → kg/s、 kg/min、 kg/h、 kg/day

ト ン → t/s、 t/min、 t/h、 t/day

米国 :

オン ス → oz/s、 oz/min、 oz/h、 oz/day

ポン ド → lb/s、 lb/min、 lb/h、 lb/day

ト ン （ポン ド法） → ton/s、 ton/min、 ton/h、 ton/day

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

ĚĠĶČđ ħ ĞĻĐ
（質量の単位）
（0401）

質量の計算値の表示に使用する単位を選択し ます。 質量は、 事前に設定し た固

定密度 （温度補正し た密度） と 体積の測定値から計算されます。

こ こ で選択し た単位は、 以下の機能でも使用されます。

• パルス値 （例 : kg/p）

選択項目 :
メ ー ト ル法 → g、 kg、 t

米国 → oz、 lb、 ton

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

! 注意 !

積算計用の単位は、 この機能では選択し ません。 各積算計の単位は、 使用する

積算計ご と に選択し ます。
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ĞĐĜĕĶċđĶČđ ħ ĞĻĐ
（体積流量の単位）
（0402）

体積流量 （体積 / 時間） の表示に使用する単位を選択し ます。

こ こ で選択し た単位は、 以下の機能でも使用されます。

• 電流出力

• 周波数出力

• リ レー切替値 （体積流量の リ ミ ッ ト 値、 流れ方向）

• ローフ ローカ ッ ト オフ

選択項目 :
メ ー ト ル法 :

立方センチ メ ー ト ル → cm3/s、 cm3/min、 cm3/h、 cm3/day

立方デシ メ ー ト ル → dm3/s、 dm3/min、 dm3/h、 dm3/day

立方 メ ー ト ル → m3/s、 m3/min、 m3/h、 m3/day

ミ リ リ ッ ト ル → ml/s、 ml/min、 Ml/h、 ml/day

リ ッ ト ル → l/s、 l/min、 l/h、 l/day

ヘク ト リ ッ ト ル → hl/s、 hl/min、 hl/h、 hl/day

メ ガ リ ッ ト ル → Ml/s、 ml/min、 Ml/h、 ml/day

米国 :

立方センチ メ ー ト ル → cc/s、 cc/min、 cc/h、 cc/day

エーカーフ ッ ト  → af/s、 af/min、 af/h、 af/day

立方フ ッ ト  → ft3/s、 ft3/min、 ft3/h、 ft3/day

液体オン ス → oz f/s、 oz f/min、 oz f/h、 oz f/day

ガロ ン → gal/s、 gal/min、 gal/h、 gal/day

キ ロガロ ン → Kgal/s、 Kgal/min、 Kgal/h、 Kgal/day

メ ガガロ ン → Mgal/s、 Mgal/min、 Mgal/h、 Mgal/day

バレル （通常の流体 : 31.5 ガロ ン / バレル） → bbl/s、 bbl/min、 bbl/h、 bbl/day

バレル （ビール : 31.0 ガロ ン / バレル） → bbl/s、 bbl/min、 bbl/h、 bbl/day

バレル （石油化学製品 : 42.0 ガロ ン / バレル） → bbl/s、bbl/min、bbl/h、bbl/day

バレル （貯蔵タ ン ク : 55.0 ガロ ン / バレル） → bbl/s、 bbl/min、 bbl/h、 bbl/day

英国 :

ガロ ン → gal/s、 gal/min、 gal/h、 gal/day

メ ガガロ ン → Mgal/s、 Mgal/min、 Mgal/h、 Mgal/day

バレル （ビール : 36.0 ガロ ン / バレル） → bbl/s、 bbl/min、 bbl/h、 bbl/day

バレル （石油化学製品 : 34.97 ガロ ン / バレル） → bbl/s、bbl/min、bbl/h、bbl/day

任意の単位 （20 ページの " ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ " （任意の単位） 機能グループを参照）

_ _ _ _ → _ _ _ _/s、 _ _ _ _/min、 _ _ _ _/h、 _ _ _ _/day

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

! 注意 !

" ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ " （任意の単位） （060） 機能グループ （20 ページ） で体積単位を設

定し た場合は、 その単位が この機能で表示されます。

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ（プロセス変数） → ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ（単位の選択） → ｾｯﾃｲ（設定） 
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ĞĐĜĕ ħ ĞĻĐ
（体積の単位）
（0403）

体積の表示に使用する単位を選択し ます。

こ こ で選択し た単位は、 以下の機能でも使用されます。

• パルス値 （例 : m3/p）

選択項目 :
メ ー ト ル法 → cm3、 dm3、 m3、 ml、 l、 hl、 Ml Mega

米国 → cc、 af、 ft3、 oz f、 gal、 Kgal、 Mgal、 bbl （通常の流体）、 bbl （ビール）、

bbl （石油化学製品）、 bbl （貯蔵タ ン ク）

英国 → gal、 Mgal、 bbl （ビール）、 bbl （石油化学製品）

任意の単位 → _ _ _ _

（20 ページの " ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ " （任意の単位） 機能グループを参照）

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

! 注意 !

• " ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ " （任意の単位） （060） 機能グループ （20 ページ） で体積単位を

設定し た場合は、 その単位がこの機能で表示されます。

• 積算計用の単位は、 この機能では選択し ません。 各積算計の単位は、 使用す

る積算計ご と に選択し ます。

ĢļđġļĻĶĠ ħ ĞĻĐ
（導電率の単位）
（0406）

導電率の表示に使用する単位を選択し ます

（導電率機能をオンにし て く だ さい → 117 ページを参照）。

選択項目 :
μS/cm、 mS/cm、 S/m

初期設定 :
μS/cm

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ（プロセス変数） → ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ（単位の選択） → ｾｯﾃｲ（設定） 
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3.2.2 " ﾂｲｶ ｾｯﾃｲ " （追加設定） 機能グループ

ĪĽĹĜěīĻěđ
（プロセス変数）

A ⇒ ĝĖġĐěķďĞĐ（測定する値） AAA

⇓ 

ĞĻĐ ħ ĜĻĞĖ（単位の選択） ACA ⇒ ĜčġĐ（設定） 040

⇓ 

ĠĐĔ ĜčġĐ（追加設定） 042

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ（プロセス変数） → ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ（単位の選択） → ﾂｲｶ ｾｯﾃｲ（追加設定）

ĮĠĢļ ħ ĞĻĐ
（密度の単位）
（0420）

流体密度の表示に使用する単位を選択し ます。

こ こ で選択し た単位は、 以下の機能でも使用されます。

• 流体密度の入力

選択項目 :
メ ー ト ル法 → g/cm3、g/cc、kg/dm3、kg/l、kg/m3、SD 4 ℃、SD 15 ℃、SD 20 ℃、

SG 4 ℃、 SG 15 ℃、 SG 20 ℃、 g/l

米国 → lb/ft3、 lb/gal、 lb/bbl （通常の流体）、 lb/bbl （ビール）、 lb/bbl （石油化

学製品）、 lb/bbl （貯蔵タ ン ク）

英国 → lb/gal、 lb/bbl （ビール）、 lb/bbl （石油化学製品）

初期設定 :
kg/l （SI 単位 : 米国と カナダを除 く ）

g/cc （US 単位 : 米国と カナダのみ）

SD = 密度、 SG = 比重

密度は、 水の密度 （水温 4、 15、 20 ℃） に対する比で表し ます。

ēĻĢļ ħ ĞĻĐ
（温度の単位）
（0422）

温度の単位を選択し ます。

こ こ で選択し た単位は、 電流入力の機能で も使用されます。

選択項目 :
℃ （摂氏）

K （ケルビン）

°F （華氏）

°R （ラ ンキン）

初期設定 :
℃

! 注意 !

電流入力を " ｵﾝﾄﾞ " （温度） に設定し ている場合にのみ、 この機能が表示されま

す （108 ページを参照）。

ģĔļę ħ ĞĻĐ
（長さの単位）
（0424）

呼び口径の長さの表示に使用する単位を選択し ます。

こ こ で選択し た単位は、 以下の機能でも使用されます。

センサの呼び口径 （125 ページの " ﾖﾋﾞｺｳｹｲ " （呼び口径） 機能 （6804））

選択項目 :
MILLIMETER （mm）

INCH （イ ンチ）

初期設定 :
MILLIMETER （SI 単位 : 米国と カナダを除 く ）、 INCH （US 単位 : 米国と カナダ

のみ）
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ĪĉĎĭčĢ ĩĠļė / ĚļĘĖ
（フォーマット日付 /
時刻）

（0429）

この機能を使用し て、 日付と 時刻のフ ォーマ ッ ト を選択し ます。

こ こ で選択し た単位は、 以下の機能でも使用されます。

最新の校正の日付 （125 ページの機能 " ｺｳｾｲﾋﾞ " （校正日） （6808） を参照）。

選択項目 :
DD.MM.YY 24H

MM/DD/YY 12H A/P

DD.MM.YY 12H A/P

MM/DD/YY 24H

初期設定 :
DD.MM.YY 24H （SI 単位）

MM/DD/YY 12H A/P （US 単位）

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ（プロセス変数） → ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ（単位の選択） → ﾂｲｶ ｾｯﾃｲ（追加設定）
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3.3 " ﾄｸｼｭﾅ ﾀﾝｲ " （特殊な単位） グループ

3.3.1 " ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ " （任意の単位） 機能グループ

ĪĽĹĜěīĻěđ
（プロセス変数）

A ⇒ ĝĖġĐěķďĞĐ（測定する値） AAA

⇓ 

ĞĻĐ ħ ĜĻĞĖ（単位の選択） ACA

⇓ 

ĢĖĚċģ ĞĻĐ（特殊な単位） AEA ⇒ ĤĻĐ ħ ĞĻĐ（任意の単位） 060

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ（プロセス変数） → ﾄｸｼｭﾅ ﾀﾝｲ （特殊な単位）→ ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ（任意の単位） 

流量変数の任意の単位を指定し ます。

ĤĻĐĞĐĜĕĞĻĐ ġĕěĢ
（任意体積単位テキスト）
（0602）

選択可能な体積単位 / 体積流量単位のテキス ト を入力し ます。 入力でき るのは

テキス ト のみです。 時間単位は項目 （s、 min、 h、 day） から選択し ます。

ユーザ入力 :
xxxxxxx （最大 4 文字）

使用でき る文字は、 A ～ Z、 0 ～ 9、 +、 -、 小数点、 空白、 下線です。

初期設定 :
"_ _ _ _" （テキス ト な し）

例 :

"GLAS" のテキス ト を入力する と、 この文字列は時間単位 と組合わされて 

"GLAS/min" のよ う に表示されます。

GLAS: 体積 （入力し たテキス ト ）

GLAS / min: 表示される体積流量

ĤĻĐĞĐĜĕ ħ ĞĻĐ
（任意体積の単位）
（0603）

選択可能な任意の単位を リ ッ ト ルに換算し た場合の係数 （時間単位な し） を指

定し ます。

ユーザ入力 :
7 桁の浮動小数点数

初期設定 :
1

基準量 :
リ ッ ト ル

例 :

グ ラ スの体積が 0.5 l の場合、 2 グ ラ ス = 1 リ ッ ト ル

ユーザ入力 :  2
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3.3.2 " ﾐﾂﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ " （密度パラ メ ータ） 機能グループ

ĪĽĹĜěīĻěđ
（プロセス変数）

A ⇒ ĝĖġĐěķďĞĐ（測定する値） AAA

⇓ 

ĞĻĐ ħ ĜĻĞĖ（単位の選択） ACA

⇓ 

ĢĖĚċģ ĞĻĐ（特殊な単位） AEA ⇒ ĤĻĐ ħ ĞĻĐ（任意の単位） 060

⇓ 

ĮĠĢļ ĨĽĵİĎĞ
（密度パラメータ）

070

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ（プロセス変数） → ﾄｸｼｭﾅ ﾀﾝｲ（特殊な単位） → ﾐﾂﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ（密度パラメータ）

体積流量から質量流量を計算し ます。 流体のプロ セス温度を測定機器に電流入力する場合は、 流体の熱膨

張を補正する こ と ができ ます。

! 注意 !

熱膨張を補正せずに質量流量を計算でき る よ う に、 プロ セス温度におけ る密度値を入力する こ と をお勧め

し ます。

流体の熱膨張を補正しない場合の質量流量の計算例 :

= 1 [dm3/h] x 0.900 [kg/l] = 0.900 [kg/h] （20 ℃ での質量流量）

= 1 [dm3/h] x 0.783 [kg/l] = 0.783 [kg/h] （150 ℃ での質量流量）

流体の熱膨張を補正する場合の質量流量の計算例 :

= 質量流量 [kg/h]

= 1 [dm3/h] （体積流量）

= 0.9 [kg/ l] （密度 : " ﾐﾂﾄﾞ ﾉ ｱﾀｲ " （密度の値） 機能 （0700） を参照

= 20 [ ℃ ] （基準温度 : " ｷｼﾞｭﾝ ｵﾝﾄﾞ " （基準温度） 機能 （0701） を参照）

= 150 [ ℃ ] （プロセス温度 : 電流入力）

= 1 x 10-3 [1/K] （熱膨張係数 : " ﾈﾂﾎﾞｳﾁｮｳ ｹｲｽｳ " （熱膨張係数） 機能 （0702） を参照）

 →    = 0.783 [kg/h]

ĮĠĢļ ħ ďĞĐ
（密度の値）
（0700）

プロセス温度 （または基準温度） における密度の値を入力し ます。 入力し た密

度の値は、 体積流量から質量流量への換算に使用されます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数

初期設定 :
1 [ 単位 ]

! 注意 !

この機能の単位は、 " ﾐﾂﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ " （密度の単位） 機能 （0420） で設定し た単位

です （18 ページを参照）。

m· V· ρ⋅=

m· V· ρ⋅=

m·

V·

ρ

TRef

TPro

ε

m· V·
ρ

1 ε TPro TRefﾐ( )⋅+
-----------------------------------------------⋅=

-
m·
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ĕĚļċĻ ēĻĢļ
（基準温度）
（0701）

密度の値の基準温度を入力し ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数

初期設定 :
20 ℃

! 注意 !

この機能の単位は、 " ｵﾝﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ " （温度の単位） 機能 （0422） で設定し た単位

です （18 ページを参照）。

ĦĠĬļđğČđ ėĐěđ
（熱膨張係数）
（0702）

温度に依存する密度変化を示す体積膨張係数 （× 10-3 [/K]） を入力し ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数 （× 10-3 [/K]）

初期設定 :
0

! 注意 !

電流入力を " ｵﾝﾄﾞ " （温度） に設定し ている場合にのみ、 この機能が表示されま

す （108 ページを参照）。

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ（プロセス変数） → ﾄｸｼｭﾅ ﾀﾝｲ（特殊な単位） → ﾐﾂﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ（密度パラメータ）
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4 " ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ " ブロ ッ ク

ブロック グループ
機能

グループ
機能

ĖĐčĖ ĜčĢďčĪĽ
（B）

⇒ ⇒
ｷﾎﾝｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ ? (
基本ク イ ッ ク セ ッ ト

ア ッ プ ?)
（基本ク イ ッ ク セ ッ

ト ア ッ プ ?）
（1002） P. 23

⇒ ﾐｬｸﾘｭｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ
（脈流セ ッ ト ア ッ プ）

（1003） P. 23

T-DAT ﾎｿﾞﾝ / ﾖﾐｺﾐ
（T-DAT 保存 / 読込

み）
（1009） P. 24

機能説明
ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

ĕĬĻĖĐčĖĜčĢďčĪĽ ?
（基本クイックセットアッ
プ ?）

（1002）

基本設定のセ ッ ト ア ッ プ メ ニューを開始し ます。 

選択項目 :
ﾊｲ

ｲｲｴ

初期設定 :
ｲｲｴ

! 注意 !

基本設定セ ッ ト ア ッ プ メ ニューのフ ローチャー ト については、25 ページを参照

し て く ださい。 セ ッ ト ア ッ プ メ ニューの詳細については、 『プロマグ 55 取扱説

明書』 (BA119D/06/ja) を参照し て く ださい。

ĮĊĖĶċđ ĜčĢďčĪĽ
（脈流セットアップ）
（1003）

アプ リ ケーシ ョ ンに固有の脈流セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ューを開始し ます。

選択項目 :
ﾊｲ

ｲｲｴ

初期設定 :
ｲｲｴ

! 注意 !

脈流セ ッ ト ア ッ プ メ ニューのフ ローチャー ト については、27 ページを参照し て

く ださい。セ ッ ト ア ッ プ メ ニューの詳細については、『プロマグ 55 取扱説明書』

(BA119D/06/ja) を参照し て く ださい。
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T-DAT ĬĝļĻ / ĴĮĘĮ
（T-DAT 保存 / 読込み）
（1009）

パラ メ ータ設定や変換器の設定を変換器 DAT （T-DAT） に保存し ます。 また、

T-DAT からパラ メ ータ設定を EEPROM に読込みます （手動のセキ ュ リ テ ィ 機

能）。

用途の例 :

• 基本設定後、 実際の測定点のパラ メ ータ をバッ ク ア ッ プ と し て T-DAT に保

存する こ と ができ ます。

• 何らかの理由で変換器を交換し た後に、T-DAT から新しい変換器（EEPROM）

にデータ を読込むこ と ができ ます。

選択項目 :
ｷｬﾝｾﾙ

ﾎｿﾞﾝ （保存） （EEPROM から T-DAT へ）

ﾖﾐｺﾐ （読込み） （T-DAT から EEPROM へ）

初期設定 :
ｷｬﾝｾﾙ

! 注意 !

• データの移動先と な るデバイ スの ソ フ ト ウ ェアが旧バージ ョ ンの場合は、

起動時に "TRANSM. SW-DAT" の メ ッ セージが表示されます。 こ の場合は、

" ﾎｿﾞﾝ " （保存） 機能のみが使用でき ます。

• " ﾖﾐｺﾐ " （読込み）

こ の機能は、 以下の場合にのみ使用でき ます。

- データの移動先と な るデバイ スのソ フ ト ウ ェ アが、 移動元のデバイ ス と

同じかそれよ り も新しいバージ ョ ンであ る場合。 または

- T-DAT に保存されているデータが読込み可能な有効なデータであ る

場合。

• " ﾎｿﾞﾝ " （保存）

こ の機能は、 常に使用でき ます。

機能説明
ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ



機能説明書 プロ ラ イ ン プロマグ 55 4 " ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ " ブロ ッ ク

エン ド レスハウザージ ャパン 25

4.1 " ｷﾎﾝｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ " （基本ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ） メ ニュー

a0005872-en

Esc

E+- F O F
1002

2000

0402

3001

0420

0700

0400

3001

B

4000

4001

4002

4003

4004

4005

4006

4200

4201

4203

4204

4205

4206

4207

4208

4209

4221

4222

4223

4225

4226

4227
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! 注意 !
測定機器にローカルデ ィ スプレ イがない場合は、FieldCare などの設定プロ グ ラ ムを使用し て個々
のパラ メ ータや機能を設定する必要があ り ます。 測定機器に ローカルデ ィ スプレ イ があ る場合
は、標準動作用の主要な機器パラ メ ータはすべて、" ｷﾎﾝ ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ "（基本ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ
プ） メ ニューから簡単に設定する こ と ができ ます。

• パラ メ ータの呼出中に ESC キーの組合せを押すと、 デ ィ スプレ イ表示は " ｷﾎﾝ ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ "
（基本ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ） （1002） に戻 り ます。 保存されているパラ メ ータは有効です。

• 下記に記載されている よ う な ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ中の状態の前に、 " ｷﾎﾝｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ " （基
本ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ） が実行されている必要があ り ます。

①  " ｼｮｷｾｯﾃｲ ?" は選択する単位をすべて初期設定にし ます。
" ｿｳﾁ ﾉ ｾｯﾃｲ ?" は前に設定し た単位を受け付けます。

② 現在未設定の単位だけが、 各サイ クルで選択する よ う に要求されます。 
質量と補正体積の単位は、 対応する流量の単位から決定されます。

③ 単位をすべて設定する まで、 " ﾊｲ " が表示されたま まにな り ます。
単位をすべて設定する と、 " ｲｲｴ " だけが表示されます。

④ 現在未設定の出力だけが、 各サイ クルで選択する よ う に要求されます。

⑤ 出力のパラ メ ータ をすべて設定する まで、 " ﾊｲ " が表示されたま まにな り ます。
出力をすべて設定する と、 " ｲｲｴ " だけが表示されます。

⑥ " ﾋｮｳｼﾞ ｼﾞﾄﾞｳｾｯﾃｲ " オプシ ョ ンには、 以下の基本設定 / 工場出荷時の設定が含まれています。
ﾊｲ : 1 行目の表示が質量流量、 2 行目の表示が積算計 1、

3 行目の表示がシステムの状態
ｲｲｴ : 既存の （選択し た） 設定が有効です。
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4.2 " ﾐｬｸﾘｭｳ " （脈流） ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

a0006533-en

! 注意 !
• パラ メ ータの呼出中に ESC キーの組合せを押すと、 デ ィ スプレ イ表示は デ ィ スプレ イ表示は 

" ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ " （脈流セ ッ ト ア ッ プ） （1003） に戻 り ます。
• こ の設定 メ ニューは、 " ｷﾎﾝ ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ "; （基本ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ） メ ニューから直接、

または " ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ " （脈流セ ッ ト ア ッ プ） （1003） メ ニューから手動で呼び出すこ と がで
き ます。

• こ の設定 メ ニューを呼び出すと、 " ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ " （脈流セ ッ ト ア ッ プ） のパラ メ ータはすべ
て推奨設定に リ セ ッ ト されます （28 ページを参照）。

① 現在未設定の積算計だけが、 各サイ クルで選択する よ う に要求されます。
② 積算計をすべて設定する まで、 " ﾊｲ " が表示されたま まにな り ます。

積算計をすべて設定する と、 " ｲｲｴ " だけが表示されます。
③ 現在未設定の出力だけが、 各サイ クルで選択する よ う に要求されます。
④ 出力をすべて設定する まで、 " ﾊｲ " が表示されたま まにな り ます。

出力をすべて設定する と、 " ｲｲｴ " だけが表示されます。

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

F O F
B

4004

4005

4200

4206

4208

4225

8005

6400

6402

6403

6404

1003

3002 3002 3002

 

?
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➂

➃

2002 6606
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" ĮĊĖĶċđ ĜčĢďčĪĽ "（脈流セットアップ）メニューの設定 :

機能コード 機能名 推奨設定 内容

機能マトリクスからの呼出し :

B ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ ﾐｬｸﾘｭｳｾｯﾄｱｯﾌ（゚脈流セットアップ） P. 23

1003 ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ （脈流セ ッ ト ア ッ プ） ﾊｲ P. 23

基本設定 :

2002 ﾋｮｳｼﾞﾉﾁｴﾝ （表示の遅延） 1 s P. 31

6606 ｽﾍﾟｼｬﾙﾌｨﾙﾀｰ ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾌﾛｰ P. 124

3002 ｾｷｻﾝ ﾓｰﾄﾞ （積算モード） （DAA） +/- ﾊﾟﾙｽ ｱｼﾞｬｽﾄ P. 53

3002 ｾｷｻﾝ ﾓｰﾄﾞ （積算モード） （DAB） +/- ﾊﾟﾙｽ ｱｼﾞｬｽﾄ P. 53

3002 ｾｷｻﾝ ﾓｰﾄﾞ （積算モード） （DAC） +/- ﾊﾟﾙｽ ｱｼﾞｬｽﾄ P. 53

信号タイプの選択 : " ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 1 / 2"（電流出力 1 / 2）

4004 ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） ﾐｬｸﾄﾞｳﾘｭｳ （脈動流） P. 62

4005 ｼﾞﾃｲｽｳ （時定数） 1 s P. 64

信号タイプの選択 : " ĨĽķě /FREQ. ĚċĠĶČĖ 1 - n"（パルス / 周波数出力 1 - n）/ 動作モード : 
" ĚċđĨěđ "（周波数）

4206 ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） ﾐｬｸﾄﾞｳﾘｭｳ （脈動流） P. 72

4208 ｼﾞﾃｲｽｳ （時定数） 0 s P. 77

信号タイプの選択 : " ĨĽķě /FREQ. ĚċĠĶČĖ 1 - n"（パルス / 周波数出力 1 - n）/ 動作モード : " ĨĽķě "

4225 ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ ﾐｬｸﾄﾞｳﾘｭｳ （脈動流） P. 80

その他の設定 :

8005 ｱﾗｰﾑ ﾁｴﾝｾｯﾃｲ （ア ラーム遅延設定） 0 s P. 145

6400 LF ｶｯﾄｵﾌ ﾉ ﾜﾘｱﾃ （LF カ ッ ト オフの割当） ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量） P. 115

6402 LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉｱﾀｲ （LF カ ッ ト オフ ON の値） 下表を参照 P. 115

6403 LF ｶｯﾄｵﾌ OFF ﾉｱﾀｲ（LF カ ッ ト オフ OFF の値） 50% P. 115

6404 ﾌﾟﾚｯｼｬ ﾊﾟﾙｽｻﾌﾟﾚｽ 0 s P. 116

"LF ĔčĢēĪ ħ ĺĶďġ "（LF カットオフの割当）機能（6400）の推奨設定 :

DN

[mm] [inch]
dm3/min US-gal/min

2 1/12" 0.002 0.001

4 5/32" 0.007 0.002

8 5/16" 0.03 0.008

15 ½" 0.1 0.03

25 1" 0.3 0.08

32 1 ¼" 0.5 0.15

40 1 ½" 0.7 0.2

50 2" 1.1 0.3

65 2 ½" 2.0 0.5

80 3" 3.0 0.8

100 4" 4.7 1.3

推奨値は、 呼び口径の最大フルス ケール値を 1000 で除算し た値です （『プロマグ 55 取扱説明書』

(BA119D/06/ja) の 「設置」 の章、 「呼び口径 と流速」 の項を参照）。
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4.3 データのバッ クア ッ プ と送信

T-DAT の保存 / 読込み機能を使用し て、 T-DAT （交換可能 メ モ リ ） と  EEPROM （機器の保存ユ
ニ ッ ト ） と の間でデータ （機器のパラ メ ータ と設定） を送受信する こ と ができ ます。

以下のよ う な場合に送受信が必要です。
• バッ ク ア ッ プの作成 : 現在のデータが EEPROM から T-DAT に送信されます。
• 変換器の交換 : 現在のデータが EEPROM から T-DAT にコ ピーされ、 次に新しい変換器の 

EEPROM にデータが送信されます。
• データの複製 : 現在のデータが EEPROM から T-DAT にコ ピーされ、 次に同一測定点の 

EEPROM にデータが送信されます。

! 注意 !
T-DAT の取付、 取外しについては、 『プロ ラ イ ンプロマグ 55 取扱説明書』 を参照し て く ださい。

a0001221-en

図 1 ： T-DAT の保存 / 読込み機能によるデータのバッ クア ッ プ と送受信

読込みと保存のオプシ ョ ンについて

読込み : データ を T-DAT から EEPROM に送信し ます。

! 注意 !
• EEPROM に保存済みの設定はすべて削除されます。

• こ のオプシ ョ ンは、 T-DAT のデータが有効な場合にだけ使用でき ます。

• こ のオプシ ョ ンは、 T-DAT のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンが EEPROM のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

と同じか新しい場合にのみ実行でき ます。 それ以外の場合は、 再起動後にエラー メ ッ セージ 
"TRANSM. SW-DAT" が表示され、 読込み機能は使用でき な く な り ます。

保存 : 
データ を EEPROM から T-DAT に送信し ます。

FEsc

E+-

XXX.XXX.XX

F F

FF FF

P P

PP

N
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5.1 " ｺﾝﾄﾛｰﾙ " グループ

5.1.1 " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " （基本設定） 機能グループ

ĳĎęļĎ ĐĻĞĎĪĈĐě C ⇒ ĘĻĢĹĎķ CAA ⇒ ĕĬĻ ĜčġĐ（基本設定） 200

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ ｺﾝﾄﾛｰﾙ ➞ ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ （基本設定）

ėļĻĘļ（言語）
（2000）

テキス ト 、 パラ メ ータ、 および メ ッ セージを ローカルデ ィ スプレ イに表示する

言語を選択し ます。

! 注意 !

表示される選択項目は、 " ｹﾞﾝｺﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ " （言語グループ） 機能 （8226） で表示さ

れる言語グループによ って異な り ます。

選択項目 :
言語グループ "WEST EU / USA" （西欧 / 米国） :

ENGLISH （英語）

DEUTSCH （ド イ ツ語）

FRANCAIS （フ ラ ン ス語）

ESPANOL （スペイ ン語）

ITALIANO （イ タ リ ア語）

NEDERLANDS （オラ ンダ語）

PORTUGUESE （ポル ト ガル語）

言語グループ "EAST EU / SCAND" （東欧 / ス カンジナビア） :

ENGLISH （英語）

NORSK （ ノ ルウ ェー語）

SVENSKA （ス ウ ェーデン語）

SUOMI （フ ィ ン ラ ン ド語）

POLISH （ポーラ ン ド語）

RUSSIAN （ロ シア語）

CZECH （チェ コ語）

言語グループ "ASIA/SEA":

ENGLISH （英語）

BAHASA INDONESIA （イ ン ド ネシア語）

JAPANESE （日本語） （カナ表記）

言語グループ "CHINA" （中国語） :

ENGLISH （英語）

CHINESE （中国語）

初期設定 :
国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

! 注意 !

• 起動時に O/S キーを押すと、 言語は "ENGLISH" （英語） に戻 り ます。

• 言語グループは、 設定プロ グ ラ ム "FieldCare" で変更でき ます。 不明な点が

あ る場合は、 弊社にお問い合わせ く ださい。

ĩČđĚļħğĒĻ
（表示の遅延）
（2002）

激し く 変動する流量を表示する応答の速さ を入力し ます。 応答を速 く する場合

は小さい時定数、 応答を遅 く する場合は大きい時定数を入力し ます。

ユーザ入力 :
0 ～ 100 s

初期設定 :
1 s

! 注意 !

時定数を 0 s に設定する と、 遅延はゼロにな り ます。
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LCD ĘĻĢĵěĢ
（2003）

デ ィ スプレ イの設置場所の環境に合わせて、 コ ン ト ラ ス ト を調整し ます。

ユーザ入力 :
10 ～ 100 %

初期設定 :
50%

ĨļčĖĵĐĢ
（2004）

デ ィ スプレ イの設置場所の環境に合わせて、 バッ ク ラ イ ト の明る さ を調整し ま

す。

ユーザ入力 :
0 ～ 100 %

! 注意 !

"0" を入力する と、 バッ ク ラ イ ト がオフにな り ます。 これによ り 、 暗い場所で

は表示を読むこ と が困難にな り ます。

初期設定 :
50%

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ ｺﾝﾄﾛｰﾙ ➞ ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ （基本設定）
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5.1.2 " ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ / ﾛｯｸ " （ロ ッ ク解除 / ロ ッ ク） 機能グループ

ĳĎęļĎ ĐĻĞĎĪĈĐě C ⇒ ĘĻĢĹĎķ CAA ⇒ ĕĬĻ ĜčġĐ（基本設定） 200

⇓ 

ĹčĖĔĐĚļČ / ĹčĖ
（ロック解除 / ロック）

202

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ ｺﾝﾄﾛｰﾙ ➞ ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ / ﾛｯｸ （ロ ッ ク解除 / ロ ッ ク）

ďĖĜě ĘĎĢļ
（2020）

測定システムのデータはすべて、 不注意によ る変更から保護されています。 こ

の機能でア ク セ ス コー ド を入力する ま で、 プ ロ グ ラ ミ ン グは ロ ッ ク さ れてお

り 、 設定を変更する こ と はでき ません。 任意の機能で OS キーを押すと 、 測定

システムは自動的に この機能に切替わ り 、 ア ク セス コード の入力画面にな り ま

す （プロ グ ラ ミ ングがロ ッ ク されている場合）。

個人的に設定し た コード を入力し てプロ グ ラ ミ ングのロ ッ ク を解除でき ます。

（初期設定 : 55、 下の " ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ ｺｰﾄﾞ " 機能 （2021 を参照）。

ユーザ入力 :
最大 4 桁の番号 : 0 ～ 9999

! 注意 !

• 60 秒間キー操作を行わない と 、 プロ グ ラ ミ ングはロ ッ ク され、 次に HOME

ポジシ ョ ンに自動的に戻 り ます。

• こ の機能でプラ イベー ト コード以外の数字を入力する操作でも、 プロ グ ラ ミ

ングを ロ ッ クする こ と ができ ます。

• ユーザコード が分から な く なった場合は、 弊社サービ スにお問い合わせ く だ

さ い。

ĪĽĵĐīļĎĢ ĘĎĢļ
（2021）

"ｱｸｾｽ ｺｰﾄﾞ" 機能でプロ グ ラ ミ ングのロ ッ ク を解除するためのパーソナルコー

ド を指定し ます。

ユーザ入力 :
0 ～ 9999 （最大 4 桁の番号）

初期設定 :
55

! 注意 !

• コード "0" を入力する と 、 常にプロ グ ラ ミ ングのロ ッ ク が解除されます。

• こ のコード を変更する前に、 プロ グ ラ ミ ングのロ ッ ク を解除する必要があ り

ます。 プロ グ ラ ミ ングがロ ッ ク されている と きはこの機能は使用できず、 第

三者によ る コード変更を防ぎます。

ďĖĜě ěġĎĞě
（2022）

機能マ ト リ ク スへのア ク セス ステータ ス を確認し ます。

表示内容 :
ﾕｰｻﾞｰ ｱｸｾｽ （設定可）

ﾛｯｸ （設定不可）

ďĖĜě ĔđĻĞ
（2023）

機能マ ト リ ク スにア ク セスする ために、 ユーザコード、 サービ ス コード、 また

は "0" を入力し た回数を表示し ます。

表示内容 :
最大 7 桁の番号 : 0 ～ 9999999

初期設定 :
0
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5.1.3 " ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ " 機能グループ

ĳĎęļĎ ĐĻĞĎĪĈĐě C ⇒ ĘĻĢĹĎķ CAA ⇒ ĕĬĻ ĜčġĐ（基本設定） 200

⇓ 

ĹčĖĔĐĚļČ / ĹčĖ
（ロック解除 / ロック）

202

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 204

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ ｺﾝﾄﾛｰﾙ ➞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ġļĆěĪĽĸĐ ġěĢ
（2040）

ローカルデ ィ スプレ イの動作性能と ピ ク セルをテス ト し ます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定 :

ｵﾌ

テス ト 手順 :

1. " ｵﾝ " を選択し て、 テス ト を開始し ます。

2. 1、 2、 3 行目のピ ク セルすべてが 0.75 秒以上暗 く な り ます。

3. 1、 2、 3 行目の各フ ィ ール ド に "8" の文字が 0.75 秒以上表示されます。

4. 1、 2、 3 行目の各フ ィ ール ド に "0" の文字が 0.75 秒以上表示されます。

5. 1、 2、 3 行目に何も表示されない （空白表示） 状態が 0.75 秒以上続き ま

す。

テス ト が完了する と ローカルデ ィ スプレ イは初期状態に戻 り 、設定は " ｵﾌ " に

な り ます。
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5.2 "1 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ " （1 行目の表示） グループ

5.2.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĳĎęļĎ ĐĻĞĎĪĈĐě C ⇒ ĘĻĢĹĎķ CAA

⇓ 

1 ĕļČđİ ħ ĩČđĚļ
（1 行目の表示）

CCA ⇒ ĜčġĐ（設定） 220

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 1 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （1 行目の表示） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

A0001253

1: 1 行目、 2: 2 行目、 3: 3 行目

ĺĶďġ（割当）
（2200）

ローカルデ ィ スプレ イの 1 行目に表示する値を割当てます。 割当てた値は、 通

常動作時に表示されます。

選択項目 :
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ （質量流量）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %）

ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ % （質量流量 %）

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ 1 / 2 （電流出力値 1 / 2）

ｼｭｳﾊｽｳ （1 / 2） ｼｭﾂﾘｮｸﾁ （周波数出力値 1 / 2）

ｾｷｻﾝｹｲ （1 ～ 3） （積算計 1 ～ 3）

ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ （導電率） *

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾁ （電流入力値） *

* ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ機能オンの場合のみ→ 117 ページを参照

初期設定 :
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

オプションの " ĚĻĞļĻĕħđ "（診断機能）ソフトウェアパッケージで使用できるオ
プション :
ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 1 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 2 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1 ﾍﾝｻ （電極電位 1 偏差）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2 ﾍﾝｻ （電極電位 2 偏差）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳﾍﾝｻ （体積流量偏差）

ﾉｲｽﾞﾍﾝｻ （ﾉｲｽﾞ値の偏差）

オプションの " ĘėĐĪļĻĶċđĶČđ "（固形分流量）ソフトウェアパッケージで使用で
きるオプション : 
ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL （固形分質量流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL % （固形分質量流量 %）

ｺｹｲﾌﾞﾝﾀｲｾｷ FL （固形分体積流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ﾀｲｾｷ FL % （固形分体積流量 %）

ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ （搬送質量流量）

ﾊﾝｿｳ ｼﾂﾘｮｳ FL% （搬送質量流量 %）

ﾊﾝｿｳﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （搬送体積流量）

ﾊﾝｿｳ ﾀｲｾｷ FL% （搬送体積流量 %）

Esc

E+-

1

2

3
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100% ħ ďĞĐ
（100 % の値）
（2201）

! 注意 !

こ の機能 を 使用す る には、 あ ら か じ め " ﾜﾘｱﾃ " （割当） 機能 （2200） で

" ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ %" （体積流量 %） または " ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ %" （質量流量 %） を選択す

る必要があ り ます。

100 % の値 と し て表示する流量の値を指定し ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

ĪĉĎĭčĢ
（2202）

1 行目の指示値に表示する、 数値の小数部の最大桁数を指定し ます。

選択項目 :
XXXXX. - XXXX.X - XXX.XX - XX.XXX - X.XXXX

初期設定 :
X.XXXX

! 注意 !

• こ の設定は、 デ ィ スプレ イに表示する指示値にのみ適用される こ と に注意し

て く ださ い。 システムの計算精度には影響し ません。

• こ の設定と 設定し た工学単位によ り 、 測定機器が計算し た小数部が表示され

ないこ と があ り ます。 この場合は、 測定値と 工学単位の間に矢印が表示され

（例 : "1.2 → kg/h"）、 表示可能な小数部よ り も測定システムが多 く の桁数を

計算し ている こ と を示し ます。

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 1 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （1 行目の表示） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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5.2.2 " ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ " （交互表示） 機能グループ

ĳĎęļĎ ĐĻĞĎĪĈĐě C ⇒ ĘĻĢĹĎķ CAA

⇓ 

1 ĕļČđİ ħ ĩČđĚļ
（1 行目の表示）

CCA ⇒ ĜčġĐ（設定） 220

⇓ 

ĘđĘļ ĩČđĚļ（交互表示） 222

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 1 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （1 行目の表示） ➞ ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ （交互表示）

ĺĶďġ（割当）
（2220）

" ﾜﾘｱﾃ " （割当） 機能 （2200） で指定し た値と交互に （10 秒ご と ） 1 行目に表示

する 2 番目の指示値を指定し ます。

選択項目 :
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ （質量流量）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %）

ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ % （質量流量 %）

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ 1 / 2 （電流出力値 1 / 2）

ｼｭｳﾊｽｳ （1 / 2） ｼｭﾂﾘｮｸﾁ （周波数出力値 1 / 2）

ｾｷｻﾝｹｲ （1 ～ 3） （積算計 1 ～ 3）

ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ （導電率） *

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾁ （電流入力値）

* ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ機能オンの場合のみ→ 117 ページを参照

初期設定 :
ｵﾌ

オプションの " ĚĻĞļĻĕħđ "（診断機能）ソフトウェアパッケージで使用できるオ
プション :
ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 1 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 2 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1 ﾍﾝｻ （電極電位 1 偏差）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2 ﾍﾝｻ （電極電位 2 偏差）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳﾍﾝｻ （体積流量偏差）

ﾉｲｽﾞﾍﾝｻ （ﾉｲｽﾞ値の偏差）

オプションの " ĘėĐĪļĻĶċđĶČđ "（固形分流量）ソフトウェアパッケージで使用で
きるオプション : 
ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL （固形分質量流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL % （固形分質量流量 %）

ｺｹｲﾌﾞﾝﾀｲｾｷ FL （固形分体積流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ﾀｲｾｷ FL % （固形分体積流量 %）

ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ （搬送質量流量）

ﾊﾝｿｳ ｼﾂﾘｮｳ FL% （搬送質量流量 %）

ﾊﾝｿｳﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （搬送体積流量）

ﾊﾝｿｳ ﾀｲｾｷ FL% （搬送体積流量 %）

100% ħ ďĞĐ
（100 % の値）
（2221）

! 注意 !

こ の機能 を 使用す る には、 あ ら か じ め " ﾜﾘｱﾃ " （割当） 機能 （2220） で

" ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ %" （体積流量 %） または " ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ %" （質量流量 %） を選択す

る必要があ り ます。

100 % の値 と し て表示する流量の値を指定し ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。
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ĪĉĎĭčĢ
（2222）

1 行目に表示する 2 番目の指示値について、 数値の小数部の最大桁数を指定し

ます。

選択項目 :
XXXXX. - XXXX.X - XXX.XX - XX.XXX - X.XXXX

初期設定 :
X.XXXX

! 注意 !

• こ の設定は、 デ ィ スプレ イに表示する指示値にのみ適用される こ と に注意し

て く ださ い。 システムの計算精度には影響し ません。

• こ の設定と 設定し た工学単位によ り 、 測定機器が計算し た小数部が表示され

ないこ と があ り ます。 この場合は、 測定値と 工学単位の間に矢印が表示され

（例 : "1.2 → kg/h"）、 表示可能な小数部よ り も測定システムが多 く の桁数を

計算し ている こ と を示し ます。

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 1 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （1 行目の表示） ➞ ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ （交互表示）
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5.3 "2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ " （2 行目の表示） グループ

5.3.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĳĎęļĎ ĐĻĞĎĪĈĐě C ⇒ ĘĻĢĹĎķ CAA

⇓ 

1 ĕļČđİ ħ ĩČđĚļ
（1 行目の表示）

CCA

⇓ 

2 ĕļČđİ ħ ĩČđĚļ
（2 行目の表示）

CEA ⇒ ĜčġĐ（設定） 240

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ（2 行目の表示） ➞ ｾｯﾃｲ（設定）

A0001253

1: 1 行目、 2: 2 行目、 3: 3 行目

ĺĶďġ（割当）
（2400）

ローカルデ ィ スプレ イの 2 行目に表示する値を割当てます。 割当てた値は、 通

常動作時に表示されます。

選択項目 :
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ （質量流量）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %）

ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ % （質量流量 %）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼﾂﾘｮｳ FL （% バーグ ラ フ質量流量）

ﾘｭｳｿｸ （流速）

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ 1 / 2 （電流出力値 1 / 2）

ｼｭｳﾊｽｳ （1 / 2） ｼｭﾂﾘｮｸﾁ （周波数出力値 1 / 2）

ｾｷｻﾝｹｲ （1 ～ 3） （積算計 1 ～ 3）

ﾀｸﾞ ﾊﾞﾝｺﾞｳ （タ グ番号）

ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ （導電率） **

ﾐﾂﾄﾞ （密度） *

ｵﾝﾄﾞ （温度） *

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾁ （電流入力値）

* 現時点での直接値、 または対応し て設定し た電流入力値によ り ます。

** ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ機能ｵﾝの場合 （→ 117 ページを参照）

初期設定 :
ｾｷｻﾝｹｲ 1 （積算計 1）

オプションの " ĚĻĞļĻĕħđ "（診断機能）ソフトウェアパッケージで使用できるオ
プション :
ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 1 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 2 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1 ﾍﾝｻ （電極電位 1 偏差）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2 ﾍﾝｻ （電極電位 2 偏差）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳﾍﾝｻ （体積流量偏差）

ﾉｲｽﾞﾍﾝｻ （ﾉｲｽﾞ値の偏差）

（次ページに続 く ）

Esc

E+-

1

2

3
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ĺĶďġ（割当）
（前ページの続き）

オプションの " ĘėĐĪļĻĶċđĶČđ "（固形分流量）ソフトウェアパッケージで使用で
きるオプション : 
ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL （固形分質量流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL % （固形分質量流量 %）

ｺｹｲ ｼﾂﾘｮｳ FL BAR% （固形分質量流量バーグ ラ フ %）

ｺｹｲﾌﾞﾝﾀｲｾｷ FL （固形分体積流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ﾀｲｾｷ FL % （固形分体積流量 %）

ｺｹｲ ﾀｲｾｷ FL BAR% （固形分体積流量バーグ ラ フ %）

ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ （搬送質量流量）

ﾊﾝｿｳ ｼﾂﾘｮｳ FL% （搬送質量流量 %）

ﾊﾝｿｳﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （搬送体積流量）

ﾊﾝｿｳ ﾀｲｾｷ FL% （搬送体積流量 %）

100% ħ ďĞĐ
（100 % の値）
（2401）

! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ﾜﾘｱﾃ " （割当） 機能 （2400） で以下の

項目のいずれかを選択する必要があ り ます。

• ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %）

• ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ % （質量流量 %）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼﾂﾘｮｳ FL （% バーグ ラ フ質量流量）

100 % の値 と し て表示する流量の値を指定し ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

ĪĉĎĭčĢ
（2402） ! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ﾜﾘｱﾃ " （割当） 機能 （2400） で数値を

表示する項目を選択する必要があ り ます。

2 行目に表示する指示値の小数部の最大桁数を指定し ます。

選択項目 :
XXXXX. - XXXX.X - XXX.XX - XX.XXX - X.XXXX

初期設定 :
X.XXXX

! 注意 !

• こ の設定は、 デ ィ スプレ イに表示する指示値にのみ適用される こ と に注意し

て く ださ い。 システムの計算精度には影響し ません。

• こ の設定と 設定し た工学単位によ り 、 測定機器が計算し た小数部が表示され

ないこ と があ り ます。 この場合は、 測定値と 工学単位の間に矢印が表示され

（例 : "1.2 → kg/h"）、 表示可能な小数部よ り も測定システムが多 く の桁数を

計算し ている こ と を示し ます。

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ（2 行目の表示） ➞ ｾｯﾃｲ（設定）
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ĩČđĚļ ıĎĢļ
（表示モード）
（2403）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ﾜﾘｱﾃ "（割当）機能（2400）で "% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ

ﾀｲｾｷ FL" （% バーグ ラ フ体積流量） または "% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼﾂﾘｮｳ FL" （% バーグ ラ フ

質量流量） を選択する必要があ り ます。

バーグ ラ フのフ ォーマ ッ ト を指定し ます。

選択項目 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向） （25 / 50 / 75% の目盛 り と符号が付いた簡単なバーグ ラ フ）

A0001258

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向） （-50 / 0 / +50% の目盛 り と 符号が付いた、正負

両方向の流れを示す左右対称のバーグ ラ フ）

A0001259

初期設定 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ（2 行目の表示） ➞ ｾｯﾃｲ（設定）
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5.3.2 " ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ " （交互表示） 機能グループ

ĳĎęļĎ ĐĻĞĎĪĈĐě C ⇒ ĘĻĢĹĎķ CAA

⇓ 

1 ĕļČđİ ħ ĩČđĚļ
（1 行目の表示）

CCA

⇓ 

2 ĕļČđİ ħ ĩČđĚļ
（2 行目の表示）

CEA ⇒ ĜčġĐ（設定） 240

⇓ 

ĘđĘļ ĩČđĚļ（交互表示） 242

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ（2 行目の表示） ➞ ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ（交互表示）

ĺĶďġ（割当）
（2420）

" ﾜﾘｱﾃ " （割当） 機能 （2400） で指定し た値と交互に （10 秒ご と ） 2 行目に表示

する 2 番目の指示値を指定し ます。

選択項目 :
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ （質量流量）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %）

ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ % （質量流量 %）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼﾂﾘｮｳ FL （% バーグ ラ フ質量流量）

ﾘｭｳｿｸ （流速）

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ 1 / 2 （電流出力値 1 / 2）

ｼｭｳﾊｽｳ （1 / 2） ｼｭﾂﾘｮｸﾁ （周波数出力値 1 / 2）

ｾｷｻﾝｹｲ （1 ～ 3） （積算計 1 ～ 3）

ﾀｸﾞ ﾊﾞﾝｺﾞｳ （タ グ番号）

ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ （導電率） **

ﾐﾂﾄﾞ （密度） *

ｵﾝﾄﾞ （温度） *

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾁ （電流入力値）

* 現時点での直接値、 または対応し て設定し た電流入力値によ り ます。

** ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ機能ｵﾝの場合 （→ 117 ページを参照）

初期設定 :
ｵﾌ

オプションの " ĚĻĞļĻĕħđ "（診断機能）ソフトウェアパッケージで使用できるオ
プション :
ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 1 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 2 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1 ﾍﾝｻ （電極電位 1 偏差）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2 ﾍﾝｻ （電極電位 2 偏差）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳﾍﾝｻ （体積流量偏差）

ﾉｲｽﾞﾍﾝｻ （ﾉｲｽﾞ値の偏差）

オプションの " ĘėĐĪļĻĶċđĶČđ "（固形分流量）ソフトウェアパッケージで使用で
きるオプション : 
ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL （固形分質量流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL % （固形分質量流量 %）

ｺｹｲ ｼﾂﾘｮｳ FL BAR% （固形分質量流量バーグ ラ フ %）

ｺｹｲﾌﾞﾝﾀｲｾｷ FL （固形分体積流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ﾀｲｾｷ FL % （固形分体積流量 %）

ｺｹｲ ﾀｲｾｷ FL BAR% （固形分体積流量バーグ ラ フ %）

ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ （搬送質量流量）

ﾊﾝｿｳ ｼﾂﾘｮｳ FL% （搬送質量流量 %）

ﾊﾝｿｳﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （搬送体積流量）

ﾊﾝｿｳ ﾀｲｾｷ FL% （搬送体積流量 %）

（次ページに続 く ）
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ĺĶďġ（割当）
（前ページの続き） ! 注意 !

ア ラーム メ ッ セージや注意 メ ッ セージが送出される と、 交互表示モード は即座

に中断されます。 該当する メ ッ セージがデ ィ スプレ イに表示されます。

• ア ラーム メ ッ セージ （稲光ア イ コ ン） :

- " ｲｼﾞｮｳ ﾉ ｼﾞｭﾘｮｳ "（異常の受領） 機能（8004） で " ｵﾝ " を選択し ている場合

は、 障害を確認し て原因を取 り 除 く と 、 交互表示モード が即座に再開さ

れます。

- " ｲｼﾞｮｳ ﾉ ｼﾞｭﾘｮｳ "（異常の受領） 機能（8004） で " ｵﾌ " を選択し ている場合

は、 障害が解決される と、 交互表示モード が即座に再開されます。

• 注意 メ ッ セージ （感嘆符ア イ コ ン） :

注意 メ ッ セージが消え る と、 交互表示モード が即座に再開されます。

100% ħ ďĞĐ
（100 % の値）
（2421）

! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ﾜﾘｱﾃ " （割当） 機能 （2420） で以下の

項目のいずれかを選択する必要があ り ます。

• ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %）

• ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ % （質量流量 %）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼﾂﾘｮｳ FL （% バーグ ラ フ質量流量）

100 % の値 と し て表示する流量の値を指定し ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

ĪĉĎĭčĢ
（2422） ! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ﾜﾘｱﾃ " （割当） 機能 （2420） で数値を

表示する項目を選択する必要があ り ます。

2 行目に表示する 2 番目の指示値について、 数値の小数部の最大桁数を指定し

ます。

選択項目 :
XXXXX. - XXXX.X - XXX.XX - XX.XXX - X.XXXX

初期設定 :
X.XXXX

! 注意 !

• こ の設定は、 デ ィ スプレ イに表示する指示値にのみ適用される こ と に注意し

て く ださ い。 システムの計算精度には影響し ません。

• こ の設定と 設定し た工学単位によ り 、 測定機器が計算し た小数部が表示され

ないこ と があ り ます。 この場合は、 測定値と 工学単位の間に矢印が表示され

（例 : "1.2 → kg/h"）、 表示可能な小数部よ り も測定システムが多 く の桁数を

計算し ている こ と を示し ます。

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ（2 行目の表示） ➞ ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ（交互表示）
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ĩČđĚļ ıĎĢļ
（表示モード）
（2423）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ﾜﾘｱﾃ "（割当）機能（2420）で "% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ

ﾀｲｾｷ FL" （% バーグ ラ フ体積流量） または "% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼﾂﾘｮｳ FL" （% バーグ ラ フ

質量流量） を選択する必要があ り ます。

バーグ ラ フのフ ォーマ ッ ト を指定し ます。

選択項目 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向） （25 / 50 / 75% の目盛 り と符号が付いた簡単なバーグ ラ フ）

A0001258

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向） （-50 / 0 / +50% の目盛 り と 符号が付いた、正負

両方向の流れを示す左右対称のバーグ ラ フ）

A0001259

初期設定 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ（2 行目の表示） ➞ ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ（交互表示）



機能説明書 プロ ラ イ ン プロマグ 55 4 " ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ " ブロ ッ ク

エン ド レスハウザージ ャパン 45

5.4 "3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ " （3 行目の表示） グループ

5.4.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĳĎęļĎ ĐĻĞĎĪĈĐě C ⇒ ĘĻĢĹĎķ CAA

⇓ 

1 ĕļČđİ ħ ĩČđĚļ
（1 行目の表示）

CCA

⇓ 

2 ĕļČđİ ħ ĩČđĚļ
（2 行目の表示）

CEA

⇓ 

3 ĕļČđİ ħ ĩČđĚļ
（3 行目の表示）

CGA ⇒ ĜčġĐ（設定） 260

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ（3 行目の表示） ➞ ｾｯﾃｲ（設定）

A0001253

1: 1 行目、 2: 2 行目、 3: 3 行目

ĺĶďġ（割当）
（2600）

ローカルデ ィ スプレ イの 3 行目に表示する値を割当てます。 割当てた値は、 通

常動作時に表示されます。

選択項目 :
ｵﾌ

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %）

ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ % （質量流量 %）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼﾂﾘｮｳ FL （% バーグ ラ フ質量流量）

ﾘｭｳｿｸ （流速）

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ 1 / 2 （電流出力値 1 / 2）

ｼｭｳﾊｽｳ （1 / 2） ｼｭﾂﾘｮｸﾁ （周波数出力値 1 / 2）

ｾｷｻﾝｹｲ （1 ～ 3） （積算計 1 ～ 3）

ﾀｸﾞ ﾊﾞﾝｺﾞｳ （タ グ番号）

ｼｽﾃﾑ ﾉ ｼﾞｮｳﾀｲ （システムの状態）

ﾅｶﾞﾚﾎｳｺｳ （流れ方向）

ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ （導電率） **

ﾐﾂﾄﾞ （密度） *

ｵﾝﾄﾞ （温度） *

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾁ （電流入力値）

* 現時点での直接値、 または対応し て設定し た電流入力値によ り ます。

** ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ機能ｵﾝの場合 （→ 117 ページを参照）

初期設定 :
ｼｽﾃﾑ ﾉ ｼﾞｮｳﾀｲ （システムの状態）

オプションの " ĚĻĞļĻĕħđ "（診断機能）ソフトウェアパッケージで使用できるオ
プション :
ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 1 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 2 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1 ﾍﾝｻ （電極電位 1 偏差）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2 ﾍﾝｻ （電極電位 2 偏差）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳﾍﾝｻ （体積流量偏差）

ﾉｲｽﾞﾍﾝｻ （ﾉｲｽﾞ値の偏差）

（次ページに続 く ）

Esc

E+-

1

2

3
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ĺĶďġ（割当）
（前ページの続き）

オプションの " ĘėĐĪļĻĶċđĶČđ "（固形分流量）ソフトウェアパッケージで使用で
きるオプション : 
ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL （固形分質量流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL % （固形分質量流量 %）

ｺｹｲ ｼﾂﾘｮｳ FL BAR% （固形分質量流量バーグ ラ フ %）

ｺｹｲﾌﾞﾝﾀｲｾｷ FL （固形分体積流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ﾀｲｾｷ FL % （固形分体積流量 %）

ｺｹｲ ﾀｲｾｷ FL BAR% （固形分体積流量バーグ ラ フ %）

ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ （搬送質量流量）

ﾊﾝｿｳ ｼﾂﾘｮｳ FL% （搬送質量流量 %）

ﾊﾝｿｳﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （搬送体積流量）

ﾊﾝｿｳ ﾀｲｾｷ FL% （搬送体積流量 %）

100% ħ ďĞĐ
（100 % の値）
（2601）

! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ﾜﾘｱﾃ " （割当） 機能 （2600） で以下の

項目のいずれかを選択する必要があ り ます。

• ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %）

• ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ % （質量流量 %）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼﾂﾘｮｳ FL （% バーグ ラ フ質量流量）

100 % の値 と し て表示する流量の値を指定し ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

ĪĉĎĭčĢ
（2602） ! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ﾜﾘｱﾃ " （割当） 機能 （2600） で数値を

表示する項目を選択する必要があ り ます。

3 行目の指示値に表示する、 数値の小数部の最大桁数を指定し ます。

選択項目 :
XXXXX. - XXXX.X - XXX.XX - XX.XXX - X.XXXX

初期設定 :
X.XXXX

! 注意 !

• こ の設定は、 デ ィ スプレ イに表示する指示値にのみ適用される こ と に注意し

て く ださ い。 システムの計算精度には影響し ません。

• こ の設定と 設定し た工学単位によ り 、 測定機器が計算し た小数部が表示され

ないこ と があ り ます。 この場合は、 測定値と 工学単位の間に矢印が表示され

（例 : "1.2 → kg/h"）、 表示可能な小数部よ り も測定システムが多 く の桁数を

計算し ている こ と を示し ます。

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ（3 行目の表示） ➞ ｾｯﾃｲ（設定）
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ĩČđĚļ ıĎĢļ
（表示モード）
（2603）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ﾜﾘｱﾃ "（割当）機能（2600）で "% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ

ﾀｲｾｷ FL" （% バーグ ラ フ体積流量） または "% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼﾂﾘｮｳ FL" （% バーグ ラ フ

質量流量） を選択する必要があ り ます。

バーグ ラ フのフ ォーマ ッ ト を指定し ます。

選択項目 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向） （25 / 50 / 75% の目盛 り と符号が付いた簡単なバーグ ラ フ）

A0001258

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向） （-50 / 0 / +50% の目盛 り と 符号が付いた、正負

両方向の流れを示す左右対称のバーグ ラ フ）

A0001259

初期設定 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ（3 行目の表示） ➞ ｾｯﾃｲ（設定）
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5.4.2 " ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ " （交互表示） 機能グループ

ĳĎęļĎ ĐĻĞĎĪĈĐě C ⇒ ĘĻĢĹĎķ CAA

⇓ 

1 ĕļČđİ ħ ĩČđĚļ
（1 行目の表示）

CCA

⇓ 

2 ĕļČđİ ħ ĩČđĚļ
（2 行目の表示）

CEA

⇓ 

3 ĕļČđİ ħ ĩČđĚļ
（3 行目の表示）

CGA ⇒ ĜčġĐ（設定） 260

⇓ 

ĘđĘļ ĩČđĚļ（交互表示） 262

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （3 行目の表示） ➞ ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ（交互表示）

ĺĶďġ（割当）
（2620）

" ﾜﾘｱﾃ " （割当） 機能 （2600） で指定し た値と交互に （10 秒ご と ） 3 行目に表示

する 2 番目の指示値を指定し ます。

選択項目 :
ｵﾌ

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %）

ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ % （質量流量 %）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼﾂﾘｮｳ FL （% バーグ ラ フ質量流量）

ﾘｭｳｿｸ （流速）

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ 1 / 2 （電流出力値 1 / 2）

ｼｭｳﾊｽｳ （1 / 2） ｼｭﾂﾘｮｸﾁ （周波数出力値 1 / 2）

ｾｷｻﾝｹｲ （1 ～ 3） （積算計 1 ～ 3）

ﾀｸﾞ ﾊﾞﾝｺﾞｳ （タ グ番号）

ｼｽﾃﾑ ﾉ ｼﾞｮｳﾀｲ （システムの状態）

ﾅｶﾞﾚﾎｳｺｳ （流れ方向）

ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ （導電率） **

ﾐﾂﾄﾞ （密度） *

ｵﾝﾄﾞ （温度） *

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾁ （電流入力値）

* 現時点での直接値、 または対応し て設定し た電流入力値によ り ます。

** ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ機能ｵﾝの場合 （→ 117 ページを参照）

初期設定 :
ｵﾌ

オプションの " ĚĻĞļĻĕħđ "（診断機能）ソフトウェアパッケージで使用できるオ
プション :
ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 1 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 2 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1 ﾍﾝｻ （電極電位 1 偏差）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2 ﾍﾝｻ （電極電位 2 偏差）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳﾍﾝｻ （体積流量偏差）

ﾉｲｽﾞﾍﾝｻ （ﾉｲｽﾞ値の偏差）

オプションの " ĘėĐĪļĻĶċđĶČđ "（固形分流量）ソフトウェアパッケージで使用で
きるオプション : 
ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL （固形分質量流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL % （固形分質量流量 %）

ｺｹｲ ｼﾂﾘｮｳ FL BAR% （固形分質量流量バーグ ラ フ %）

ｺｹｲﾌﾞﾝﾀｲｾｷ FL （固形分体積流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ﾀｲｾｷ FL % （固形分体積流量 %）

ｺｹｲ ﾀｲｾｷ FL BAR% （固形分体積流量バーグ ラ フ %）

ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ （搬送質量流量）

ﾊﾝｿｳ ｼﾂﾘｮｳ FL% （搬送質量流量 %）

ﾊﾝｿｳﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （搬送体積流量）

ﾊﾝｿｳ ﾀｲｾｷ FL% （搬送体積流量 %）

（次ページに続 く ）
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ĺĶďġ（割当）
（前ページの続き） ! 注意 !

ア ラーム メ ッ セージや注意 メ ッ セージが送出される と、 交互表示モード は即座

に中断されます。 該当する メ ッ セージがデ ィ スプレ イに表示されます。

• ア ラーム メ ッ セージ （稲光ア イ コ ン） :

- " ｲｼﾞｮｳ ﾉ ｼﾞｭﾘｮｳ " （異常の受領） 機能 8004） で " ｵﾝ " を選択し ている場合

は、 障害を確認し て原因を取 り 除 く と 、 交互表示モード が即座に再開さ

れます。

- " ｲｼﾞｮｳ ﾉ ｼﾞｭﾘｮｳ "（異常の受領） 機能（8004） で " ｵﾌ " を選択し ている場合

は、 障害が解決される と、 交互表示モード が即座に再開されます。

• 注意 メ ッ セージ （感嘆符ア イ コ ン） :

- 注意 メ ッ セージが消え る と 、 交互表示モード が即座に再開されます。

100% ħ ďĞĐ
（100 % の値）
（2621）

! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ﾜﾘｱﾃ " （割当） 機能 （2620） で以下の

項目のいずれかを選択する必要があ り ます。

• ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %）

• ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ % （質量流量 %）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼﾂﾘｮｳ FL （% バーグ ラ フ質量流量）

100 % の値 と し て表示する流量の値を指定し ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

ĪĉĎĭčĢ
（2622） ! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ﾜﾘｱﾃ " （割当） 機能 （2600） で数値を

表示する項目を選択する必要があ り ます。

3 行目に表示する 2 番目の指示値について、 数値の小数部の最大桁数を指定し

ます。

選択項目 :
XXXXX. - XXXX.X - XXX.XX - XX.XXX - X.XXXX

初期設定 :
X.XXXX

! 注意 !

• こ の設定は、 デ ィ スプレ イに表示する指示値にのみ適用される こ と に注意し

て く ださ い。 システムの計算精度には影響し ません。

• こ の設定と 設定し た工学単位によ り 、 測定機器が計算し た小数部が表示され

ないこ と があ り ます。 この場合は、 測定値と 工学単位の間に矢印が表示され

（例 : "1.2 → kg/h"）、 表示可能な小数部よ り も測定システムが多 く の桁数を

計算し ている こ と を示し ます。

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （3 行目の表示） ➞ ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ（交互表示）
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ĩČđĚļ ıĎĢļ
（表示モード）
（2623）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ﾜﾘｱﾃ "（割当）機能（2620）で "% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ

ﾀｲｾｷ FL" （% バーグ ラ フ体積流量） または "% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼﾂﾘｮｳ FL" （% バーグ ラ フ

質量流量） を選択する必要があ り ます。

バーグ ラ フのフ ォーマ ッ ト を指定し ます。

選択項目 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向） （25 / 50 / 75% の目盛 り と符号が付いた簡単なバーグ ラ フ）

A0001258

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向） （-50 / 0 / +50% の目盛 り と 符号が付いた、正負

両方向の流れを示す左右対称のバーグ ラ フ）

A0001258

初期設定 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ➞ 3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （3 行目の表示） ➞ ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ（交互表示）
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6 " ｾｷｻﾝｹｲ " （積算計） ブロ ッ ク 
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6.1 " ｾｷｻﾝｹｲ 1 - 3" （積算計 1 ～ 3） グループ

6.1.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĜĕęĻėĐ（積算計） D ⇒ ĜĕęĻėĐ 1（積算計 1） DAA ⇒ ĜčġĐ（設定） 300

⇓ 

ĜĕęĻėĐ 2（積算計 2） DAB ⇒ ĜčġĐ（設定） 300

⇓ 

ĜĕęĻėĐ 3（積算計 3） DAC ⇒ ĜčġĐ（設定） 300

機能説明
ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） ➞ ｾｷｻﾝｹｲ 1 - 3 （積算計 1 ～ 3） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

以下の機能説明は、 積算計 1 ～ 3 のそれぞれに適用されます。 積算計は個別に設定する こ と ができ ます。

ĺĶďġ（割当）
（3000）

積算計に割当て るプロセス変数を割 り 当てます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ （質量流量）

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

初期設定 :
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

オプションの " ĘėĐĪļĻĶċđĶČđ "（固形分流量）ソフトウェアパッケージで使用で
きるオプション : 
ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL （固形分質量流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝﾀｲｾｷ FL （固形分体積流量）

ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ （搬送質量流量）

ﾊﾝｿｳﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （搬送体積流量）

! 注意 !

• 選択項目を変更する と、 即座に積算計が "0" に リ セ ッ ト されます。

• 積算計の "ｾｯﾃｲ"（設定）機能グループ（3000）で "ｵﾌ" を選択する と 、"ﾜﾘｱﾃ"

（割当） 機能のみが表示されます。

ĜĕęĻėĐ ħ ĞĻĐ
（積算計の単位）
（3001）

あ らかじめ選択し た積算計の変数について、 単位を選択し ます。

選択項目 :（ĚĠĶČđ ĶċđĶČđ（質量流量）を割当てた場合）
メ ー ト ル法 → g、 kg、 t

米国 → oz、 lb、 ton

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

選択項目（ĞĐĜĕ ĶċđĶČđ（体積流量）を割当てた場合）
メ ー ト ル法 → cm3、 dm3、 m3、 ml、 l、 hl、 Ml Mega

米国 → cc、 af、 ft3、 oz f、 gal、 Kgal、 Mgal、 bbl （通常の流体）、 bbl （ビール）、

bbl （石油化学製品）、 bbl （貯蔵タ ン ク）

英国 → gal、 Mgal、 bbl （ビール）、 bbl （石油化学製品）

任意の単位 → _ _ _ _

（20 ページの " ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ " （任意の単位） 機能グループを参照 ）

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。
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ĜĕęĻ ıĎĢļ
（積算モード）
（3002）

流量の積算方法を指定し ます。

選択項目 :
+/- ﾊﾟﾙｽ ｱｼﾞｬｽﾄ

正負両方向の流量成分を考慮し、 正方向 と 負方向の流量の差が計算されます。

つま り 、 流れ方向の総流量が記録されます。

ｾｲ ﾎｳｺｳ （正方向）

正方向の流れのみを積算し ます。

ｷﾞｬｸﾎｳｺｳ （逆方向）

逆方向の流れのみを積算し ます。

初期設定 :
積算計 1: +/- ﾊﾟﾙｽ ｱｼﾞｬｽﾄ

積算計 2: ｾｲ ﾎｳｺｳ （正方向）

積算計 3: ｷﾞｬｸﾎｳｺｳ （逆方向）

ĜĕęĻėĐ ħ ĶĜčĢ
（積算計のリセット）
（3003）

積算計の合計およびオーバーフ ローをゼロに リ セ ッ ト し ます。

選択項目 :
ｲｲｴ

ﾊｲ

初期設定 :
ｲｲｴ

! 注意 !

測定機器にステータ ス入力が接続されている場合、 適切な設定を使用する こ と

に よ り 、 各積算計 を パル ス で リ セ ッ ト す る こ と も で き ま す (105 ページ の

ｽﾃｰﾀｽ IN. ﾉ ﾜﾘｱﾃ （ステータ ス入力の割当） （5000） を参照 )。

機能説明
ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） ➞ ｾｷｻﾝｹｲ 1 - 3 （積算計 1 ～ 3） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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6.1.2 " ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ " 機能グループ

ĜĕęĻėĐ（積算計） D ⇒ ĜĕęĻėĐ 1（積算計 1） DAA ⇒ ĜčġĐ（設定） 300

⇓ 

⇓ ēīĽĸĎĚČĻ 304

ĜĕęĻėĐ 2（積算計 2） DAB ⇒ ĜčġĐ（設定） 300

⇓ 

⇓ ēīĽĸĎĚČĻ 304

ĜĕęĻėĐ 3（積算計 3） DAC ⇒ ĜčġĐ（設定） 300

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 304

機能説明
ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） ➞ ｾｷｻﾝｹｲ 1 - 3 （積算計 1 ～ 3） ➞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

以下の機能説明は、 積算計 1 ～ 3 のそれぞれに適用されます。 積算計は個別に設定する こ と ができ ます。

ĘļđėĐ（合計）
（3040）

測定を開始し てからの積算値を表示し ます。表示される値は、" ｾｷｻﾝ ﾓｰﾄﾞ "（積

算モード） 機能 （3002） の設定と 流れの方向によ り 正の場合も負の場合も あ り

ます。

表示内容 :
最大 7 桁の浮動小数点数 （および単位と 符号）

（例 : 15467.04 m3、 -4925.631 kg）

! 注意 !

• " ｾｷｻﾝ ﾓｰﾄﾞ " （積算モード） 機能 （53 ページ） の設定によ り 、 積算計は以下

のよ う に動作し ます。

- "+/- ﾊﾟﾙｽ ｱｼﾞｬｽﾄ " を設定する と 、 積算計は流れの正負方向の差を計算し

ます。

- " ｾｲ ﾎｳｺｳ " （正方向） を設定する と、 積算計は流れの正方向のみを積算し

ます。

- " ｷﾞｬｸﾎｳｺｳ " （逆方向） を設定する と 、 積算計は流れの逆方向のみを積算

し ます。

• 障害時の積算計の応答は、 " ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " 機能 （3801） で指定し ます

（55 ページを参照）。

ēĎĨļĎĪĹĎ
（3041）

測定を開始し てからのオーバーフ ローの積算値を表示し ます。

合計流量は、 最大 7 桁の浮動小数点数で表示されます。 こ の機能を使用し て、

その値 （9999999） を超え る数値をオーバーフ ロー と し て表示する こ と ができ

ます。 し たがって、 有効流量は、 " ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ " の値に " ｺﾞｳｹｲ " （合計） 機能の

値を加えた値にな り ます。

例 :

2 つのオーバーフ ローの指示値 : 2 ・ 107 dm3 （= 20 000 000 dm3）

" ｺﾞｳｹｲ " （合計） 機能の表示値 : 196 845.7 dm3

有効合計流量 : 20 196 845.7 dm3

表示内容 :
整数の仮数部と  10 のべき乗 （および符号と 単位）。 例 : 2 ・ 107 dm3
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6.2 " ｾﾞﾝｾｷｻﾝｹｲ ﾉ ｿｳｻ " （全積算計の操作） グループ

ĜĕęĻėĐ（積算計） D ⇒ ĜĕęĻėĐ 1（積算計 1） DAA

⇓ 

ĜĕęĻėĐ 2（積算計 2） DAB

⇓ 

ĜĕęĻėĐ 3（積算計 3） DAC

⇓ 

ĜļĻĜĕęĻėĐ ħ ĝđę
（全積算計の操作）

DJA ⇒ 積算計の操作機能

機能説明
ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） ➞ ｾﾞﾝｾｷｻﾝｹｲ ﾉ ｿｳｻ （全積算計の操作） ➞ 積算計の操作機能

ĜļĻĜĕęĻėĐ ĶĜčĢ
（全積算計リセット）
（3800）

積算計 （1 ～ 3） の積算値 （およびオーバーフ ローすべて） をゼロに リ セ ッ ト

し ます （" ﾘｾｯﾄ " 機能と 同じ）。

選択項目 :
ｲｲｴ

ﾊｲ

初期設定 :
ｲｲｴ

! 注意 !

測定機器にステータ ス入力が接続されている場合、 適切な設定を使用する こ と

によ り 、 積算計 （1 ～ 3） をパルスで リ セ ッ ト する こ と もでき ます (105 ページ

の ｽﾃｰﾀｽ IN. ﾉ ﾜﾘｱﾃ （ステータ ス入力の割当） （5000） を参照 )。

ĪĈĎķĜĎĪıĎĢļ
（3801）

エラー発生時の積算計 （1 ～ 3） の共通応答を指定し ます。

選択項目 :
ｽﾄｯﾌﾟ

障害が解消される まで、 積算計は一時的に停止されます。

ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ （実際の値）

現在の測定値を使用し て積算計は動作を継続し ます。 

障害は無視されます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホール ド された値）

最後に有効な測定値 （障害発生前） を使用し て積算計は動作を継続し ます。

初期設定 :
ｽﾄｯﾌﾟ
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7.1 " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2" （電流出力 1 / 2） グループ

7.1.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĚċĠĶČĖ（出力） E ⇒ ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 1（電流出力 1） EAA ⇒ ĜčġĐ（設定） 400

⇓ 

ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 2（電流出力 2） EAB ⇒ ĜčġĐ（設定） 400

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （電流出力 1 / 2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

ġļĻĶċđĚċĠĶČĖĺĶďġ
（電流出力割当）
（4000）

電流出力にプロセス変数を割当てます。

選択項目 :
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ （質量流量）

ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ （導電率） *

* ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ機能オンの場合のみ→ 117 ページを参照

初期設定 :
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

オプションの " ĘėĐĪļĻĶċđĶČđ "（固形分流量）ソフトウェアパッケージで使用で
きるオプション : 
ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL （固形分質量流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL % （固形分質量流量 %）

ｺｹｲﾌﾞﾝﾀｲｾｷ FL （固形分体積流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ﾀｲｾｷ FL % （固形分体積流量 %）

ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ （搬送質量流量）

ﾊﾝｿｳ ｼﾂﾘｮｳ FL% （搬送質量流量 %）

ﾊﾝｿｳﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （搬送体積流量）

ﾊﾝｿｳ ﾀｲｾｷ FL% （搬送体積流量 %）

オプションの " ĚĻĞļĻĕħđ "（診断機能）ソフトウェアパッケージで使用できるオ
プション :
ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 1 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 2 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1 ﾍﾝｻ （電極電位 1 偏差）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2 ﾍﾝｻ （電極電位 2 偏差）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳﾍﾝｻ （体積流量偏差）

ﾉｲｽﾞﾍﾝｻ （ﾉｲｽﾞ値の偏差）

! 注意 !

• " ｵﾌ " を選択する と 、 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能 （400） で表示される機能はこ の

" ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾜﾘｱﾃ " （電流出力割当） 機能 （4000） のみにな り ます。
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ġļĻĶċđĨĻĐ（電流範囲）
（4001）

電流の範囲を指定し ます。 選択項目で、 動作範囲、 およびア ラーム信号を送出

する下限値と上限値を指定し ます。 電流出力 1 には、 HART オプシ ョ ン も指定

する こ と ができ ます。

選択項目 :
0-20 mA

4-20 mA

4-20 mA HART （電流出力 1 のみ）

4-20 mA NAMUR

4-20 mA HART NAMUR （電流出力 1 のみ）

4-20 mA US

4-20 mA HART US （電流出力 1 のみ）

0-20 mA （25 mA）

4-20 mA （25 mA）

4-20 mA （25 mA） HART （電流出力 1 のみ）

初期設定 :
4-20 mA HART NAMUR （電流出力 1）

4-20 mA NAMUR （その他すべての電流出力）

! 注意 !

• HART の選択項目は、 デバイ ス ソ フ ト ウ ェアで電流出力 1 に指定された電流

出力でのみサポー ト されます （端子 26 と  27、67 ページの " ﾀﾝｼﾊﾞﾝｺﾞｳ " （端

子番号） 機能 （4080） を参照 ）。

• ハード ウ ェ アの出力信号をア ク テ ィ ブ （初期設定） からパッ シブに切替え る

と きは、 電流範囲 と し て "4-20 mA" のいずれかを選択し て く ださい （『プロ

マグ 55 取扱説明書』 (BA119D/06/ja) を参照）。

電流範囲、動作範囲、およびアラーム信号レベル

A0001222

a: 電流範囲

1: 動作範囲 （プロセス情報）

2: ア ラーム信号を送出する下側のレベル

3: ア ラーム信号を送出する上側のレベル

! 注意 !

• 測定値が測定範囲 （"0_4 mA ﾉ ｱﾀｲ " （0_4 mA の値） 機能 （4002） と  "20 mA ﾉ

ｱﾀｲ " （20 mA の値） 機能 （4003） で指定） を超えた場合、 注意 メ ッ セージが

送出されます （#351 ～ # 354、 電流範囲）。

• 障害が発生し た場合の電流出力は、" ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " （4006） での設定に従い

ます。 注意 メ ッ セージをア ラーム メ ッ セージ と し て送出するには、 " ｼｽﾃﾑ

ｴﾗｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （システムエラーの割当） （8000） でエラーのカテゴ リ を変更し

ます。

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （電流出力 1 / 2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

12 3

I[mA]

a 1 2 3
0-20 mA

4-20 mA

4-20 mA NAMUR

4-20 mA US

0-20 mA (25 mA)

4-20 mA (25 mA)

0 20.5 mA 0 22

4 20.5 mA 2 22

3.8 20.5 mA 3.5 22.6

3.9 20.8 mA 3.75 22.6

0 24 mA 0 25

4 24 mA 2 25

4-20 mA HART 4 20.5 mA 2 22

4-20 mA HART NAMUR 3.8 20.5 mA 3.5 22.6

4-20 mA HART US 3.9 20.8 mA 3.75 22.6

4-20 mA (25 mA) HART 4 24 mA 2 25
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0_4 mA ħ ďĞĐ
（0_4 mA の値）
（4002）

0/4 mA の電流に流量値を割当てます。 割当てる値は、 20 mA に割当て る値

（"20 mA ﾉ ｱﾀｲ " （20 mA の値） 機能 （4003）） よ り も大き く て も小さ く て もか

まいません。 割当てるプロセス変数 （例 : 体積流量） に応じ て、 正 と負の値を

指定でき ます。

例 :

4 mA に割当て る値 : -250 l/h

20 mA に割当てる値 : +750 l/h

流量 0 に対する電流の計算値 : 8 mA

" ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ " （測定モード） 機能 （4004） で " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ " （正 / 負両方向）

を選択し た場合は、 0/4 mA と  20 mA 機能 （4003） に異なる符号の値を入力す

る こ と はでき ません。 この場合、" ﾆｭｳﾘｮｸﾚﾝｼﾞ ｦｺｴﾏｼﾀ " （入力レ ンジを超えま

し た） の メ ッ セージがデ ィ スプレ イに表示されます。

測定モード が " ｾｲﾎｳｺｳ " （正方向） の例 :

A0001223

① 初期値 （0 ～ 20 mA）

②  ア ラーム信号を送出する下側のレベル。 " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " （電流範囲） 機能の設定に
よ って異な る。

③ 初期値 （4 ～ 20 mA） " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " （電流範囲） 機能の設定によ って異な る。

④ フルス ケール値 （0/4 ～ 20 mA）。 " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " （電流範囲） 機能の設定によ って
異な る。

⑤ 最大電流値。 " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " （電流範囲） 機能の設定によ って異な る。

⑥ フ ェールセーフモード （ア ラーム信号を送出する上側のレベル）。 " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " （電流
範囲） 機能 （58 ページ） と  " ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " 機能 （65 ページ） の設定によ って異な る。

A: 測定範囲 （最小測定範囲は流速 0.3 m/s に対応する値を超え る必要があ る）。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数と 符号

初期設定 :
0 [ 単位 ]

! 注意 !

• こ の機能の単位は、 " ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ﾀﾝｲ " （体積流量の単位） 機能 （0402）、

または " ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ ﾀﾝｲ " （質量流量単位） 機能 （0400） で設定し た単位で

す （16、 15 ページを参照）。

" 警告 !

電流出力の応答は、 各種機能で設定し たパラ メ ータによ って異な り ます。

以降のページで、 パラ メ ータ設定と それによ り 電流出力に与え る影響の例をい

く つか示し ます。

（次ページに続 く ）

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （電流出力 1 / 2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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0_4 mA ħ ďĞĐ
（0_4 mA の値）
（前ページの続き）

パラメータ設定の例 1:
1. 0_4 mA ﾉ ｱﾀｲ （0_4 mA の値） （4002） : 流量ゼロではない （例 : -5 m3/h） 

20 mA ﾉ ｱﾀｲ （20 mA の値） （4003） : 流量ゼロではない （例 : 10 m3/h）、

または

2. 0_4 mA ﾉ ｱﾀｲ （0_4 mA の値） （4002） : 流量ゼロではない （例 : 100 m3/h） 

20 mA ﾉ ｱﾀｲ （20 mA の値） （4003） : 流量ゼロではない （例 : -40 m3/h） 

および

ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （4004） : ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

0/4 mA と  20 mA に対応する値を入力する と、 測定機器の動作範囲が決ま り ま

す。 有効流量がこの動作範囲を下回るか上回る と （① を参照）、 ア ラーム / 注

意 メ ッ セージが送出され （#351 ～ #354、 電流範囲）、 電流出力は 

" ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " 機能 （4006） のパラ メ ータ設定に基づいて応答し ます。

A0001262

パラメータ設定の例 2:
1. 0_4 mA ﾉ ｱﾀｲ （0_4 mA の値） （4002） : 流量ゼロ （例 : 0 m3/h）

20 mA ﾉ ｱﾀｲ （20 mA の値） （4003） : 流量ゼロではない （例 : 10 m3/h）、

または

2. 0_4 mA ﾉ ｱﾀｲ （0_4 mA の値） （4002） : 流量ゼロではない （例 : 100 m3/h） 

20 mA ﾉ ｱﾀｲ （20 mA の値） （4003） : 流量ゼロ （例 : 0 m3/h） 

および

ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （4004） : ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

0/4 mA と  20 mA に対応する値を入力する と、 測定機器の動作範囲が決ま り ま

す。 こ の場合、 2 つの値の う ち一方を流量ゼロに設定し ます （例 : 0 m3/h）。

有効流量が、流量ゼロ と し て設定し た値を下回るか上回るかし て も、ア ラーム /

注意 メ ッ セージは送出されず、 電流出力はその値のま まです。

有効流量が も う 一方の値を下回るか上回る と （① を参照） 、 ア ラーム / 注意

メ ッ セージが送出され（#351 ～ #354、電流範囲）、電流出力は " ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ "

（4006） のパラ メ ータ設定に基づいて応答し ます。

A0001264

この設定では、 一方の流れ方向だけが出力され、 他方の流れ方向は抑制されま

す。

パラメータ設定の例 3:
ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （4004） : ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

電流出力信号は、 流れ方向 （プロセス変数の絶対値） と は無関係です。 0_4 mA

の値 （①） と 20 mA の値 （②） の符号が同じ （+ または -） であ る必要があ り

ます。 "20 mA ﾉ ｱﾀｲ " （20 mA の値） （③） （例 : 逆方向） は、 0 mA の値 （②）

（例 : 正方向） の符号を逆にし た値です。

A0001249

ﾘﾚｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ （ リ レーの割当） （4700） : ﾅｶﾞﾚ ﾎｳｺｳ （流れ方向）

この設定では、 接点の切替によ り 流れ方向を出力する こ と ができ ます。

パラメータ設定の例 4:
ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （4004） : ﾐｬｸﾄﾞｳﾘｭｳ （脈動流）  →  62 ページを参照。

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （電流出力 1 / 2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

-5 0 0-40

4 4

20
20

10 100

mA mA

Q

➀ ➀ ➀ ➀

1) 2)

Q

0 0

4 4

20

20

10 100

mA mA

Q Q

➀ ➀

1) 2)

Q

20

0

mA

4

➂ ➀ ➁



機能説明書 プロ ラ イ ン プロマグ 55 7 " ｼｭﾂﾘｮｸ " （出力） ブロ ッ ク

エン ド レスハウザージ ャパン 61

20 mA ħ ďĞĐ
（20 mA の値）
（4003）

20 mA の電流に流量値を割当てます。 割当て る値は、 0/4 mA に割当て る値

（59 ページの "0_4 mA ﾉ ｱﾀｲ " （0_4 mA の値） 機能 （4002） を参照） よ り も大き

く て も小さ く て もかまいません。

割当てるプロセス変数 （例 : 体積流量） に応じ て、 正と負の値を指定でき ます。

例 :

4 mA に割当て る値 : -250 l/h

20 mA に割当てる値 : +750 l/h

流量 0 に対する電流の計算値 : 8 mA

" ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ " （測定モード） 機能 （4004） で " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ " （正 / 負両方向）

を選択し た場合は、 0/4 mA （機能 4002） と  20 mA に異な る符号の値を入力す

る こ と はでき ません。 この場合、" ﾆｭｳﾘｮｸﾚﾝｼﾞ ｦｺｴﾏｼﾀ " （入力レ ンジを超えま

し た） の メ ッ セージが表示されます。

測定モード が " ｾｲﾎｳｺｳ " （正方向） の例 → 59 ページを参照

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数と 符号

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

! 注意 !

• こ の機能の単位は、 " ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ﾀﾝｲ " （体積流量の単位） 機能 （0402）、

または " ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ ﾀﾝｲ "（質量流量単位）機能（0400）で設定し た単位です。

" 警告 !

59 ページの "0_4 mA ﾉ ｱﾀｲ " （0_4 mA の値） 機能の 「注意」 以降に記載されて

いるパラ メ ータ設定の例の説明に従って く ださ い。

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （電流出力 1 / 2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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ĝĖġĐ ıĎĢļ（測定モード）
（4004）

電流出力の測定モード を指定し ます。

選択項目 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

ﾐｬｸﾄﾞｳﾘｭｳ （脈動流）

初期設定 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

各選択項目の説明 :
• ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

電流出力信号は、 プロセス変数に比例し ます。 スケー リ ング された測定範囲

（"0_4 mA ﾉ ｱﾀｲ " （0_4 mA の値） ① と  "20 mA ﾉ ｱﾀｲ " （20 mA の値） ② で指

定） の外の流量成分は、 信号出力では以下のよ う に扱われます。

- 一方の値を流量ゼロに指定し た場合 （例 : 0_4 mA ﾉ ｱﾀｲ （0_4 mA の値） が 

0 m3/h）、 この値を上回った り 下回った り し て も メ ッ セージは送出され

ず、 電流出力は値を保持し ます （こ の例では 4 mA）。

も う 一方の値を下回るか上回る と  " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ " （電流オー

バーフ ロー） の メ ッ セージが送出され、 電流出力は " ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " 機

能 （4006） のパラ メ ータ設定に基づいて応答し ます。

- 両方の値をゼロ以外の流量に指定し た場合 （例 : "0_4 mA ﾉ ｱﾀｲ " （0_4 mA

の値） を -5 m3/h、 "20 mA ﾉ ｱﾀｲ " （20 mA の値） を 10 m3/h）、 測定範囲を

下回るか上回る と " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ " （電流オーバーフ ロー） の

メ ッ セージが送出され、電流出力は " ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " 機能 （4006） のパラ

メ ータ設定に基づいて応答し ます。

A0001248

• ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

電流出力信号は、 流れ方向 （プロセス変数の絶対値） と は無関係です。

0_4 mA の値 （①） と  20 mA の値 （②） の符号が同じ （+ または -） であ る必

要があ り ます。 "20 mA ﾉ ｱﾀｲ " （20 mA の値） （③） （例 : 逆方向） は、

0 mA の値 （②） （例 : 正方向） の符号を逆にし た値です。

A0001249

! 注意 !

• 流れ方向は、 設定可能な リ レー出力またはステータ ス出力で送信する こ と が

でき ます。

• "ｾｲ/ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ"（正/負両方向）を選択するには、あ らかじめ "0_4 mA ﾉ ｱﾀｲ"

（0_4 mA の値） 機能 （4002） と  "20 mA ﾉ ｱﾀｲ " （20 mA の値） 機能 （4003） で

同じ符号の値を設定するか、 一方の値をゼロにする必要があ り ます。 値の符

号が異なる場合は、 " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ " （正 / 負両方向） は選択でき ません。

（次ページに続 く ）

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （電流出力 1 / 2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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ĝĖġĐ ıĎĢļ（測定モード）
（前ページの続き）

• ﾐｬｸﾄﾞｳﾘｭｳ （脈動流）

ピ ス ト ンポンプなど を使用する場合のよ う に、 流量が大幅に変動する場合

は、 測定範囲外の流量はバッ フ ァ に保存され、 平均されて最大 60 秒後に出

力されます。 バッ フ ァに保存し たデータ を約 60 秒以内に処理でき ない場合

は、 ア ラーム / 注意 メ ッ セージが表示されます。

望ま し く ない逆流が発生する よ う な特定の設備環境では、 流量値をバッ

フ ァに累積保存する こ と ができ ます。 ただし こ のバッ フ ァは、 電流出力に

影響する各種設定を行 う と リ セ ッ ト されます。

詳細な説明と 情報 以下に示す条件での電流出力の応答 :

1. 指定し た測定範囲 （① ～ ②） : ① と②は同符号。 

A0001248

かつ以下の流量特性を持つ場合 :

A0001265

• ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

電流出力信号は、 プロセス変数に比例し ます。 スケー リ ング された測定範

囲外の流量成分は、 信号出力には含まれません。

A0001267

• ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

電流出力信号は、 流れ方向と は無関係です。

A0001268

• ﾐｬｸﾄﾞｳﾘｭｳ （脈動流）

測定範囲外の流量成分はバッ フ ァ に保存され、 計算されて最大 60 秒後に出

力されます。

A0001269

（次ページに続 く ）

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （電流出力 1 / 2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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詳細な説明と 情報

（前ページの続き）

2. 指定し た測定範囲 （① ～ ②） : ①と②の符号が異なる。

A0001272

流れ a （実線） が測定範囲外、 流れ b が測定範囲の場合 :

A0001273

• ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

a （実線） : スケー リ ング された測定範囲外の流量成分を、 信号出力に含め

る こ と はでき ません。

ア ラーム / 注意 メ ッ セージが送出され （#351 ～ #354、 電流範囲）、 電流出

力は " ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " 機能 （4006） のパラ メ ータ設定に基づいて応答し ま

す。

b （破線） : 電流出力信号は、 割当てたプロセス変数に比例し ます。 

A0001274

• ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

0_4 mA の値と 20 mA の値の符号が異なるので、 こ の条件では使用でき ませ

ん。

• ﾐｬｸﾄﾞｳﾘｭｳ （脈動流）

測定範囲外の流量成分はバッ フ ァ に保存され、 計算されて最大 60 秒後に出

力されます。

A0001275

ĚļġĐěđ（時定数）
（4005）

激し く 変動するプロセス変数に対する出力信号の応答の速さ を入力し ます。

応答を速 く する場合は、 小さい時定数、 応答を遅 く する場合は大きい時定数を

入力し ます。

ユーザ入力 :
固定小数点数 0.01 ～ 100.00 s

初期設定 :
1 s

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （電流出力 1 / 2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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ĪĈĎķĜĎĪıĎĢļ
（4006）

安全性への配慮から、 障害発生時の電流出力の内容をあ らかじめ設定し てお く

こ と をお勧めし ます。 こ の機能は、 電流出力のみを設定し ます。 それ以外の出

力と 表示内容 （積算計など） には影響し ません。

選択項目 :
MIN. ﾃﾞﾝﾘｭｳ （最小電流値）

電流出力は、 ア ラーム送出時の下側レベルの値 

（58 ページの " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " （電流範囲） 機能 （4001） で指定） にな り ます。

MAX. ﾃﾞﾝﾘｭｳ （最大電流値）

電流出力は、 ア ラーム送出時の上側レベルの値 

（58 ページの " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " （電流範囲） 機能 （4001） で指定） にな り ます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホール ド された値） （非推奨）

障害発生前に保存された最後の測定値を出力し ます。

ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ （実際の値）

実際の測定に基づいて、 測定値を表示し ます。

障害は無視されます。

初期設定 :
MIN. ﾃﾞﾝﾘｭｳ （最小電流値）

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （電流出力 1 / 2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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7.1.2 " ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ " 機能グループ

ĚċĠĶČĖ（出力） E ⇒ ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 1（電流出力 1） EAA ⇒ ĜčġĐ（設定） 400

 ⇓ 

⇓ ēīĽĸĎĚČĻ 404

ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 2（電流出力 2） EAB ⇒ ĜčġĐ（設定） 400

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 404

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （電流出力 1 / 2） ➞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ġļĻĶċĚċĠĶČĖ（電流出力）
（4040）

電流出力の実際の値を表示し ます。

表示内容 :
0.00 ～ 25.00 mA

ġļĻĶċđ ĚĮċĸĎĚČĻ
（電流シミュレーション）
（4041）

電流出力のシ ミ ュ レーシ ョ ンを開始し ます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定 :
ｵﾌ

! 注意 !

• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ O SIM ﾁｭｳ "（電流出力シ ミ ュ レーシ ョ ン中）の メ ッ セージは、シ ミ ュ

レーシ ョ ンを実行中であ る こ と を示し ます。

• シ ミ ュ レーシ ョ ンの実行中も測定機器は測定を継続し ています。 つま り 、 現

在の測定値は通常の方法で信号 と し て出力されます。

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。

ĚĮċĸĎĚČĻġļĻĶċđ ğ
（シミュレーション
電流値）

（4042）

! 注意 !

この機能を表示するには、 あ らかじめ ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ （電流シ ミ ュ レーシ ョ

ン） 機能 （4041） を " ｵﾝ " にする必要があ り ます。

電流出力と し て出力する値 （例 : 12 mA） を任意に指定し ます。 こ の電流値は、

外部入力装置と 測定機器自体のテス ト に使用されます。

ユーザ入力 :
0.00 ～ 25.00 mA

初期設定 :
0.00 mA

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。
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7.1.3 " ｼﾞｮｳﾎｳ " （情報） 機能グループ

ĚċĠĶČĖ（出力） E ⇒ ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 1（電流出力 1） EAA ⇒ ĜčġĐ（設定） 400

 ⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 404

⇓ ⇓ 

ĚļČđĬđ（情報） 408

ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 2（電流出力 2） EAB ⇒ ĜčġĐ（設定） 400

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 404

⇓ 

ĚļČđĬđ（情報） 408

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （電流出力 1 / 2） ➞ ｼﾞｮｳﾎｳ （情報）

ĞĻĚĨļĻĘļđ（端子番号）
（4080）

電流出力に使用する端子番号 （端子箱内） を表示し ます。
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7.2 " ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2" （パルス / 周波数出力 1/2） グループ

7.2.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĚċĠĶČĖ（出力） E ⇒ ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 1（電流出力 1） EAA

⇓ 

ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 2（電流出力 2） EAB

⇓ 

ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 1
（パルス / 周波数出力 1）

ECA ⇒ ĜčġĐ（設定） 420

⇓ 

ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 2
（パルス / 周波数出力 2）

ECB ⇒ ĜčġĐ（設定） 420

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ 

ｾｯﾃｲ （設定） （ｲｯﾊﾟﾝ （一般） / ｼｭｳﾊｽｳ （周波数））

ĚċĠĶČĖıĎĢļ（出力モード）
（4200）

出力をパルス出力、 周波数出力、 またはステータ ス出力 と し て設定し ます。

この機能グループで使用でき る機能は、 こ こ で選択し た項目によ って異な り ま

す。

選択項目 :
ﾊﾟﾙｽ

ｼｭｳﾊｽｳ （周波数）

ｽﾃｰﾀｽ

初期設定 :
ﾊﾟﾙｽ

ĚċđĨěđ ħ ĺĶďġ
（周波数の割当）
（4201）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｼｭｳﾊｽｳ " （周波数） を選択する必要があ り ます。

周波数出力にプロセス変数を割当てます。

選択項目 :
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ （質量流量）

ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ （導電率） *

* ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ機能オンの場合のみ→ 117 ページを参照

初期設定 :
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

オプションの " ĘėĐĪļĻĶċđĶČđ "（固形分流量）ソフトウェアパッケージで使用で
きるオプション : 
ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL （固形分質量流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL % （固形分質量流量 %）

ｺｹｲﾌﾞﾝﾀｲｾｷ FL （固形分体積流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝ ﾀｲｾｷ FL % （固形分体積流量 %）

ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ （搬送質量流量）

ﾊﾝｿｳ ｼﾂﾘｮｳ FL% （搬送質量流量 %）

ﾊﾝｿｳﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （搬送体積流量）

ﾊﾝｿｳ ﾀｲｾｷ FL% （搬送体積流量 %）

オプションの " ĚĻĞļĻĕħđ "（診断機能）ソフトウェアパッケージで使用できるオ
プション :
ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 1 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 2 偏差） （付着物検知がオンの場合のみ 

→ 133 ページを参照）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1 ﾍﾝｻ （電極電位 1 偏差）

ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2 ﾍﾝｻ （電極電位 2 偏差）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳﾍﾝｻ （体積流量偏差）

ﾉｲｽﾞﾍﾝｻ （ﾉｲｽﾞ値の偏差）

! 注意 !

" ｵﾌ " を選択する と 、 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループで表示される機能はこ の

" ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （パルスの割当） 機能 （4201） のみにな り ます。
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機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ 

ｾｯﾃｲ （設定） （ｼｭｳﾊｽｳ （周波数））

ĚċđĨěđ ěĞĎĢğ
（周波数スタート値）
（4202）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｼｭｳﾊｽｳ " （周波数） を選択する必要があ り ます。

周波出力の最小周波数を指定し ます。 測定範囲の関連測定値は、 70 ページの

"MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最小周波数の値） 機能 （4204） で指定し ます。

ユーザ入力 :
5 桁の固定小数点数 : 0 ～ 10000 Hz

初期設定 :
0 Hz

例 :

• MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最小周波数の値） が 0 l/h、最小周波数が 0 Hz: の場合 : 

流量 0 l/h で 周波数 0 Hz が出力されます。

• MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ（最小周波数の値）が 1 l/h、最小周波数が 10 Hz: の場合 : 

流量 1 l/h で 周波数 10 Hz が出力されます。

ĚċđĨěđ ĚċđĶČđğ
（周波数終了値）
（4203）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｼｭｳﾊｽｳ " （周波数） を選択する必要があ り ます。

周波出力の最大周波数を指定し ます。 測定範囲の関連測定値は、 70 ページの

"MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最大周波数の値） 機能 （4205） で指定し ます。

ユーザ入力 :
5 桁の固定小数点数 2 ～ 10 000 Hz

初期設定 :
10000 Hz

例 :

• MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最大周波数の値） が 1000 l/h、 最大周波数が 1000 Hz

の場合 :

流量 1,000 l/h で 周波数 1000 Hz が出力されます。

• MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最大周波数の値） が 3600 l/h、 最大周波数が 1000 Hz

の場合 :

流量 3600 l/h で 周波数 1000 Hz が出力されます。

! 注意 !

" ｼｭｳﾊｽｳ " （周波数） 出力モード では、 出力信号のデューテ ィ 比は 1 です （オ

ン / オフ比が 1:1）。 低周波数では、 オン / オフ比を 1 に保つ事が出来ない為、

パルス幅は最大 2 秒に制限されます。
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MIN. ĚċđĨěđ ħ ďĞĐ
（最小周波数の値）
（4204）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｼｭｳﾊｽｳ " （周波数） を選択する必要があ り ます。

周波数ス ター ト 値 （4202） に変数を割当てます。 

割当てる値は、 MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最大周波数の値） に割当てる値よ り も大

き く て も小さ く て もかまいません。

割当てるプロセス変数 （例 : 体積流量） に応じ て、 正と負の値を指定でき ます。

測定範囲は "MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ "（最小周波数の値） と "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ "

（最大周波数の値） の値で指定し ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数

初期設定 :
0 [ 単位 ]

! 注意 !

• "MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ "（最小周波数の値）の説明図については、"MAX. ｼｭｳﾊｽｳ

ﾉ ｱﾀｲ " （最大周波数の値） 機能を参照し て く だ さい。

• こ の機能の単位は、 " ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ﾀﾝｲ " （体積流量の単位） 機能 （0402）、

または " ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ ﾀﾝｲ " （質量流量単位） 機能 （0400） で設定し た単位で

す （16、 15 ページを参照）。

MAX. ĚċđĨěđ ħ ďĞĐ
（最大周波数の値）
（4205）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｼｭｳﾊｽｳ " （周波数） を選択する必要があ り ます。

最大周波数値 （4203） に変数を割当てます。

割当てる値は、 MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最大周波数の値） に割当てる値よ り も大

き く て も小さ く て もかまいません。

割当てるプロセス変数 （例 : 体積流量） に応じ て、 正と負の値を指定でき ます。

測定範囲は "MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ "（最小周波数の値） と "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ "

（最大周波数の値） の値で指定し ます。

! 注意 !

導電率が割当て られている場合は、"MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " は 0 以上の正の値し

か選べません。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

! 注意 !

" ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ " （測定モード） 機能 （4206） で " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ " （正 / 負両方向）

を選択し た場合は、"MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最小周波数の値） と  "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ

ﾉ ｱﾀｲ " （最大周波数の値） に異なる符号の値を入力する こ と はでき ません。

この場合、" ﾆｭｳﾘｮｸﾚﾝｼﾞ ｦｺｴﾏｼﾀ " （入力レ ンジを超えま し た） の メ ッ セージが

デ ィ スプレ イに表示されます。

A0001279

① 最小周波数の値

② 最大周波数の値

（次ページに続 く ）

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ 

ｾｯﾃｲ （設定） （ｼｭｳﾊｽｳ （周波数））

Q

125

100

0

Freq.

➀ ➁
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MAX. ĚċđĨěđ ħ ďĞĐ
（最大周波数の値）
（前ページの続き）

パラメータ設定の例 1:
1. MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最小周波数の値） （4204） : 流量ゼロではない

（例 : -5 m3/h）

MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最大周波数の値） （4205） : 流量ゼロではない

（例 : 10 m3/h）

2. MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最小周波数の値） （4204） : 流量ゼロではない

（例 : 100 m3/h）

MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最大周波数の値） （4205） : 流量ゼロではない

（例 : -40 m3/h）

および

ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （4004） : ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

"MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最小周波数の値） と "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最大周波

数の値） に対応する値を入力する と 、 測定機器の動作範囲が決ま り ます。

有効流量がこ の動作範囲を下回るか上回る と （① を参照）、 ア ラーム / 注意

メ ッ セージが送出され （#355 ～ #358、 周波数範囲）、 周波数出力は 

" ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " 機能 （4209） のパラ メ ータ設定に基づいて応答し ます。

A0001276

パラメータ設定の例 2:
1. MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最小周波数の値） （4204） : 流量ゼロ （例 : 0 m3/h）

MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最大周波数の値） （4205） : 流量ゼロではない

（例 : 10 m3/h）

2. MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最小周波数の値） （4204） : 流量ゼロではない

（例 : 100 m3/h）

MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最大周波数の値） （4205） : 流量ゼロ （例 : 0 m3/h）

および

ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （4004） : ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

"MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最小周波数の値） と "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最大周波

数の値） に対応する値を入力する と 、 測定機器の動作範囲が決ま り ます。

この場合、 2 つの値の う ち一方を流量ゼロに設定し ます （例 : 0 m3/h）。

有効流量が、流量ゼロ と し て設定し た値を下回るか上回るかし て も、ア ラーム /

注意 メ ッ セージは送出されず、 周波数出力はその値のま まです。

有効流量がも う 一方の値を下回るか上回る と （① を参照）、 ア ラーム / 注意

メ ッ セージが送出され （#355 ～ #358、 周波数範囲）、 周波数出力は 

" ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " 機能 （4209） のパラ メ ータ設定に基づいて応答し ます。

A0001277

この設定では、 一方の流れ方向だけが出力され、 他方の流れ方向は抑制されま

す。

パラメータ設定の例 3:
ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （4206） : ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

周波数出力信号は、 流れ方向 （プロセス変数の絶対値） と は無関係です。

"MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最小周波数の値） （①） と  "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ "

（最大周波数の値） （②） の符号が同じ （+ または -） であ る必要があ り ます。

"MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最大周波数の値） （③） （例 : 逆方向） は、

"MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最大周波数の値） （②） （例 : 正方向） の符号を逆にし

た値です。

A0001278

ﾘﾚｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ （ リ レーの割当） （4700） : ﾅｶﾞﾚ ﾎｳｺｳ （流れ方向）

この設定では、 接点の切替によ り 流れ方向を出力する こ と ができ ます。

パラメータ設定の例 4:
ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （4004） : ﾐｬｸﾄﾞｳﾘｭｳ （脈動流）  →  62 ページを参照

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ 

ｾｯﾃｲ （設定） （ｼｭｳﾊｽｳ （周波数））
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0 0
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10 100
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m m3 3/h /h

➀ ➀ ➀ ➀
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ĝĖġĐ ıĎĢļ（測定モード）
（4206） ! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " （出力モード） 機能

（4200） で " ｼｭｳﾊｽｳ " （周波数） を選択する必要があ り ます。

周波数出力の測定モード を指定し ます。

選択項目 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

ﾐｬｸﾄﾞｳﾘｭｳ （脈動流）

初期設定 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

各選択項目の説明 :
• ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

周波数出力信号は、 プロセス変数に比例し ます。 ス ケー リ ング された測定範

囲（"MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ "（最小周波数の値）① と  "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ "（最

大周波数の値） ② で指定） の外の流量成分は、 信号出力には含まれません。

- 一方の値を流量ゼロに指定し た場合 （例 : MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ （最小周波

数の値） が 0 m3/h）、 この値を上回った り 下回った り し て も メ ッ セージは

送出されず、 周波数出力は値を保持し ます （この例では 0 Hz）。

も う 一方の値を下回るか上回る と  " ｼｭｳﾊｽｳｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ " （周波数オーバー

フ ロー） の メ ッ セージが表示され、 周波数出力は " ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " 機能

（4209） のパラ メ ータ設定に基づいて応答し ます。

- 両方の値をゼロ以外の流量に指定し た場合 （例 : "MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ "

（最小周波数の値） を -5 m3/h、 "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最大周波数の値） 

を 10 m3/h）、測定範囲を下回るか上回る と  " ｼｭｳﾊｽｳｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ " （周波数

オーバーフ ロー） の メ ッ セージが送出され、 周波数出力は 

" ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " 機能 （4209） のパラ メ ータ設定に基づいて応答し ます。

A0001279

• ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

周波数出力信号は、 流れ方向 （プ ロ セ ス変数の絶対値） と は無関係です。

"MIN. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最小周波数の値） （①） と  "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最

大周波数の値） （②） の符号が同 じ （+ ま たは -） であ る 必要があ り ます。

"MAX.ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ"（最大周波数の値）（③）（例: 逆方向）は、"MAX.ｼｭｳﾊｽｳ

ﾉ ｱﾀｲ " （最大周波数の値） （②） （例 : 正方向） の符号を逆にし た値です。

A0001280

! 注意 !

• 流れ方向は、 設定可能な リ レー出力またはステータ ス出力で送信する こ と が

でき ます。

• " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ "（正 / 負両方向）を選択するには、あ らかじめ "MIN. ｼｭｳﾊｽｳ

ﾉ ｱﾀｲ " （最小周波数の値） 機能 （4204） と  "MAX. ｼｭｳﾊｽｳ ﾉ ｱﾀｲ " （最大周波

数の値） 機能 （4205） で同じ符号の値を設定するか、 一方の値をゼロにする

必要があ り ます。 値の符号が異なる場合は、 " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ " （正 / 負両方

向） は選択できず、 " ﾜﾘｱﾃ ﾌｶ " （割当不可） の メ ッ セージが表示されます。

（次ページに続 く ）

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ 

ｾｯﾃｲ （設定） （ｼｭｳﾊｽｳ （周波数））
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➀ ➁

Q

125

100

Freq.

0

➀ ➁➂



機能説明書 プロ ラ イ ン プロマグ 55 7 " ｼｭﾂﾘｮｸ " （出力） ブロ ッ ク

エン ド レスハウザージ ャパン 73

ĝĖġĐ ıĎĢļ（測定モード）
（前ページの続き）

• ﾐｬｸﾄﾞｳﾘｭｳ （脈動流）

ピ ス ト ンポンプなど を使用する場合のよ う に、 流量が大幅に変動する場合

は、 測定範囲外の流量はバッ フ ァ に保存され、 平均されて最大 60 秒後に出

力されます。 バッ フ ァに保存し たデータ を約 60 秒以内に処理でき ない場合

は、 ア ラーム / 注意 メ ッ セージが表示されます。

望ま し く ない逆流が発生する よ う な特定の設備環境では、 流量値をバッ

フ ァに累積保存する こ と ができ ます。 ただし こ のバッ フ ァは、 周波数出力

に影響する各種設定を行 う と リ セ ッ ト されます。

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ 

ｾｯﾃｲ （設定） （ｼｭｳﾊｽｳ （周波数））
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ĚċĠĶČĖ ħ ėĐĞĐ
（出力の形態）
（4207）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｼｭｳﾊｽｳ " （周波数） を選択する必要があ り ます。

周波数出力の設定を選択し ます。

選択項目 :
0: ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ （ﾌﾟﾗｽ）

1: ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ （ﾏｲﾅｽ）

2: ｱｸﾃｨﾌﾞﾞﾓｰﾄﾞ （ﾌﾟﾗｽ）

3: ｱｸﾃｨﾌﾞﾞﾓｰﾄﾞ （ﾏｲﾅｽ）

初期設定 :
ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ （ﾌﾟﾗｽ）

説明
• パッ シブ : 周波数出力に外部電源から電力を供給し ます。

• ア ク テ ィ ブ : 周波数出力に機器の内部電源から電力を供給し ます。

出力信号レベル （プラ ス またはマイナス） を設定する と 、 流量がゼロの状態で

の周波数出力が決ま り ます。

内部 ト ラ ンジス タは以下のよ う に動作し ます。

• プラ ス を選択する と、 内部 ト ラ ンジス タは正の信号レベルで動作し ます。

• マイナス を選択する と、 内部 ト ラ ンジス タは負の信号レベル （0 V） で動作

し ます。

! 注意 !

パッ シブの出力設定では、 周波数出力の出力信号レベルは外部回路によ って異

な り ます （例を参照）。

パッシブ出力回路の例（" ĨĽčĚĪļıĎĢļ "）
" ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ " を選択する と、周波数出力はオープン コ レ ク タ と し て設定されま

す。

A0001225

① オープン コ レ ク タ

② 外部電源

! 注意 !

連続電流の最大値は 25 mA です （Imax = 250 mA / 20 ms）。

" ĨĽčĚĪļıĎĢļ（ĪĽĵě）" の出力構成例 :
出力構成には外部プルア ッ プ抵抗を含みます。

流量ゼロの状態では、 端子の出力信号レベルは 0 V です。

a0004687

① オープン コ レ ク タ、 ② プルア ッ プ抵抗、 ③ 流量ゼロ時に ト ラ ンジス タは 

" ﾌﾟﾗｽ "、 ④ 流量ゼロ時の外部信号レベル

動作状態 （流量がゼロ以外） では、 出力信号レベルは 0 V からプラ スの電位ま

で変化し ます。

a0001975

（次ページに続 く ）

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ 

ｾｯﾃｲ （設定） （ｼｭｳﾊｽｳ （周波数））

1 5 8 37
+

-

=
U = 30 V DC

max

m

n

U = 30 V DC
max

+

U (V)

t

U (V)

to p

m
n

U (V)

t



機能説明書 プロ ラ イ ン プロマグ 55 7 " ｼｭﾂﾘｮｸ " （出力） ブロ ッ ク

エン ド レスハウザージ ャパン 75

ĚċĠĶČĖ ħ ėĐĞĐ
（出力の形態）
（前ページの続き）

" ĨĽčĚĪļıĎĢļ（ĪĽĵě）" の出力構成例 :
出力構成には外部プルダウ ン抵抗を含みます。

流量ゼロの状態では、 プラ ス電位はプルダウ ン抵抗で測定されます。

a0004689

① オープン コ レ ク タ

② プルダウ ン抵抗

③ 流量ゼロ時に ト ラ ンジス タは " ﾌﾟﾗｽ "

④ 流量ゼロ時の外部信号レベル

動作状態 （流量がゼロ以外） では、 出力信号レベルはプラ スの電位から 0 V ま

で変化し ます。

A0001981

" ĨĽčĚĪļıĎĢļ（ĭĐģě）" の出力構成例 : 
出力構成には外部プルア ッ プ抵抗を含みます。

流量ゼロの状態では、 端子の出力信号レベルはプラ スの電位です。

a0004690

�@ オープン コ レ ク タ

② プルア ッ プ抵抗

③ 流量ゼロ時に ト ラ ンジス タは " ﾏｲﾅｽ "

④ 流量ゼロ時の外部信号レベル

動作状態 （流量がゼロ以外） では、 出力信号レベルはプラ スの電位から 0 V ま

で変化し ます。

A0001981

（次ページに続 く ）

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ 

ｾｯﾃｲ （設定） （ｼｭｳﾊｽｳ （周波数））
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ĚċĠĶČĖ ħ ėĐĞĐ
（出力の形態）
（前ページの続き）

アクティブ出力回路の例（" ďĖġĆĪļıĎĢļ "）:
ア ク テ ィ ブ回路では、 内部電源は 24 V です。

周波数出力は短絡保護されています。

a0004691

① 24 V DC 内部電源

② 短絡保護された出力

信号レベルはパッ シブ回路と 同様です。

以下の説明は、 " ďĖġĆĪļıĎĢļ（ĪĽĵě）" の出力構成に関し ます。

流量ゼロの状態では、 端子の出力信号レベルは 0 V です。

a0004694

動作状態 （流量がゼロ以外） では、 出力信号レベルは 0 V からプラ スの電位ま

で変化し ます。

a0004692

以下の説明は、 " ďĖġĆĪļıĎĢļ（ĭĐģě）" の出力構成に関し ます。

流量ゼロの状態では、 端子の出力信号レベルはプラ スの電位です。

a0004693

動作状態 （流量がゼロ以外） では、 出力信号レベルはプラ スの電位から 0 V ま

で変化し ます。

a0004710

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ 

ｾｯﾃｲ （設定） （ｼｭｳﾊｽｳ （周波数））
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ĚļġĐěđ（時定数）
（4208） ! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｼｭｳﾊｽｳ " （周波数） を選択する必要があ り ます。

激し く 変動する プ ロ セ ス変数に対する周波数出力信号の応答の速さ を入力し

ます。 応答を速 く する場合は、 小さい時定数、 応答を遅 く する場合は大きい時

定数を入力し ます。

ユーザ入力 :
固定小数点数 0.00 ～ 100.00 s

初期設定 :
0.00 s

ĪĈĎķĜĎĪıĎĢļ
（4209） ! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " （出力モード） 機能

（4200） で " ｼｭｳﾊｽｳ " （周波数） を選択する必要があ り ます。

安全性への配慮から、 障害発生時の周波数出力の内容をあ らかじめ設定し て

お く こ と をお勧めし ます。 この機能は、 周波数出力のみを設定し ます。 

それ以外の出力と 表示内容 （積算計など） には影響し ません。

選択項目 :
ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸ ﾁ （フ ォールバッ ク値）

出力は 0 Hz

ﾌｪｰﾙｾｰﾌｼﾞ ﾉ ｱﾀｲ （フ ェールセーフ時の値）

" ﾌｪｰﾙｾｰﾌｼﾞ ﾉ ｱﾀｲ " （フ ェールセーフ時の値） 機能 （4211） で指定し た周波数

が出力されます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホール ド された値）

障害発生前に保存された最後の測定値を出力し ます。

ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ （実際の値）

実際の測定に基づいて、 測定値を出力し ます。 障害は無視されます。

初期設定 :
ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸ ﾁ （フ ォールバッ ク値）

ĪĈĎķĜĎĪĚļ ħ ďĞĐ
（フェールセーフ時の値）
（4211）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｼｭｳﾊｽｳ " を選択し、" ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ " 機能（4209）で " ﾌｪｰﾙｾｰﾌｼﾞ ﾉ ｱﾀｲ "

（フ ェールセーフ時の値） を選択する必要があ り ます。

障害発生時に測定機器が出力する周波数を指定し ます。

ユーザ入力 :
最大 5 桁の数値 : 0 ～ 12500 Hz

初期設定 :
12500 Hz

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ 

ｾｯﾃｲ （設定） （ｼｭｳﾊｽｳ （周波数））
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機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定） （ﾊﾟﾙｽ）

ĨĽķě ħ ĺĶďġ
（パルスの割当）
（4221）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ﾊﾟﾙｽ " を選択する必要があ り ます。

パルス出力にプロセス変数を割当てます。

選択項目 :
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ （質量流量）

初期設定 :
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

オプションの " ĘėĐĪļĻĶċđĶČđ "（固形分流量）ソフトウェアパッケージで使用で
きるオプション : 
ｺｹｲﾌﾞﾝ ｼﾂﾘｮｳ FL （固形分質量流量）

ｺｹｲﾌﾞﾝﾀｲｾｷ FL （固形分体積流量）

ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ （搬送質量流量）

ﾊﾝｿｳﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （搬送体積流量）

! 注意 !

" ｵﾌ " を選択する と 、 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループで表示される機能はこ の

" ﾊﾟﾙｽ ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （パルスの割当） 機能 （4221） のみにな り ます。

ĨĽķěğ（パルス値）
（4222） ! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ﾊﾟﾙｽ " を選択する必要があ り ます。

1 パルスあた り の流量を指定し ます。これらのパルスは外部積算計で合計でき、

測定開始からの総流量を こ の方法で記録する こ と ができ ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ]: 0.0000 ～ 99 999

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

! 注意 !

この機能の単位は、" ﾀｲｾｷ ﾉ ﾀﾝｲ " （体積の単位） 機能 （0403）、 または " ｼﾂﾘｮｳ

ﾉ ﾀﾝｲ " （質量の単位） 機能 （0401） で設定し た単位です （15、17 ページを参照）。
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ĨĽķěĨĨļ（パルス幅）
（4223） ! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ﾊﾟﾙｽ " を選択する必要があ り ます。

出力パルスの幅を入力し ます。

ユーザ入力 :
0.05 ～ 2000 ms

初期設定 :
100 ms

パルス出力の幅は、 こ の機能で入力し た値 （B） にな り ます。 各パルスの間隔

（P） は自動設定されます。 ただし、 パルス間隔は少な く と もパルス幅に対応し

ます （B = P）。

A0001233

B: 入力し たパルス幅 （図は正パルスの場合）

P: 各パルスの間隔

! 注意 !

パルス幅を選択する と きには、 外部積算計 （機械式積算計、 PLC など） で処理

でき る値を選択し て く ださい。

" 警告 !

入力し たパルス値 （78 ページの " ﾊﾟﾙｽﾁ " （パルス値） 機能 （4222）） と実際の

流量によ り 、 パルス数や周波数が大き く な り すぎて選択し たパルス幅を維持で

き ない （間隔 P が入力し たパルス幅 B よ り も小さい） 場合は、 バッ フ ァ リ ング

や計算を行った後にシステムエラー メ ッ セージ （# 359 ～ #362、パルス メ モ リ ）

が送出されます。

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定） （ﾊﾟﾙｽ）
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ĝĖġĐ ıĎĢļ（測定モード）
（4225） ! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ﾊﾟﾙｽ " を選択する必要があ り ます。

パルス出力の測定モード を指定し ます。

選択項目 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

正方向の流量成分のみを合計し ます。 逆方向の流量成分は考慮されません。

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

正負の流量成分が考慮されます。

! 注意 !

流れ方向は、 リ レー出力で送信する こ と ができ ます。

ﾐｬｸﾄﾞｳﾘｭｳ （脈動流）

ピ ス ト ンポンプなど を使用する場合のよ う に、 流量が大幅に変動する場合は、

符号を考慮し て正負の流量を合計し ます （例 : -10 l + 25 l = 15 l）。 最大パルス

数 /s （値 / 幅） を超え る流量成分はバッ フ ァに保存され、計算されて最大 60 秒

後に出力されます。 バ ッ フ ァ に保存し たデータ を約 60 秒以内に処理でき ない

場合は、 ア ラーム / 注意 メ ッ セージが表示されます。

望ま し く ない逆流が発生する よ う な特定の設備環境では、 流量値をバッ フ ァに

累積保存する こ と ができ ます。 ただし このバッ フ ァは、 パルス出力に影響する

各種設定を行 う と リ セ ッ ト されます。

ｷﾞｬｸﾎｳｺｳ （逆方向）

逆方向の流量成分のみを合計し ます。 正方向の流量成分は考慮されません。

初期設定 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定） （ﾊﾟﾙｽ）
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ĚċĠĶČĖ ħ ėĐĞĐ
（出力の形態）
（4226）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ﾊﾟﾙｽ " を選択する必要があ り ます。

パルス出力の設定を選択し ます。

選択項目 :
0: ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ （ﾌﾟﾗｽ）

1: ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ （ﾏｲﾅｽ）

2: ｱｸﾃｨﾌﾞﾞﾓｰﾄﾞ （ﾌﾟﾗｽ）

3: ｱｸﾃｨﾌﾞﾞﾓｰﾄﾞ （ﾏｲﾅｽ）

初期設定 : ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ （ﾌﾟﾗｽ）

説明
• パッ シブ : パルス出力に外部電源から電力を供給し ます。

• ア ク テ ィ ブ : パルス出力に機器の内部電源から電力を供給し ます。

出力信号レベル （プラ ス またはマイナス） を設定する と 、 流量がゼロの状態で

のパルス出力が決ま り ます。

内部 ト ラ ンジス タは以下のよ う に動作し ます。

• プラ ス を選択する と、 内部 ト ラ ンジス タは正の信号レベルで動作し ます。

• マイナス を選択する と、 内部 ト ラ ンジス タは負の信号レベル （0 V） で動作

し ます。

! 注意 !

パッ シブの出力設定では、 パルス出力の出力信号レベルは外部回路によ って異

な り ます （例を参照）。

パッシブ出力回路の例（" ĨĽčĚĪļıĎĢļ "）
" ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ " を選択する と、パルス出力はオープン コ レ ク タ と し て設定されま

す。

A0001225

① オープン コ レ ク タ

② 外部電源

! 注意 !

連続電流の最大値は 25 mA です （Imax = 250 mA / 20 ms）。

" ĨĽčĚĪļıĎĢļ（ĪĽĵě）" の出力構成例 :
出力構成には外部プルア ッ プ抵抗を含みます。

流量ゼロの状態では、 端子の出力信号レベルは 0 V です。

a0004687

① オープン コ レ ク タ、 ② プルア ッ プ抵抗、 ③ 流量ゼロ時に ト ラ ンジス タは 

" ﾌﾟﾗｽ "、 ④ 流量ゼロ時の外部信号レベル

動作状態 （流量がゼロ以外） では、 出力信号レベルは 0 V からプラ スの電位ま

で変化し ます。

A0001975

（次ページに続 く ）

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定） （ﾊﾟﾙｽ）
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ĚċĠĶČĖ ħ ėĐĞĐ
（出力の形態）
（前ページの続き）

" ĨĽčĚĪļıĎĢļ（ĪĽĵě）" の出力構成例 :
出力構成には外部プルダウ ン抵抗を含みます。 流量ゼロの状態では、 プラ ス電

位はプルダウ ン抵抗で測定されます。

a0004689

① オープン コ レ ク タ

② プルダウ ン抵抗

③ 流量ゼロ時に ト ラ ンジス タは " ﾌﾟﾗｽ "

④ 流量ゼロ時の外部信号レベル

動作状態 （流量がゼロ以外） では、 出力信号レベルはプラ スの電位から 0 V ま

で変化し ます。

A0001981

" ĨĽčĚĪļıĎĢļ（ĭĐģě）" の出力構成例 : 
出力構成には外部プルア ッ プ抵抗を含みます。 流量ゼロの状態では、 端子の出

力信号レベルはプラ スの電位です。

a0004690

① オープン コ レ ク タ

② プルア ッ プ抵抗

③ 流量ゼロ時に ト ラ ンジス タは " ﾏｲﾅｽ "

④ 流量ゼロ時の外部信号レベル

動作状態 （流量がゼロ以外） では、 出力信号レベルはプラ スの電位から 0 V ま

で変化し ます。

A0001981

（次ページに続 く ）

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定） （ﾊﾟﾙｽ）
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ĚċĠĶČĖ ħ ėĐĞĐ
（出力の形態）
（前ページの続き）

アクティブ出力回路の例（" ďĖġĆĪļıĎĢļ "）:
ア ク テ ィ ブ回路では、 内部電源は 24 V です。

パルス出力は短絡保護されています。

a0004691

① 24 V DC 内部電源

② 短絡保護された出力

信号レベルはパッ シブ回路と 同様です。

以下の説明は、 " ďĖġĆĪļıĎĢļ（ĪĽĵě）" の出力構成に関し ます。

流量ゼロの状態では、 端子の出力信号レベルは 0 V です。

a0004694

動作状態 （流量がゼロ以外） では、 出力信号レベルは 0 V からプラ スの電位ま

で変化し ます。

a0004692

以下の説明は、 " ďĖġĆĪļıĎĢļ（ĭĐģě）" の出力構成に関し ます。

流量ゼロの状態では、 端子の出力信号レベルはプラ スの電位です。

a0004693

動作状態 （流量がゼロ以外） では、 出力信号レベルはプラ スの電位から 0 V ま

で変化し ます。

a0004710

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定） （ﾊﾟﾙｽ）
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ĪĈĎķĜĎĪıĎĢļ
（4227） ! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ﾊﾟﾙｽ " を選択する必要があ り ます。

安全性への配慮から、 障害発生時のパルス出力の内容をあ らかじめ設定し てお

く こ と をお勧めし ます。 この機能は、 パルス出力のみを設定し ます。 それ以外

の出力と 表示内容 （積算計など） には影響し ません。

選択項目 :
ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸ ﾁ （フ ォールバッ ク値）

出力は 0 パルスです。

ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ （実際の値）

実際の測定に基づいて、 測定値を表示し ます。 障害は無視されます。

初期設定 :
ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸ ﾁ （フ ォールバッ ク値）

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定） （ﾊﾟﾙｽ）
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機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定） （ｽﾃｰﾀｽ）

ěġĎĞě OUT ħ ĺĶďġ
（ステータス出力の割当）
（4241）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｽﾃｰﾀｽ " を選択する必要があ り ます。

ステータ ス出力にス イ ッ チ機能を割当てます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｵﾝ （動作）

ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ

ﾁｭｳｲ ﾒｯｾｰｼﾞ （注意 メ ッ セージ）

ｱﾗｰﾑ & ﾁｭｳｲ （ア ラーム メ ッ セージ と 注意 メ ッ セージ）

ｶﾗｹﾝﾁ （EPD） （ア ク テ ィ ブな場合）

ﾅｶﾞﾚ ﾎｳｺｳ （流れ方向）

ﾘﾐｯﾄ ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ （質量流量の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ｾｷｻﾝｹｲ （1 ～ 3） （積算計の リ ミ ッ ト 値 1 ～ 3）

* ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ機能オンの場合のみ→ 117 ページを参照

オプションの " ĘėĐĪļĻĶċđĶČđ "（固形分流量）ソフトウェアパッケージで使用で
きるオプション : 
ﾘﾐｯﾄ ｺｹｲｼﾂﾘｮｳ FL （固形分質量流量の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ｺｹｲｼﾂﾘｮｳ FL% （固形分質量流量 % の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ｺｹｲ ﾀｲｾｷ FL （固形分体積流量の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ｺｹｲ ﾀｲｾｷ FL% （固形分体積流量 % の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳ FL （搬送質量流量の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳ FL% （搬送質量流量 % の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾊﾝｿｳ ﾀｲｾｷ FL （搬送体積流量の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾊﾝｿｳ ﾀｲｾｷ FL% （搬送体積流量 % の リ ミ ッ ト 値）

オプションの " ĚĻĞļĻĕħđ "（診断機能）ソフトウェアパッケージで使用できるオ
プション :
LM ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 1 の偏差の リ ミ ッ ト 値） *

LM ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 2 の偏差の リ ミ ッ ト 値） *

LM ﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾃﾞﾝｲﾍﾝｻ （電極 1 電位 偏差の リ ミ ッ ト 値）

LM ﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾃﾞﾝｲﾍﾝｻ （電極 2 電位 偏差の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾀｲｾｷ FL ﾍﾝｻ （体積流量偏差の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾉｲｽﾞ ｱﾀｲ （ ノ イ ズ値の リ ミ ッ ト 値）

* コーテ ィ ング検知がオンの場合のみ → 133 ページを参照

初期設定 :
ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ

! 注意 !

• ス テータ ス出力の動作は常時閉 （NC） で、 通常のエ ラーのない測定状態で

は出力は閉 （ ト ラ ンジス タ導通） です。

- 通常のエラーのない測定状態 :

流れ方向が正方向、 リ ミ ッ ト 値を超えない、 空検知 （EPD） を行わない、

ア ラーム メ ッ セージや注意 メ ッ セージな し

- リ レー出力などの切替動作については、 101 ページを参照し て く ださい。

• " ｵﾌ " を選択する と 、" ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループで表示される機能はこ の

" ｽﾃｰﾀｽ OUT ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （パルスの割当） 機能 （4241） のみにな り ます。
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ēĻ ħ ďĞĐ（オンの値）
（4242） ! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｽﾃｰﾀｽ " を選択し、 " ｽﾃｰﾀｽ OUT ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （ステータ ス出力の割当） 機能

（4241） で リ ミ ッ ト 値または " ﾅｶﾞﾚﾎｳｺｳ " （流れ方向） を選択する必要があ り ま

す。

ス イ ッ チオン （ステータ ス出力導通） の値を割当てます。 この値は、 ス イ ッ チ

オフの値と 同じでも、 または大き く と も小さ く と もかまいません。 割当て るプ

ロセス変数 （例 : 体積流量、 積算計の指示値） に応じ て、 正 と負の値を指定で

き ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ]

初期設定 :
0 [ 単位 ]

! 注意 !

• こ の機能の単位は、 " ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ﾀﾝｲ " （体積流量の単位） 機能 （0402）、

または " ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ ﾀﾝｲ "（質量流量単位）機能（0400）で設定し た単位です。

• 流れ方向の出力では、 ス イ ッ チオンの値のみが使用でき ます （ス イ ッ チオフ

の値はな し）。 流量ゼロ以外の値 （5 など） を入力し た場合、 流量ゼロ と 入力

値と の差が切替 ヒ ステ リ シスの半分にな り ます。

ēĻġļĆĸĐ
（4243） ! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｽﾃｰﾀｽ " を選択し、 " ｽﾃｰﾀｽ OUT ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （ステータ ス出力の割当） 機能

（4241） で リ ミ ッ ト 値または " ﾅｶﾞﾚﾎｳｺｳ " （流れ方向） を選択する必要があ り ま

す。

ステータ ス出力をオンにする まで （信号が 0 から 1 に変化する まで） の遅延時

間 （0 ～ 100 s） を指定し ます。 リ ミ ッ ト 値に達する と、 遅延が開始されます。

遅延時間が経過し、 かつその後も ス イ ッ チオン条件が有効であ る場合にステー

タ ス出力が切替わ り ます。

ユーザ入力 :
固定小数点数 : 0.0 ～ 100.0 s

初期設定 :
0.0 s

ēĪ ħ ďĞĐ（オフの値）
（4244） ! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｽﾃｰﾀｽ " を選択し、 " ｽﾃｰﾀｽ OUT ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （ステータ ス出力の割当） 機能

（4241） で リ ミ ッ ト 値を選択する必要があ り ます。

ス イ ッ チオフ （ステータ ス出力非導通） の値を割当てます。 この値は、 ス イ ッ

チオンの値と同じで も、 または大き く と も小さ く と もかまいません。 割当て る

プロセス変数 （例 : 体積流量、 積算計の指示値） に応じ て、 正と負の値を指定

でき ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ]

初期設定 :
0 [ 単位 ]

! 注意 !

• こ の機能の単位は、 " ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ﾀﾝｲ " （体積流量の単位） 機能 （0402）、

または " ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ ﾀﾝｲ "（質量流量単位）機能（0400）で設定し た単位です。

• " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ "（測定モード）機能（4246）で " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ "（正 / 負両方向）

を選択し、 かつス イ ッ チオン と ス イ ッ チオフの値に異なる符号を入力し た場

合、" ﾆｭｳﾘｮｸﾚﾝｼﾞ ｦｺｴﾏｼﾀ " （入力レ ンジを超えま し た） の注意 メ ッ セージが

表示されます。

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定） （ｽﾃｰﾀｽ）
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ēĪġļĆĸĐ
（4245） ! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｽﾃｰﾀｽ " を選択する必要があ り ます。

ステータ ス出力をオフにする まで （信号が 1 から 0 に変化する まで） の遅延時

間 （0 ～ 100 s） を指定し ます。 リ ミ ッ ト 値に達する と、 遅延が開始されます。

遅延時間が経過し、 かつその後も ス イ ッ チ条件が有効であ る場合にステータ ス

出力が切替わ り ます。

ユーザ入力 :
固定小数点数 0.0 ～ 100.0 s

初期設定 :
0.0 s

ĝĖġĐ ıĎĢļ（測定モード）
（4246） ! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｽﾃｰﾀｽ " を選択し、 リ ミ ッ ト 値にステータ ス出力を割当て る必要があ り ま

す。

ステータ ス出力の測定モード を指定し ます。

選択項目 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

ステータ ス出力信号が、 指定のし きい値で切替わ り ます。

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

ス テータ ス出力信号が、 符号には無関係に、 指定の し きい値で切替わ り ます。

正のし きい値を指定し た場合、 ステータ ス出力は値が負の方向 （負の符号） に

達する と 即座に切替わ り ます （下図参照）。

初期設定 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

測定モード が " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ " （正 / 負両方向） の例 : 

ス イ ッ チオンの値 Q = 4、 ス イ ッ チオフの値 Q = 10

① ステータ ス出力オン （導通）

② ステータ ス出力オフ （非導通）

A0001247

! 注意 !

• " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ "（正 / 負両方向）を選択するには、あ らかじめ " ｵﾝ ﾉ ｱﾀｲ "

（オンの値） 機能 （4242） と  " ｵﾌ ﾉ ｱﾀｲ " （オフの値） 機能 （4244） で同じ符

号の値を設定するか、 一方の値をゼロにする必要があ り ます。

• 値の符号が異なる場合は、" ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ " （正 / 負両方向） は選択できず、

" ﾜﾘｱﾃ ﾌｶ " （割当不可） の メ ッ セージが表示されます。

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定） （ｽﾃｰﾀｽ）

0
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➀➀ ➁ ➀ ➁ ➀
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ĚļġĐěđ（時定数）
（4247） ! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｽﾃｰﾀｽ " を選択する必要があ り ます。

激し く 変動するプロセス変数に対する測定信号の応答の速さ を入力し ます。

応答を速 く する場合は、 小さい時定数、 応答を遅 く する場合は大きい時定数を

入力し ます。 ダンピングはス イ ッ チのステータ ス を変更する前に測定信号に対

し て動作し、 これによ り ス イ ッ チのオン / オフが遅延されます。 ダンピングの

目的は、 変動する流量に対し てステータ スが連続的に変化する こ と を防ぐ こ と

です。

ユーザ入力 :
固定小数点数 0.00 ～ 100.00 s

初期設定 :
0.00 s

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定） （ｽﾃｰﾀｽ）
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7.2.2 " ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） " 機能グループ   

ĚċĠĶČĖ（出力） E ⇒ ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 1（電流出力 1） EAA

⇓ 

ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 2（電流出力 2） EAB

⇓ 

ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 1
（パルス / 周波数出力 1）

ECA ⇒ ĜčġĐ（設定） 420

⇓ 

⇓ ĚċĠĶČĖ（出力） 430

ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 2
（パルス / 周波数出力 2）

ECB ⇒ ĜčġĐ（設定） 420

⇓ 

ĚċĠĶČĖ（出力） 430

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ 

ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） （ｼｭｳﾊｽｳ （周波数））

ĚċđĨěđ ĚċĠĶČĖğ
（周波数出力値）
（4301）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｼｭｳﾊｽｳ " （周波数） を選択する必要があ り ます。

周波数出力の計算値を表示し ます。

表示内容 :
0 ～ 12500 Hz

ĚċđĨěđ ĚĮċĸĎĚČĻ
（周波数シミュレーショ
ン）

（4302）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｼｭｳﾊｽｳ " （周波数） を選択する必要があ り ます。

周波数出力のシ ミ ュ レーシ ョ ンを開始し ます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定 :
ｵﾌ

! 注意 !

• " ｼｭｳﾊｽｳ SIM ﾁｭｳ " （周波数シ ミ ュ レーシ ョ ン中） の メ ッ セージは、 シ ミ ュ

レーシ ョ ンを実行中であ る こ と を示し ます。

• シ ミ ュ レーシ ョ ンの実行中も測定機器は測定を継続し ています。 つま り 、 現

在の測定値は通常の方法で信号 と し て出力されます。

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。
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ĚĮċĸĎĚČĻ ĚċđĨěđğ
（シミュレーション周波数
値）

（4303）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｼｭｳﾊｽｳ " を選択し、" ｼｭｳﾊｽｳ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " （周波数シ ミ ュ レーシ ョ ン） 機

能 （4302） を " ｵﾝ " に設定する必要があ り ます。

周波数出力と し て出力する選択可能な値 （例 : 500 Hz） を指定し ます。

この電流値は、 外部入力装置 と流量計自体のテス ト に使用されます。

ユーザ入力 :
0 ～ 12500 Hz

初期設定 :
0 Hz

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ 

ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） （ｼｭｳﾊｽｳ （周波数））
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機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） （ﾊﾟﾙｽ）

ĨĽķě ĚĮċĸĎĚČĻ
（4322） ! 注意 !

こ の機能を使用する には、 あ ら か じ め " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " （出力モー ド） 機能で

" ﾊﾟﾙｽ " を選択する必要があ り ます。

パルス出力のシ ミ ュ レーシ ョ ンを開始し ます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｷﾃｲﾊﾟﾙｽｽｳ （規定パルス数）

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾊﾟﾙｽﾁ " （シ ミ ュ レーシ ョ ンパルス値） で指定し たパルスが出力さ

れます。

ﾚﾝｿﾞｸﾊﾟﾙｽ （連続パルス）

" ﾊﾟﾙｽﾊﾊﾞ " （パルス幅） 機能で指定し た幅のパルスが連続出力されます。

F キーで " ﾚﾝｿﾞｸﾊﾟﾙｽ " （連続パルス） を確定する と 、 シ ミ ュ レーシ ョ ンが開始

されます。

! 注意 !

F キーで " ﾚﾝｿﾞｸﾊﾟﾙｽ " （連続パルス） を確定する と 、 シ ミ ュ レーシ ョ ンが開始

されます。"ﾊﾟﾙｽ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ" 機能でシ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにする こ と ができ

ます。

初期設定 :
ｵﾌ

! 注意 !

• #631 " ﾊﾟﾙｽ SIM. ﾁｭｳ "（パルスシ ミ ュ レーシ ョ ン中）の注意 メ ッ セージは、シ

ミ ュ レーシ ョ ンを実行中であ る こ と を示し ます。

• いずれのシ ミ ュ レーシ ョ ン と も、 オン / オフ比は 1:1 です

• シ ミ ュ レーシ ョ ンの実行中も測定機器は測定を継続し ています。 つま り 、 現

在の測定値は通常の方法で信号 と し て出力されます。

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。

ĚĮċĸĎĚČĻ ĨĽķěğ 
（シミュレーションパルス
値）

（4323）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ﾊﾟﾙｽ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " 機能で "ｷﾃｲﾊﾟﾙｽｽｳ "

（規定パルス数） を選択する必要があ り ます。

シ ミ ュ レーシ ョ ン中に出力するパルス数 （例 : 50） を指定し ます。 こ の電流値

は、 外部入力装置と流量計自体のテス ト に使用されます。 " ﾊﾟﾙｽﾊﾊﾞ " （パルス

幅） 機能で指定し た幅のパルスが出力されます。 オン / オフ比は 1:1 です。

F キーで指定値を確定する と 、 シ ミ ュ レーシ ョ ンが開始されます。 指定し たパ

ルス数が出力される と 、 0 が表示されます。

ユーザ入力 :
0 ～ 10 000

 

初期設定 :
0

! 注意 !

F キーでシ ミ ュ レーシ ョ ンする値を確定する と 、 シ ミ ュ レーシ ョ ンが開始され

ます。 " ﾊﾟﾙｽ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " 機能でシ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにする こ と ができ ま

す。

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。
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機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） （ｽﾃｰﾀｽ）

ěġĎĞě OUT ħ ĚļČđĞĐ
（ステータス出力の状態）
（4341）

! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " （出力モード） 機能

（4200） で " ｽﾃｰﾀｽ " を選択する必要があ り ます。

ステータ ス出力の実際の状態を確認し ます。

表示内容 :
ﾋﾄﾞｳﾂｳ （非導通）

ﾄﾞｳﾂｳ （導通）

ēĻ / ēĪ ĚĮċĸĎĚČĻ
（4343） ! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｽﾃｰﾀｽ " を選択する必要があ り ます。

ステータ ス出力のシ ミ ュ レーシ ョ ンを開始し ます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定 :
ｵﾌ

! 注意 !

• " ｽﾃｰﾀｽ O SIM ﾁｭｳ "（ステータ ス出力シ ミ ュ レーシ ョ ン中）の メ ッ セージは、

シ ミ ュ レーシ ョ ンを実行中であ る こ と を示し ます。

• シ ミ ュ レーシ ョ ンの実行中も測定機器は測定を継続し ています。 つま り 、 現

在の測定値は通常の方法で信号 と し て出力されます。

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。

ĚĮċĸĎĚČĻ ēĻ / ēĪ
（4343） ! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "（出力モード）機能（4200）

で " ｽﾃｰﾀｽ " を選択し、" ｵﾝ / ｵﾌ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " 機能（4343）を " ｵﾝ " に設定する

必要があ り ます。

シ ミ ュ レーシ ョ ン中のステータ ス出力のオン / オフ応答を指定し ます。 この電

流値は、 外部入力装置 と流量計自体のテス ト に使用されます。

選択項目 :
ﾋﾄﾞｳﾂｳ （非導通）

ﾄﾞｳﾂｳ （導通）

初期設定 :
ﾋﾄﾞｳﾂｳ （非導通）

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。
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7.2.3 " ｼﾞｮｳﾎｳ " （情報） 機能グループ

ĚċĠĶČĖ（出力） E ⇒ ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 1（電流出力 1） EAA

⇓ 

ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 2（電流出力 2） EAB

⇓ 

ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 1
（パルス / 周波数出力 1）

ECA ⇒ ĜčġĐ（設定） 420

⇓ 

ĚċĠĶČĖ（出力） 430

⇓ ⇓ 

ĚļČđĬđ（情報） 438

ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 2
（パルス / 周波数出力 2）

ECB ⇒ ĜčġĐ（設定） 420

⇓ 

ĚċĠĶČĖ（出力） 430

⇓ 

ĚļČđĬđ（情報） 438

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1/2 （パルス / 周波数出力 1/2） ➞ ｼﾞｮｳﾎｳ （情報）

ĞĻĚĨļĻĘļđ
（端子番号）
（4380）

パルス / 周波数出力に使用する端子番号 （端子箱内） を表示し ます。
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7.3 " ﾘﾚｰｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2" （リ レー出力 1/2） グループ

7.3.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĚċĠĶČĖ（出力） E ⇒ ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 1（電流出力 1） EAA
⇓ 

ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 2（電流出力 2） EAB
⇓ 

ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 1
（パルス / 周波数出力 1）

ECA

⇓ 

ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 2
（パルス / 周波数出力 2）

ECB

⇓ 

ĶĸĎĚċĠĶČĖ 1（リレー出力 1） EGA ⇒ ĜčġĐ（設定） 470
⇓ 

ĶĸĎĚċĠĶČĖ 2（リレー出力 2） EGB ⇒ ĜčġĐ（設定） 470

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾘﾚｰｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （ リ レー出力 1 / 2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

ĶĸĎ ħ ĺĶďġ
（リレーの割当）
（4700）

リ レー出力にス イ ッ チ機能を割当てます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｵﾝ （動作）

ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ

ﾁｭｳｲ ﾒｯｾｰｼﾞ （注意 メ ッ セージ）

ｱﾗｰﾑ & ﾁｭｳｲ （ア ラーム メ ッ セージ と注意 メ ッ セージ）

ｶﾗｹﾝﾁ （EPD） （ア ク テ ィ ブな場合）

ﾅｶﾞﾚ ﾎｳｺｳ （流れ方向）

ﾘﾐｯﾄ ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ （質量流量の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ｾｷｻﾝｹｲ （1 ～ 3） （積算計の リ ミ ッ ト 値 1 ～ 3）

ﾘﾐｯﾄ ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量の リ ミ ッ ト 値）

* ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ機能オンの場合のみ→ 117 ページを参照

初期設定 :
ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ

オプションの " ĘėĐĪļĻĶċđĶČđ "（固形分流量）ソフトウェアパッケージで使用で
きるオプション : 
ﾘﾐｯﾄ ｺｹｲｼﾂﾘｮｳ FL （固形分質量流量の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ｺｹｲｼﾂﾘｮｳ FL% （固形分質量流量 % の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ｺｹｲ ﾀｲｾｷ FL （固形分体積流量の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ｺｹｲ ﾀｲｾｷ FL% （固形分体積流量 % の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳ FL （搬送質量流量の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾊﾝｿｳｼﾂﾘｮｳ FL% （搬送質量流量 % の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾊﾝｿｳ ﾀｲｾｷ FL （搬送体積流量の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾊﾝｿｳ ﾀｲｾｷ FL% （搬送体積流量 % の リ ミ ッ ト 値）

オプションの " ĚĻĞļĻĕħđ "（診断機能）ソフトウェアパッケージで使用できるオ
プション :
LM ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 1 の偏差の リ ミ ッ ト 値） *

LM ｺｰﾄﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾍﾝｻ （コーテ ィ ング電極 2 の偏差の リ ミ ッ ト 値） *

LM ﾃﾞﾝｷｮｸ 1 ﾃﾞﾝｲﾍﾝｻ （電極 1 電位 偏差の リ ミ ッ ト 値）

LM ﾃﾞﾝｷｮｸ 2 ﾃﾞﾝｲﾍﾝｻ （電極 2 電位 偏差の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾀｲｾｷ FL ﾍﾝｻ （体積流量偏差の リ ミ ッ ト 値）

ﾘﾐｯﾄ ﾉｲｽﾞ ｱﾀｲ （ノ イ ズ値の リ ミ ッ ト 値）

* コーテ ィ ング検知がオンの場合のみ → 133 ページを参照

! 注意 !

• リ レー出力のス イ ッ チング特性に関する説明に従って く だ さ い （101 ページ

を参照）。

• リ レー出力を少な く と も 1 つ障害出力 と し て設定し、 エラーに対する出力応

答を指定する こ と をお勧めし ます。

• 初期設定では、 リ レー出力は常時開 （NO） と し て設定されています。 リ レー

モジ ュールのジ ャ ンパを使用し て、 常時閉 "NC" に設定し直すこ と ができ ま

す （『プロマグ 55 取扱説明書』 (BA119D/06/ja) を参照）。

• " ｵﾌ " を選択する と、" ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループで表示される機能はこ の

機能 （4700） のみにな り ます。
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ēĻ ħ ďĞĐ（オンの値）
（4701） ! 注意 !

こ の機能を使用する には、 あ ら か じ め " ﾘﾚｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （ リ レーの割当） 機能

（4700）で リ ミ ッ ト 値または "ﾅｶﾞﾚﾎｳｺｳ"（流れ方向）を選択する必要があ り ます。

ス イ ッ チオン （ リ レー出力プルア ッ プ） の値を割当てます。 こ の値は、 ス イ ッ

チオフの値と 同じでも、 または大き く と も小さ く と もかまいません。 割当て る

プロセス変数 （例 : 体積流量、 積算計の指示値） に応じ て、 正と負の値を指定

でき ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ]

初期設定 :
0 [ 単位 ]

! 注意 !

• この機能の単位は、 " ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ﾀﾝｲ " （体積流量の単位） 機能 （0402）、

または " ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ ﾀﾝｲ "（質量流量単位）機能（0400）で設定し た単位です。

• 流れ方向の出力では、 ス イ ッ チオンの値のみが使用でき ます （ス イ ッ チオフ

の値はな し）。 流量ゼロ以外の値 （5 など） を入力し た場合、 流量ゼロ と 入力

値 と の差が切替 ヒ ステ リ シスの半分にな り ます。

ēĻġļĆĸĐ
（4702） ! 注意 !

こ の機能を使用する には、 あ ら か じ め " ﾘﾚｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （ リ レーの割当） 機能

（4700）で リ ミ ッ ト 値または "ﾅｶﾞﾚﾎｳｺｳ"（流れ方向）を選択する必要があ り ます。

リ レーを励磁する まで（信号が 0 から 1 に切替る まで） の遅延時間（0 ～ 100 s）

を指定し ます。 リ ミ ッ ト 値に達する と 、 遅延が開始されます。 遅延時間が経過

し、かつその期間ス イ ッ チ条件が有効であ る場合に リ レー出力が切替わ り ます。

ユーザ入力 :
固定小数点数 0.0 ～ 100.0 s

初期設定 :
0.0 s

ēĪ ħ ďĞĐ（オフの値）
（4703） ! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ﾘﾚｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （ リ レーの割当） 機能

（4700） で リ ミ ッ ト 値を選択する必要があ り ます。

ス イ ッ チオフ （ リ レー非励磁） の値を割当てます。 この値は、 ス イ ッ チオンの

値と同じでも、 または大き く と も小さ く と もかまいません。 割当て るプロセス

変数 （例 : 体積流量、 積算計の指示値） に応じ て、 正と負の値を指定でき ま

す。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ]

初期設定 :
0 [ 単位 ]

! 注意 !

• この機能の単位は、 " ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ﾀﾝｲ " （体積流量の単位） 機能 （0402）、

または " ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ ﾀﾝｲ "（質量流量単位）機能（0400）で設定し た単位です。

• " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ "（測定モード）機能（4705）で " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ "（正 / 負両方向）

を選択し、 かつス イ ッ チオン と ス イ ッ チオフの値に異なる符号を入力し た場

合、" ﾆｭｳﾘｮｸﾚﾝｼﾞ ｦｺｴﾏｼﾀ " （入力レ ンジを超えま し た） の注意 メ ッ セージが

表示されます。

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾘﾚｰｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （ リ レー出力 1 / 2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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ēĪġļĆĸĐ
（4704） ! 注意 !

こ の機能を使用する には、 あ ら か じ め " ﾘﾚｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （ リ レーの割当） 機能

（4700） で リ ミ ッ ト 値を選択する必要があ り ます。

リ レーを非励磁にする まで （信号が 1 から 0 に切替る まで） の遅延時間 （0 ～

100 s） を指定し ます。 リ ミ ッ ト 値に達する と、 遅延が開始されます。 遅延時間

が経過し、 かつその期間ス イ ッ チ条件が有効であ る場合に リ レー出力が切替わ

り ます。

ユーザ入力 :
固定小数点数 0.0 ～ 100.0 s

初期設定 :
0.0 s

ĝĖġĐ ıĎĢļ
（測定モード）
（4705）

! 注意 !

こ の機能を使用するには、 あ らかじめ リ レー出力に リ ミ ッ ト 値を割当て る必要

があ り ます。

リ レー出力の測定モード を指定し ます。

選択項目 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

リ レー出力信号が、 指定のし きい値で切替わ り ます。

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

リ レー出力信号が、 符号には無関係に、 指定のし きい値で切替わ り ます。 正の

し きい値を指定し た場合、 リ レー出力は値が負の方向 （負の符号） に達する と

即座に切替わ り ます （下図参照）。

初期設定 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

測定モード が " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ " （正 / 負両方向） の例 : 

ス イ ッ チオンの値 Q = 4

ス イ ッ チオフの値 Q = 10

① リ レーが励磁状態

② リ レーが非励磁状態

A0001247

! 注意 !

• " ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ "（正 / 負両方向） を選択するには、あ らかじめ " ｵﾝ ﾉ ｱﾀｲ "

（オンの値） 機能 （4701） と  " ｵﾌ ﾉ ｱﾀｲ " （オフの値） 機能 （4703） で同じ符

号の値を設定するか、 一方の値をゼロにする必要があ り ます。

• 値の符号が異な る場合は、" ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ " （正 / 負両方向） は選択できず、

" ﾜﾘｱﾃ ﾌｶ " （割当不可） の メ ッ セージが表示されます。

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾘﾚｰｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （ リ レー出力 1 / 2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

0

- 4

- 10

4

10

Q

t

➀➀ ➁ ➀ ➁ ➀
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ĚļġĐěđ
（時定数）
（4706）

激し く 変動するプロセス変数に対する測定信号の応答の速さ を入力し ます。 応

答を速 く する場合は、 小さい時定数、 応答を遅 く する場合は大きい時定数を入

力し ます。

ダン ピ ングはス イ ッ チのス テータ ス を変更する前に測定信号に対し て動作し、

これによ り ス イ ッ チのオン / オフが遅延されます。

ダンピングの目的は、 変動する流量に対し て リ レー出力が連続的に切替る こ と

を防ぐ こ と です。

ユーザ入力 :
固定小数点数 0.00 ～ 100.00 s

初期設定 :
0.00 s

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾘﾚｰｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （ リ レー出力 1 / 2） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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7.3.2 " ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ " 機能グループ

ĚċĠĶČĖ（出力） E ⇒ ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 1（電流出力 1） EAA

⇓ 

ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 2（電流出力 2） EAB

⇓ 

ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 1
（パルス / 周波数出力 1）

ECA

⇓ 

ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 2
（パルス / 周波数出力 2）

ECB

⇓ 

ĶĸĎĚċĠĶČĖ 1（リレー出力 1） EGA ⇒ ĜčġĐ（設定） 470

⇓ 

⇓ ēīĽĸĎĚČĻ 474

ĶĸĎĚċĠĶČĖ 2（リレー出力 2） EGB ⇒ ĜčġĐ（設定） 470

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 474

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾘﾚｰｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （ リ レー出力 1 / 2） ➞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ĚċĠĶČĖĶĸĎĚļČđĞĐ
（出力リレー状態）
（4740）

リ レー出力の実際の状態を確認し ます。

接点側ジ ャ ンパによ り リ レー出力を常時開 （NO） または常時閉 （NC） と し て

指定し ます （『プロマグ 55 取扱説明書』 (BA119D/06/ja) を参照）。

表示内容 :
ﾉｰﾏﾙｸﾛｰｽﾞ （ｵｰﾌﾟﾝ）

ﾉｰﾏﾙｸﾛｰｽﾞ （ｸﾛｰｽﾞ）

ﾉｰﾏﾙｵｰﾌﾟﾝ （ｵｰﾌﾟﾝ）

ﾉｰﾏﾙｵｰﾌﾟﾝ （ｸﾛｰｽﾞ）

ēĻ / ēĪ ĚĮċĸĎĚČĻ
（4741）

リ レー出力のシ ミ ュ レーシ ョ ンを開始し ます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定 :
ｵﾌ

! 注意 !

• " ﾘﾚｰ SIM ﾁｭｳ " （ リ レーシ ミ ュ レーシ ョ ン中） の メ ッ セージは、 シ ミ ュ レー

シ ョ ンを実行中であ る こ と を示し ます。

• シ ミ ュ レーシ ョ ンの実行中も測定機器は測定を継続し ています。 つま り 、 現

在の測定値は通常の方法で信号 と し て出力されます。

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。
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ĚĮċĸĎĚČĻ ēĻ / ēĪ
（4742） ! 注意 !

この機能を表示するには、あ らかじめ "ｵﾝ/ｵﾌ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ" 機能（4741）を "ｵﾝ"

にする必要があ り ます。

シ ミ ュ レーシ ョ ン中の リ レー出力の状態を指定し ます。 こ の電流値は、 外部入

力装置と 流量計自体のテス ト に使用されます。 リ レーの設定 （NC または NO）

によ り 、 以下の項目を選択でき ます。

選択項目 :
NC 接点と し て設定された リ レー出力 ;

ﾉｰﾏﾙｸﾛｰｽﾞ （ｵｰﾌﾟﾝ）

ﾉｰﾏﾙｸﾛｰｽﾞ （ｸﾛｰｽﾞ）

NO 接点と し て設定された リ レー出力 ;

ﾉｰﾏﾙｵｰﾌﾟﾝ （ｵｰﾌﾟﾝ）

ﾉｰﾏﾙｵｰﾌﾟﾝ （ｸﾛｰｽﾞ）

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾘﾚｰｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （ リ レー出力 1 / 2） ➞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ
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7.3.3 " ｼﾞｮｳﾎｳ " （情報） 機能グループ

ĚċĠĶČĖ（出力） E ⇒ ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 1（電流出力 1） EAA

⇓ 

ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 2（電流出力 2） EAB

⇓ 

ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 1
（パルス / 周波数出力 1）

ECA

⇓ 

ĨĽķě /FREQ ĚċĠĶČĖ 2
（パルス / 周波数出力 2）

ECB

⇓ 

ĶĸĎĚċĠĶČĖ 1（リレー出力 1） EGA ⇒ ĜčġĐ（設定） 470

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 474

⇓ ⇓ 

ĚļČđĬđ（情報） 478

ĶĸĎĚċĠĶČĖ 2（リレー出力 2） EGB ⇒ ĜčġĐ（設定） 470

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 474

⇓ 

ĚļČđĬđ（情報） 478

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ➞ ﾘﾚｰｼｭﾂﾘｮｸ 1 / 2 （ リ レー出力 1 / 2） ➞ ｼﾞｮｳﾎｳ （情報）

ĞĻĚĨļĻĘļđ
（端子番号）
（4780）

リ レー出力に使用する端子番号 （端子箱内） を表示し ます。
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7.3.4 リ レー出力の応答 

概要

リ ミ ッ ト 値または " ﾅｶﾞﾚﾎｳｺｳ " （流れ方向） の リ レー出力を設定し た ら、" ｵﾝ ﾉ ｱﾀｲ " （オンの値）
と " ｵﾌ ﾉ ｱﾀｲ " （オフの値） の機能でし きい値を指定する こ と ができ ます。 プロセス変数が指定
済みのいずれかの値に到達する と、 下図に示すよ う に リ レー出力が切替わ り ます。

リミット値に設定したリレー出力

プ ロ セス変数が指定済みの し き い値を下回る か上回る と、 即座に リ レー出力信号が切替わ り ま
す。
用途 : 流量やプロセスに関する境界条件の監視

測定パラ メ ータ

A0001235

A: 図 （最大安全） : ① 　 ス イ ッチオフの値 ＞ ② 　 ス イ ッ チオンの値

B: 図 （最小安全） : ① 　 ス イ ッ チオフの値 ＜ ② 　 ス イ ッ チオンの値

C: 図 （最小安全） : ① 　 ス イ ッ チオフの値 ＝ ② 　 ス イ ッ チオンの値 （こ の設定は使用し ない）

③ : リ レーが非励磁状態

流れ方向に設定したリレー出力

" ｵﾝ ﾉ ｱﾀｲ " （オンの値） 機能に入力し た値が、 正負の流れ方向のし きい値にな り ます。
た と えば、 指定し た し きい値が 1 m3/h の場合、 リ レーは -1 m3/h で非励磁状態、 +1 m3 /h で励
磁状態にな り ます。 プロセスで直接切替 （切替 ヒ ステ リ シスな し） が必要な場合は、 し きい値を
0 に設定し ます。ローフ ローカ ッ ト オフを使用する場合は、ヒ ステ リ シスの値を ローカ ッ ト フ ロー
オフの値以上に設定する こ と をお勧めし ます。

ス イ ッ チオフの値 / ス イ ッ チオンの値

A0001236

a: リ レーが励磁状態

b: リ レーが非励磁状態

t

o o

nnm

o

nm

A B C

m

-1 0 +1 a

b

-Q Q
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機能 状態
リレー
コイル

接点 *

NC NO

ēĻ（動作） システムが測定モード

A0001052

励磁状態

A0001239 A0001237

システムが測定モード でない

（電源異常）

A0001291

非励磁状態

A0001240 A0001238

ďĵĎį İčĜĎĚļ システム OK

A0001052

励磁状態

A0001239 A0001237

（システムエラーまたは

プロセスエラー）

障害 → エラー、 入出力、

および積算計に応答

A0001291

非励磁状態

A0001240 A0001238

ğċđĐ İčĜĎĚļ
（注意メッセージ）

システム OK

A0001052

励磁状態

A0001239 A0001237

（システムエラーまたは

プロセスエラー）

障害 → メ ッ セージの表示を

継続

A0001291

非励磁状態

A0001240 A0001238

ďĵĎį İčĜĎĚļ
または
ğċđĐ İčĜĎĚļ

（注意メッセージ）

システム OK

A0001052

励磁状態

A0001239 A0001237

（システムエラーまたは

プロセスエラー）

障害 → エラー応答

または

通知 → メ ッ セージの表示を

継続 A0001291

非励磁状態

A0001240 A0001238

ĔĵėĻğ（EPD）
（空パイプ検知）

計測チューブ満管

A0001292

励磁状態

A0001239 A0001237

計測チューブが部分満管、

または空

A0001293

非励磁状態

A0001240 A0001238

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

Esc

E+-

XXX.XXX.XX
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ģĔļĸ ĬđĘđ 
（流れ方向）

正方向

A0001241

励磁状態

A0001239 A0001237

逆方向

A0001242

非励磁状態

A0001240 A0001238

ĶĮčĢ ğ
（リミット値）

リ ミ ッ ト 値を超えていない

A0001243

励磁状態

A0001239 A0001237

リ ミ ッ ト 値を超えている

A0001244

非励磁状態

A0001240 A0001238

* 100 ページの " ﾀﾝｼﾊﾞﾝｺﾞｳ " （端子番号） 機能 （4780） で表示される端子番号

! 注意 !

測定機器に リ レーが 2 個あ る場合、 初期設定は以下のよ う にな り ます。

• リ レー 1: 常時開 （NO）

• リ レー 2: 常時閉 （NC）

機能 状態
リレー
コイル

接点 *

NC NO
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8 " ﾆｭｳﾘｮｸ " （入力） ブロ ッ ク 
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8.1 " ｽﾃｰﾀｽ ﾆｭｳﾘｮｸ " （ステータ ス入力） グループ

8.1.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĤċđĶČĖ（入力） F ⇒ ěġĎĞě ĤċđĶČĖ
（ステータス入力）

FAA ⇒ ĜčġĐ（設定） 500

機能説明
ﾆｭｳﾘｮｸ （入力） ➞ ｽﾃｰﾀｽ ﾆｭｳﾘｮｸ （ステータ ス入力） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

ěġĎĞě IN. ħ ĺĶďġ
（ステータス入力の割当）
（5000）

ステータ ス入力にス イ ッ チ機能を割当てます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｾｷｻﾝｹｲ ﾉ ﾘｾｯﾄ （1 ～ 3） （積算計の リ セ ッ ト ） （1 ～ 3）

ｾﾞﾝｾｷｻﾝｹｲ ﾘｾｯﾄ （全積算計 リ セ ッ ト ）

ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞｾﾞﾛﾘﾀｰﾝ

ｱﾗｰﾑﾒｯｾｰｼﾞ ﾉ ﾘｾｯﾄ （ア ラーム メ ッ セージの リ セ ッ ト ）

初期設定 :
ｵﾌ

" 警告 !

" ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞｾﾞﾛﾘﾀｰﾝ " はステータ ス入力でこ のレベルが使用でき る期間 （連続信

号）、 ア ク テ ィ ブです。 それ以外の割当は、 ステータ ス入力のレベルの変化 （パ

ルス） で動作し ます。

Ģļđę ĸīļķ
（動作レベル）
（5001）

信号レベルが存在する と き （ハイ） と存在し ない と き （ロー） に、 割当てたス

イ ッ チ機能を解放するか、 保持するかを指定し ます。

選択項目 :
ﾊｲ

ﾛｰ

初期設定 :
ﾊｲ

MIN. ĨĽķěĨĨļ
（最小パルス幅）
（5002）

選択 し た ス イ ッ チ機能を起動す る ために必要な最小パル ス幅を指定 し ます

（" ｽﾃｰﾀｽ IN. ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （ステータ ス入力の割当） 機能 （5000） を参照）。

ユーザ入力 :
20 ～ 100 ms

初期設定 :
50 ms
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8.1.2 " ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ " 機能グループ

ĤċđĶČĖ（入力） F ⇒ ěġĎĞě ĤċđĶČĖ
（ステータス入力）

FAA ⇒ ĜčġĐ（設定） 500

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 504

機能説明
ﾆｭｳﾘｮｸ （入力） ➞ ｽﾃｰﾀｽ ﾆｭｳﾘｮｸ （ステータ ス入力） ➞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ěġĎĞě IN. ħ ĚļČđĞĐ
（ステータス入力の状態）
（5040）

ステータ ス入力の現在のレベルを表示し ます。

表示内容 :
ﾊｲ

ﾛｰ

ěġĎĞě IN. ĚĮċĸĎĚČĻ
（ステータス入力シミュ
レーション）

（5041）

ステータ ス入力をシ ミ ュ レーシ ョ ン し ます。 具体的には、 ステータ ス入力に割

当てた機能を起動し ます (105 ページの ｽﾃｰﾀｽ IN. ﾉ ﾜﾘｱﾃ （ステータ ス入力の

割当） （5000） を参照 )。

選択項目 :
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定 :
ｵﾌ

! 注意 !

• " ｽﾃｰﾀｽ IN SIM ﾁｭｳ "（ステータ ス入力シ ミ ュ レーシ ョ ン中）の メ ッ セージは、

シ ミ ュ レーシ ョ ンを実行中であ る こ と を示し ます。

• シ ミ ュ レーシ ョ ンの実行中も測定機器は測定を継続し ています。 つま り 、 現

在の測定値は通常の方法で信号 と し て出力されます。

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。

ĚĮċĸĎĚČĻ ĨĐ / ĹĎ
（5042） ! 注意 !

この機能を表示するには、 あ らかじめ " ｽﾃｰﾀｽ IN. ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 機能 （5041） を

" ｵﾝ " にする必要があ り ます。

シ ミ ュ レーシ ョ ン中のス テータ ス入力のレベルを指定し ます。 こ の電流値は、

外部入力装置と 流量計自体のテス ト に使用されます。

選択項目 :
ﾊｲ

ﾛｰ

初期設定 :
ﾛｰ

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。
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8.1.3 " ｼﾞｮｳﾎｳ " （情報） 機能グループ

ĤċđĶČĖ（入力） F ⇒ ěġĎĞě ĤċđĶČĖ
（ステータス入力）

FAA ⇒ ĜčġĐ（設定） 500

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 504

⇓ 

ĚļČđĬđ（情報） 508

機能説明
ﾆｭｳﾘｮｸ （入力） ➞ ｽﾃｰﾀｽ ﾆｭｳﾘｮｸ （ステータ ス入力） ➞ ｼﾞｮｳﾎｳ （情報）

ĞĻĚĨļĻĘļđ
（端子番号）
（5080）

ステータ ス入力に使用する端子番号 （端子箱内） を表示し ます。
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8.2 " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸ " （電流入力） グループ

8.2.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĤċđĶČĖ（入力） F ⇒ ěġĎĞě ĤċđĶČĖ
（ステータス入力）

FAA

⇓ 

ġļĻĶċđĤċđĶČĖ（電流入力） FCA ⇒ ĜčġĐ（設定） 520

機能説明
ﾆｭｳﾘｮｸ （入力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸ （電流入力） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

ġļĻĶċđĺĶďġ
（電流入力の割当）
（5200）

電流入力にプロセス変数を割当てます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｵﾝﾄﾞ （温度）

ﾐﾂﾄﾞ （密度）

初期設定 :
ｵﾌ

ġļĻĶċđĨĻĐ
（電流範囲）
（5201）

電流の範囲を指定し ます。 選択項目で、 動作範囲、 およびア ラーム信号を送出

する下限値と上限値を指定し ます。

選択項目 :
0-20 mA

4-20 mA

4-20 mA NAMUR

4-20 mA US

0-20 mA （25 mA）

4-20 mA （25 mA）

初期設定 :
4-20 mA NAMUR

! 注意 !

ハード ウ ェアの出力信号をア ク テ ィ ブ （初期設定） からパッ シブに切替え る と

きは、電流範囲と し て "4-20 mA" を選択し て く ださ い （『プロマグ 55 取扱説明

書』 (BA119D/06/ja) を参照）。

電流範囲 / 動作範囲（測定情報）:
0-20 mA / 0 ～ 20.5 mA

4-20 mA / 4 ～ 20.5 mA

4-20 mA NAMUR / 3.8 ～ 20.5 mA

4-20 mA US / 3.9 ～ 20.8 mA

0-20 mA （25 mA） / 0 ～ 24 mA

4-20 mA （25 mA） / 4 ～ 24 mA

0_4 mA ħ ďĞĐ
（0_4 mA の値）
（5202）

0/4 mA の電流に値を割当てます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数

初期設定 :
電流入力に割 り 当てたプロセス変数によ って異な り ます（" ﾃﾞﾝﾘｭｳﾜﾘｱﾃ "（電流

割当） 機能 （5200） を参照）。

- 密度 : 0.5 kg/l

- 温度 : -50 ℃

! 注意 !

この機能の単位は、 " ﾐﾂﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ " （密度の単位） 機能 （0420） または " ｵﾝﾄﾞ ﾉ

ﾀﾝｲ " （温度の単位） （0422） で設定し た単位です。
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20 mA ħ ďĞĐ
（20 mA の値）
（5203）

20 mA の電流に値を割当てます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数

初期設定 :
電流入力に割 り 当てたプロセス変数によ って異な り ます（" ﾃﾞﾝﾘｭｳﾜﾘｱﾃ "（電流

割当） 機能 （5200） を参照）。

- 密度 : 2.0 kg/l

- 温度 : 200 ℃

! 注意 !

この機能の単位は、 " ﾐﾂﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ " （密度の単位） 機能 （0420） または " ｵﾝﾄﾞ ﾉ

ﾀﾝｲ " （温度の単位） （0422） で設定し た単位です。

ĒĵĎ ħ ďĞĐ
（エラーの値）
（5204）

プロセス変数についてエラーの値を入力し ます。

入力値が選択し た範囲外の場合 （" ﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " （電流範囲） 機能 （5201） を参

照） 、 プロセス変数はこ の機能で指定し た 「エラーの値」 に設定され、 対応す

る " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾊﾝｲ " （電流入力範囲） （# 363） の注意 メ ッ セージが送出され

ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数

初期設定 :
電流入力に割 り 当てたプロセス変数によ って異な り ます（" ﾃﾞﾝﾘｭｳﾜﾘｱﾃ "（電流

割当） 機能 （5200） を参照）。

- 密度 : 1.25 kg/l

- 温度 : 75 ℃

! 注意 !

• アンプの障害やエラー出力は、 電流入力に影響し ません。

• こ の機能の単位は、" ﾐﾂﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ " （密度の単位） 機能 （0420） または " ｵﾝﾄﾞ ﾉ

ﾀﾝｲ " （温度の単位） （0422） で設定し た単位です。

機能説明
ﾆｭｳﾘｮｸ （入力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸ （電流入力） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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8.2.2 " ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ " 機能グループ

ĤċđĶČĖ（入力） F ⇒ ěġĎĞě ĤċđĶČĖ
（ステータス入力）

FAA

⇓ 

ġļĻĶċđĤċđĶČĖ（電流入力） FCA ⇒ ĜčġĐ（設定） 520

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 524

機能説明
ﾆｭｳﾘｮｸ （入力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸ （電流入力） ➞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ĚļčęĐ ħ ďĞĐ
（電流入力値）
（5240）

電流入力の実際の値を表示し ます。

表示内容 :
0.0 ～ 25 mA

ġļĻĶċđ ĚĮċĸĎĚČĻ
（電流シミュレーション）
（5241）

電流入力のシ ミ ュ レーシ ョ ンを開始し ます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定 :
ｵﾌ

! 注意 !

• シ ミ ュ レーシ ョ ンの実行中は、" ﾃﾞﾝﾘｭｳ I 1 SIM ﾁｭｳ "（電流入力 1 シ ミ ュ レー

シ ョ ン中） （# 661） の注意 メ ッ セージが表示されます。

• 電流入力に対する シ ミ ュ レーシ ョ ンの出力値は、 " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾁ " （シ

ミ ュ レーシ ョ ン電流値） 機能 （5242） で指定し ます。

• シ ミ ュ レーシ ョ ンの実行中も測定機器は測定を継続し ています。 つま り 、 現

在の測定値は通常の方法で信号 と し て出力されます。

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。

ĚĮċĸĎĚČĻġļĻĶċđ ğ
（シミュレーション電流
値）

（5242）

! 注意 !

この機能を表示するには、 あ らかじめ " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " （電流シ ミ ュ レー

シ ョ ン） 機能 （5241） を " ｵﾝ " にする必要があ り ます。

電流入力と し てシ ミ ュ レー ト する値 （例 : 12 mA） を任意に指定し ます。

この電流値は、 外部入力装置 と流量計自体のテス ト に使用されます。

ユーザ入力 :
0.00 ～ 25.00 mA

初期設定 :
0.00 mA または 4 mA （機能 5201 の設定によ って異なる）

" 警告 !

電源異常時には、 こ の設定は保存されません。
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8.2.3 " ｼﾞｮｳﾎｳ " （情報） 機能グループ

ĤċđĶČĖ（入力） F ⇒ ěġĎĞě ĤċđĶČĖ
（ステータス入力）

FAA

⇓ 

ġļĻĶċđĤċđĶČĖ（電流入力） FCA ⇒ ĜčġĐ（設定） 520

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 524

⇓ 

ĚļČđĬđ（情報） 528

機能説明
ﾆｭｳﾘｮｸ （入力） ➞ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸ （電流入力） ➞ ｼﾞｮｳﾎｳ （情報）

ĞĻĚĨļĻĘļđ
（端子番号）
（5280）

電流入力に使用する端子の極性と番号 （端子箱内） を表示し ます。
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9 " ｷﾎﾝ ｷﾉｳ " （基本機能） ブロ ッ ク
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9.1 "HART" グループ

9.1.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĕĬĻ ĕħđ（基本機能） G ⇒ HART GAA ⇒ ĜčġĐ（設定） 600

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ HART ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

ĞĖļ ĨļĻĘļđ（タグ番号）
（6000）

測定機器のタ グ番号を入力し ます。 こ のタ グ番号は、 ローカルデ ィ スプレ イ ま

たは HART プロ ト コルを使用し て編集と 表示ができ ます。

ユーザ入力 :
最大 8 文字の英数字テキス ト 、 使用でき る文字 : A ～ Z、 0 ～ 9、 +、 -、 句読点

初期設定 :
"_ _ _ _ _ _ _ _" （テキス ト な し）

ĞĖļ ħ ĜĠİĐ（タグの説明）
（6001）

測定機器のタ グの説明を入力し ます。 タ グの説明は、 ローカルデ ィ スプレ イ ま

たは HART プロ ト コルを使用し て編集と 表示ができ ます。

ユーザ入力 :
最大 16 文字の英数字テキス ト 、使用でき る文字 : A ～ Z、0 ～ 9、+、-、句読点

初期設定 :
"_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _" （テキス ト な し）

ĨļěďĢļĸě
（6002）

HART プロ ト コルでデータ交換に使用する ア ド レ ス を指定し ます。

ユーザ入力 :
0 ～ 15

初期設定 :
0

! 注意 !

ア ド レ ス 1 ～ 15: 4 mA の定電流を使用し ます。

HART ĪĽĹĢĘķ
（6003）

HART プロ ト コルがア ク テ ィ ブかど う かを表示し ます。

表示内容 :
ｵﾌ : HART プロ ト コルがア ク テ ィ ブでない

ｵﾝ : HART プロ ト コルがア ク テ ィ ブ

! 注意 !

HART プロ ト コルは、 " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " （電流範囲） 機能で "4-20 mA HART" また

は "4-20 mA （25 mA） HART" を選択する こ と でア ク テ ィ ブにでき ます （58 ペー

ジ）。

đĺĔļĕ ĕĻĚ
（上書き禁止）
（6004）

測定機器に書込みでき るかど う かを表示し ます。

表示内容 :
ｵﾌ （データ交換可）

ｵﾝ （データ交換不可）

初期設定 :
ｵﾌ

! 注意 !

書込み禁止の設定と解除は、 入出力モジュールのジ ャ ンパを使用し ます

（『プロマグ 55 取扱説明書』 (BA119D/06/ja) を参照）。
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9.1.2 " ｼﾞｮｳﾎｳ " （情報） 機能グループ

ĕĬĻ ĕħđ（基本機能） G ⇒ HART GAA ⇒ ĜčġĐ（設定） 600

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 602

⇓ 

ĚļČđĬđ（情報） 604

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ HART ➞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ĜĐĝļđĚĊ ID
（製造者 ID）
（6040）

製造者 ID を表示し ます。

表示内容 :
- Endress+Hauser

- 17 （11hex） が Endress+Hauser の ID です。

ġļĨļĐě ID
（6041）

16 進数でデバイ ス ID を表示し ます。

表示内容 :
44hex （10 進数の 68 ） がプロマグ 55 のデバイ ス ID です。

ġļĨļĐěĶĩļĚļČĻ
（6042）

HART コマン ド イ ン タ フ ェースのデバイ ス固有の リ ビジ ョ ンを表示し ます。

表示内容 :
例 : 1
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9.2 " ﾌﾟﾛｾｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ " グループ

9.2.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĕĬĻ ĕħđ（基本機能） G ⇒ HART GAA

⇓ 

ĪĽĹĜě ĨĽĵİĎĞ GIA ⇒ ĜčġĐ（設定） 640

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ ﾌﾟﾛｾｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

LF ĔčĢēĪ ħ ĺĶďġ
（LF カットオフの割当）
（6400）

ローフ ローカ ッ ト オフのし きい値を割当てます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ （質量流量）

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

初期設定 :
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

LF ĔčĢēĪ ON ħďĞĐ
（LF カットオフ ON の値）
（6402）

ローフ ローカ ッ ト オフをオンにする値を入力し ます。 

入力し た値が 0 以外の場合、 ローフ ローカ ッ ト オフはア ク テ ィ ブです。 デ ィ ス

プレ イの流量値の符号が反転表示され、 ローフ ローカ ッ ト オフがア ク テ ィ ブで

あ る こ と を示し ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ]

初期設定 :
呼び口径と 国によ って異な り ます （153 ページを参照）。

! 注意 !

この機能の単位は、" ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ﾀﾝｲ "（体積流量の単位）機能（0402）、または

" ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ ﾀﾝｲ " （質量流量単位） 機能 （0400） で設定し た単位です

（16、 15 ページを参照）。

LF ĔčĢēĪ OFF ħďĞĐ
（LF カットオフ OFF の
値）

（6403）

ローフ ローカ ッ ト オフをオフにする値 （b） を入力し ます。

ス イ ッ チオフの値は、 ス イ ッ チオンの値 （a） か ら の正の ヒ ス テ リ シ ス と し て

入力し ます。

ユーザ入力 :
0 ～ 100 % の整数値

初期設定 :
50%

A0003882

① ス イ ッ チオンの値、 ② ス イ ッ チオフの値

a: ローフ ローカ ッ ト オフ をオンにする値

b: ローフ ローカ ッ ト オフをオフにする値 （a + a ・ H）

H: ヒ ステ リ シス （0 ～ 100 %）

: ローフ ローカ ッ ト オフがア ク テ ィ ブ

Q: 流量

t

H

Q

m

n
b

a
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ĪĽĸčĚĊĨĽķěęĪĽĸě
（6404）

バルブを閉める と、 配管内の流体が短期間激し く 動 く こ と があ り 、 こ の挙動は

測定機器に記録されます。 この記録を使用し てパルス を合計する と 積算値はバ

ラつきが生じ、 特にバッ チプロセスの場合は影響を受けます。 こ のため、 測定

機器には圧力衝撃の抑制（" ﾌﾟﾚｯｼｬﾊﾟﾙｽｻﾌﾟﾚｽ " と 呼ばれる短期信号抑制）機能

が装備されてお り 、 システムに関する混乱を防ぐ こ と ができ ます。

! 注意 !

"ﾌﾟﾚｯｼｬﾊﾟﾙｽｻﾌﾟﾚｽ" 機能を使用でき るのは、ローフ ローカ ッ ト オフがア ク テ ィ

ブな場合です（115 ページの "LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉｱﾀｲ "（LF カ ッ ト オフ ON の値）機

能を参照）。

プレ ッ シ ャパルスサプレ ス をア ク テ ィ ブにする期間を指定し ます。

プレッシャパルスサプレスの起動
プレ ッ シ ャパルスサプレ スは、 流量がローフ ローカ ッ ト オフのス イ ッ チオンの

値 （下図の a 点） を下回る と 起動し ます。

プレ ッ シ ャパルスサプレ スがア ク テ ィ ブな状態では、 以下の条件が適用されま

す。

• 電流出力 ; 流量ゼロ を示す電流を出力し ます。

• パルス / 周波数出力 ; 流量ゼロ を示す周波数を出力し ます。

• デ ィ スプレ イの流量指示値 : 0

• 積算計の指示値 : 直前の正しい値を保持し ます。

プレッシャパルスサプレスの停止
プ レ ッ シ ャ パル ス サプ レ ス は、 こ の機能で設定 し た時間の経過後 （下図の

b 点）、 停止し ます。

! 注意 !

プレ ッ シ ャパルスサプレ スの時間が経過し、 かつ流量がローフ ローカ ッ ト オフ

のス イ ッ チオフの値 （下図 c 点） を超えている場合には、実際の流量値が表示、

出力されます。

a0001285-en

① ス イ ッ チオンの値 （ローフ ローカ ッ ト オフ）、

② ス イ ッ チオフの値 （ローフ ローカ ッ ト オフ）

a : ローフ ローカ ッ ト オフ値に到達し ていない場合、 作動

b : 設定時間の経過後停止

c : パルスの計算時に流量を考慮
: 抑制された値

Q : 流量

ユーザ入力 :
最大 4 桁の数値と 単位 : 0.00 ～ 100.0 s

初期設定 :
0.00 s

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ ﾌﾟﾛｾｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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ĢļđġļĻĶĠ（導電率）
（6405）

導電率の測定をオンにし ます。

選択項目 :
ｵﾌ

" ｿｳﾃｲｶﾝｶｸ ﾅｶﾞｲ " （測定間隔長い） 流量測定 500 回毎に測定し ます

500 × 測定期間→ 126 ページ）

" ｿｸﾃｲｶﾝｶｸ ﾐｼﾞｶｲ " （測定間隔短い） 流量測定 50 回毎に測定し ます

（50 × 測定期間→ 126 ページ）

初期設定 :
ｵﾌ

! 注意 !

• こ の機能は、 センサの特性に応じ て使用する こ と ができ ます

（" ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ ﾕｳｺｳ " （導電率有効） を参照 → 127 ページ）。

• 導電率をオンにし た場合は、 設定 " ｼｽﾃﾑ ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ >3 にする よ う お勧めし ま

す→ 123 ページ。

" 警告 !

導電率測定中は、 流量測定に電極を使用でき ないため （最大 8 × 測定期間 

→ 126 ページ）、 流量値が変化し な く な り ます。 し たがって、 場合によ っては、

一時的な流量変化が認識されないこ と があ り ます。

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ ﾌﾟﾛｾｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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9.2.2 " ｶﾗｹﾝﾁ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ " （空検知パラ メ ータ） 機能グループ

ĕĬĻ ĕħđ（基本機能） G ⇒ HART GAA

⇓ 

ĪĽĹĜě ĨĽĵİĎĞ GIA ⇒ ĜčġĐ（設定） 640

⇓ 

ĔĵėĻğ ĨĽĵİĎĞ
（空検知パラメータ）

642

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ ﾌﾟﾛｾｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ➞ ｶﾗｹﾝﾁ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ （空検知パラ メ ータ）

ĔĵėĻğ（空検知）
（6420）

計測チューブが満管でなければ、 流量は正し く 測定でき ません。 計測チューブ

の状態を常時、 " ｶﾗｹﾝﾁ （EPD） " （空検知） 機能で監視する こ と ができ ます。

そのためには、 この機能を使用し て空検知 （EPD、 EPD 電極を使用） を起動し

ます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

初期設定 :
ｵﾌ

! 注意 !

• " ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ " は、 センサに空検知電極を取付けた場合にだけ使用でき ます。

• 納品し た時点で空検知機能の初期設定はオフになっています。 必要に応じ

て、 こ の機能を有効にする必要があ り ます。

• 測定機器は、 工場出荷時に水 （約 500 μS/cm） を使用し て校正済みです。 流

体の導電率が この基準値 と異な る場合は、満管 / 空パイプ調整を現場で再度

実行す る 必要があ り ます (122 ページの ｶﾗｹﾝﾁ ﾉ ﾁｮｳｾｲ （空検知の調整）

（6481） を参照 )。

• 空検知機能を有効にするには、 正しい調整係数が必要です。

調整係数が指定されていない場合は、" ｶﾗｹﾝﾁ ﾉ ﾁｮｳｾｲ " （空検知の調整） 機

能 （6481） が表示されます （122 ページを参照）。

• 調整に問題があ る場合は、 画面に以下のエラー メ ッ セージが表示されます。

- ﾏﾝｶﾝ = ｶﾗ （満管 = 空）

満管 / 空パイプの調整値が同一です。 この場合は、 空パイプ / 満管の調

整を再度実行する必要があ り ます。

- ﾁｮｳｾｲﾌｶﾉｳ （調整不可能）

流体の導電率が許容範囲外なので、 調整ができ ません。

ĔĵėĻğ（EPD）（空パイプ検知）に関する注記
• 計測チューブが満管でなければ、 流量は正し く 測定でき ません。 計測チュー

ブの状態を常時、" ｶﾗｹﾝﾁ （EPD） " （空検知） 機能で監視する こ と ができ ます。

• 空パイプや部分満管はプロセスエラーです。 初期設定では注意 メ ッ セージを

送出し ます。 このプロセスエラーは出力には影響し ません。

• EPD プロセスエラーは、設定可能な リ レー出力またはステータ ス出力で送信

する こ と ができ ます。

• 送出す る 注意 メ ッ セ ー ジ ま た は ア ラ ー ム メ ッ セ ー ジ を 指定す る に は、

" ﾌﾟﾛｾｽｴﾗｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （プロセスエラーの割当） 機能 （8002） を使用し ます。

144 ページ

• 調整値の妥当性は、 " ｶﾗｹﾝﾁ （EPD） " （空検知） 機能を起動し た と きにだけ

確認されます。 " ｶﾗｹﾝﾁ （EPD） " （空検知） 機能がア ク テ ィ ブな と きに空パ

イプ / 満管調整を実行し た場合は、 妥当性チェ ッ ク を行 う ために、 調整の完

了後に " ｶﾗｹﾝﾁ （EPD） " （空検知） 機能を一度無効にし、 再度有効にする必

要があ り ます。

部分満管での応答
" ｶﾗｹﾝﾁ （EPD） " （空検知） 機能がア ク テ ィ ブな と きに部分満管 / 空パイプを

検知し た場合、" ﾊﾟｲﾌﾟｶﾗ " （パイプ空） の注意 メ ッ セージがデ ィ スプレ イに表示

されます。 " ｶﾗｹﾝﾁ （EPD） " （空検知） 機能がオフの と きに部分満管を検知し

た場合の応答は、 同一設定のシ ス テムで も以下の よ う に異な る場合があ り ま

す。

• 流量の指示値が変動する

• 流量ゼロ

• 流量値が過度に大き く な る
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ĔĵėĻğ ēđĢđĚļĔĻ
（空検知応答時間）
（6425）

! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ｶﾗｹﾝﾁ （EPD） " （空検知） 機能 （6420）

をオンにする必要があ り ます。

注意 メ ッ セージまたはア ラーム メ ッ セージを送出する ための条件と な る、 「空」

パイプ状態の継続時間を入力し ます。

ユーザ入力 :
固定小数点数 : 1.0 ～ 100 s 

初期設定 :
1.0 s

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ ﾌﾟﾛｾｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ➞ ｶﾗｹﾝﾁ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ （空検知パラ メ ータ）
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9.2.3 "ECC ﾊﾟﾗﾒｰﾀ " 機能グループ

ĕĬĻ ĕħđ（基本機能） G ⇒ HART GAA

⇓ 

ĪĽĹĜě ĨĽĵİĎĞ GIA ⇒ ĜčġĐ（設定） 640

⇓ 

ĔĵėĻğ ĨĽĵİĎĞ
（空検知パラメータ）

642

⇓ 

ECC ĨĽĵİĎĞ 644

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ ﾌﾟﾛｾｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ➞ ECC ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ECC
（6440） ! 注意 !

こ の機能が使用でき るのは、 測定機器に電極ク リ ーニング機能 （オプシ ョ ン）

が装備されている場合のみです。

定期的な電極ク リ ーニング （ECC） を有効にし ます。

選択項目 :
ｵﾝ （オプシ ョ ンの電極ク リ ーニング （ECC） 機能があ る場合のみ）

ｵﾌ

初期設定 :
ｵﾝ （オプシ ョ ンの電極ク リ ーニング （ECC） 機能があ る場合のみ）

電極クリーニング（ECC）に関する注記
電極や計測チューブの壁面に導電物質 （砂鉄など） が付着する と、 測定誤差が

増大する原因にな り ます。 電極ク リ ーニング回路 （ECC） は、 電極周囲で導電

物質の付着を防ぐために開発されま し た。

上記の ECC 機能は、 タ ン タルを除 く すべての電極で使用でき ます。 タ ン タル

の電極では、 ECC は電極表面の酸化のみを防ぎます。

" 警告 !

導電物質が付着する アプ リ ケーシ ョ ンで ECC 機能を長期間オフにする と 、 計

測チューブの内壁に導電層が形成され、 測定値の誤差が増加する こ と があ り ま

す。導電層があ る程度の厚さ を超え る と 、ECC 機能をオンにし て も除去でき な

い場合があ り ます。 この場合は、 計測チューブを ク リ ーニング し て導電層を除

去する必要があ り ます。

ECC ėĐĝļĖĚļĔĻ
（ECC 継続時間）
（6441）

! 注意 !

こ の機能が使用で き る のは、 測定機器にオプシ ョ ンの電極 ク リ ーニン グ機能

（ECC） が装備されている場合のみです。

電極ク リ ーニングの実行継続時間を指定し ます。

ユーザ入力 :
固定小数点数 : 0.01 ～ 30.0 s

初期設定 :
2.0 s
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ECC ĶĔĨļĶĎĚļĔĻ
（ECC リカバリー時間）
（6442）

! 注意 !

こ の機能が使用で き る のは、 測定機器にオプシ ョ ンの電極 ク リ ーニン グ機能

（ECC） が装備されている場合のみです。

ク リ ーニング前に測定し た最後の流量値を保持する時間 （ リ カバ リ ー時間） を

指定し ます。 電極の ク リ ーニング後は電気化学的な干渉電圧によ り 信号出力が

変動する こ と があ るので、 リ カバ リ ー時間が必要です。

ユーザ入力 :
最大 3 桁の数値 : 1 ～ 600 s

初期設定 :
60 s

" 警告 !

リ カバ リ ー時間中は、 ク リ ーニング前に測定し た最後の値が出力されます （最

大 600 s）。 こ の期間中は流体の停止など、 流体の変化を記録し ません。

ECC ęĐĖķ
（6443） ! 注意 !

こ の機能が使用で き る のは、 測定機器にオプシ ョ ンの電極 ク リ ーニン グ機能

（ECC） が装備されている場合のみです。

電極ク リ ーニングの周期を指定し ます。

ユーザ入力 :
整数 : 30 ～ 10080 min

初期設定 :
40 min

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ ﾌﾟﾛｾｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ➞ ECC ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
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9.2.4 " ﾁｮｳｾｲ " （調整） 機能グループ

ĕĬĻ ĕħđ（基本機能） G ⇒ HART GAA

⇓ 

ĪĽĹĜě ĨĽĵİĎĞ GIA ⇒ ĜčġĐ（設定） 640

⇓ 

ĔĵėĻğ ĨĽĵİĎĞ
（空検知パラメータ）

642

⇓ 

ECC ĨĽĵİĎĞ 644

⇓ 

ğČđĜĐ（調整） 648

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ ﾌﾟﾛｾｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ➞ ﾁｮｳｾｲ （調整）

ĔĵėĻğ ħ ğČđĜĐ
（空検知の調整）
（6481）

計測チューブの空パイプ / 満管調整を実行し ます。

! 注意 !

満管 / 空パイプ調整の詳しい説明と役に立つ ヒ ン ト については、 118 ページを

参照し て く だ さい。

選択項目 :
ｵﾌ

ﾏﾝｶﾝ ﾁｮｳｾｲ （満管調整）

ｶﾗﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｳｾｲ （空パイプ調整）

初期設定 :
ｵﾌ

満管 / 空パイプ調整（EPD）の手順
1. 配管を空にし ます。 空パイプ調整では、 計測チューブの壁面が測定流体で

濡れている必要があ り ます。

2. 空パイプの調整を開始し ます。 " ｶﾗﾊﾟｲﾌﾟﾁｮｳｾｲ " （空パイプ調整） を選択

し、 F を押し て確定し ます。

3. 空パイプの調整が済んだら、 配管を流体で満管にし ます。

4. 満管の調整を開始し ます。

5. 調整が完了し た ら、 " ｵﾌ " を選択し、 F を押し て機能を終了し ます。

6. " ｶﾗｹﾝﾁ （EPD） " （空検知） 機能を選択し ます （118 ページを参照）。

" ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ " を選択し、 F を押し て確定し て、 空検知機能をオンにし ます。

" 警告 !

空検知機能を有効にするには、 調整係数が正しい必要があ り ます。 調整が正し

く ない場合、 デ ィ スプレ イに以下の メ ッ セージが表示される こ と があ り ます。

- ﾏﾝｶﾝ = ｶﾗ （満管 = 空）

満管 / 空パイプの調整値が同一です。 この場合、 満管 / 空パイプ調整を

やり直す必要があります。

- ﾁｮｳｾｲﾌｶﾉｳ （調整不可能）

流体の導電率が範囲外なので、 調整ができ ません。
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9.3 " ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ " グループ

9.3.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĕĬĻ ĕħđ（基本機能） G ⇒ HART GAA

⇓ 

ĪĽĹĜě ĨĽĵİĎĞ GIA

⇓ 

Ěěġį ĨĽĵİĎĞ GLA ⇒ ĜčġĐ（設定） 660

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

ĜĻę ĢĶĠėĬđĘđ
（センサ取付方向）
（6600）

必要に応じ て、 流量の符号を逆にし ます。

選択項目 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向） （矢印の方向）

ｷﾞｬｸﾎｳｺｳ （逆方向） （矢印の反対方向）

初期設定 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

! 注意 !

センサの銘板に記載されている矢印の方向を基準にし て、 実際の流れの方向を

確認し て く だ さい。

Ěěġį ĞļĻĩĽĻĖļ
（6603）

デジ タルフ ィ ルタの程度を設定し ます。 この機能は、 ノ イ ズ （固形分の多い流

体、 流体内の気泡など） に対する測定信号の感度を下げます。 フ ィ ルタの設定

値を増加する と 、 システム応答時間が長 く な り ます。

ユーザ入力 :
0 ～ 15

初期設定 :
7

! 注意 !

" ｼｽﾃﾑ ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ " は、 測定機器のすべての機能と 出力に影響し ます。

ĐĻġĖļĸĎĚČĻ ħ ĚļĔĻ
（インテグレーションの時
間）

（6604）

積分時間を表示し ます。

積分時間は、 流体の起電力 （測定電極で測定） を合計する期間、 つま り 測定機

器が実際の流れを記録する時間です （その後、 極性反転によ り 次の積分のため

の磁場が作成されます）。

表示内容 :
最大 2 桁の数値 : 1 ～ 65 ms

初期設定 :
5 ms （H センサは異な り ます）
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ĬĽĚļġĆĪļĜļĹĶĞĎĻ
（6605）

プロセス変数の評価を中断し ます。 た と えば、 配管の洗浄中はこの機能を使用

する必要があ り ます。 こ の設定は、 測定機器のすべての機能 と出力に影響し ま

す。

選択項目 :
ｵﾌ

ｵﾝ : 信号出力は " ﾘｭｳﾘｮｳ ｾﾞﾛ " （流量ゼロ） の値

初期設定 :
ｵﾌ

ěīĽĚĊķĪĆķĞĎ
（6606）

この機能では、 2 つの信号フ ィ ルタ をア ク テ ィ ブにする こ と ができ ます。 これ

らのフ ィ ルタでは、変動の大きい流体の信号を抑制し た り （" ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾌﾛｰ "） 信

号出力を両方と も測定値どお り に再現 （" ｾｲﾎｳｺｳ "） する こ と ができ ます。

選択項目 :
ｾｲﾎｳｺｳ

通常の安定し た流体の信号出力用。

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾌﾛｰ

変動が大きい流体や脈流の信号出力用。

初期設定 :
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

" 警告 !

• 信号出力の挙動は、 " ｼｽﾃﾑ ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ " 機能 （6603） によ って も決ま り ます。

• その他のフ ィ ルタ設定 （" ｾｲﾎｳｺｳ CIP" や " ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾛｰ CIP" など） は、 特殊

なサービ ス コード を使用する方法でのみ選択でき ます。 このよ う な設定は多

く の場合サービ ス技術者が行い、 カス タマーコード が新規入力される と 削除

されて無効にな り ます。

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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9.4 " ｾﾝｻ ﾃﾞｰﾀ " グループ

9.4.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĕĬĻ ĕħđ（基本機能） G ⇒ HART GAA

⇓ 

ĪĽĹĜě ĨĽĵİĎĞ GIA

⇓ 

Ěěġį ĨĽĵİĎĞ GLA

⇓ 

ĜĻę ġļĎĞ GNA ⇒ ĜčġĐ（設定） 680

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ ｾﾝｻ ﾃﾞｰﾀ ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

すべてのセンサ データ （校正フ ァ ク タ、 ゼロ点、 および呼び口径） は出荷時に設定され、 S-DAT センサの

メ モ リ チ ッ プに保存されています。

! 注意 !

機能の個々の値は、 センサの銘板にも記載されています。

" 警告 !

通常の状態では、以下のパラ メ ータ設定は変更し ないで く だ さい。変更によ り 測定機器全体の各種機能、特

に測定システムの精度が影響を受けます。 こ のため、 以下の機能は、 パーソナルコー ド を入力し て も変更

でき ません。

これらの機能についてご質問があ る場合は、 弊社サービ ス までお問い合わせ く ださい。

ĘđĜĐĩļ（校正日）
（6808）

この機能を使用し て、 センサ校正の日付と 時刻を表示し ます。

表示内容 :
校正の日付および時刻

初期設定 :
現在の校正の日付および時刻

! 注意 !

校正の日付および時刻のフ ォーマ ッ ト は、" ﾌｫｰﾏｯﾄ ﾋﾂﾞｹ / ｼﾞｺｸ "（フ ォーマ ッ ト

日付 / 時刻） （0429） 機能で設定し て く だ さい。 → 19 ページ

K-FACTOR
（6801）

センサの実際の校正フ ァ ク タ （正方向） を表示し ます。 校正フ ァ ク タは出荷時

に設定されています。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 : 0.5000 ～ 2.0000

初期設定 :
呼び口径と 校正によ って異な り ます。

ĜļĹġĻ（ゼロ点）
（6803）

センサの実際のゼロ点補正値を表示し ます。

ゼロ点補正は出荷時に設定されています。

表示内容 :
最大 4 桁の数値 : -1000 ～ +1000

初期設定 :
呼び口径と 校正によ って異な り ます。

ĴĩļĘđėĐ（呼び口径）
（6804）

センサの呼び口径を指定し ます。 呼び口径はセンサのサイ ズによ って異な り 、

出荷時に設定されています。

表示内容 :
2 ～ 2000 mm、 または 1/12 ～ 78"

初期設定 :
センサのサイ ズによ って異な り ます。
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9.4.2 " ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ " 機能グループ

ĕĬĻ ĕħđ（基本機能） G ⇒ HART GAA

⇓ 

ĪĽĹĜě ĨĽĵİĎĞ GIA

⇓ 

Ěěġį ĨĽĵİĎĞ GLA

⇓ 

ĜĻę ġļĎĞ GNA ⇒ ĜčġĐ（設定） 680

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 682

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ ｾﾝｻ ﾃﾞｰﾀ ➞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

すべてのセンサデータ （測定期間、 超過電圧時間など） は出荷時に設定され、 S-DAT センサの メ モ リ チ ッ

プに保存されています。

" 警告 !

通常の状態では、以下のパラ メ ータ設定は変更し ないで く だ さい。変更によ り 測定機器全体の各種機能、特

に測定システムの精度が影響を受けます。 こ のため、 以下の機能は、 パーソナルコー ド を入力し て も変更

でき ません。

これらの機能についてご質問があ る場合は、 弊社サービ ス までお問い合わせ く ださい。

ĝĖġĐ ĕĔĻ
（測定期間）
（6820）

測定期間を表示し ます。 測定期間は、 磁場の立上が り 時間、 リ カバ リ ー時間、

積分時間、 および空パイプ検知時間から計算されます。

表示内容 :
最大 4 桁の数値 : 10 ～ 1000 ms

初期設定 :
呼び口径によ って異な り ます。

EPD ġļĻĕČĖ
（EPD 電極）
（6822）

センサに EPD 電極が装備されているかど う かを確認し ます。

表示内容 :
ﾊｲ

ｲｲｴ

初期設定 :
ﾊｲ : 電極は標準装備

EPD ħĕČĖĜĐ
（ECC の極性）
（6823）

オプシ ョ ンの電極ク リ ーニング （ECC） の実際の電流極性を表示し ます。 電極

ク リ ーニングでは、 電極の材質によ り 使用する電流極性がプラ スの場合も マイ

ナスの場合も あ り ます。

測定機器は、S-DAT に保存されている電極材質データに基づいて、 正しい極性

を自動選択し ます。

表示内容 :
プラ ス → 電極の材質が 1.4435/ SS 316L、 ア ロ イ C-22、 白金、 チタ ン、

タ ング ステンカーバード コーテ ィ ング （1.4435 の電極）、

1.4310/302 の場合。

マ イナス → 電極の材質がタ ン タルの場合。

" 警告 !

電極に不正な電流を流すと、 電極が破壊されます。
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ġļĻĢļđĶĠ ĳđĘđ
（導電率有効）
（6824）

センサが導電率測定でき るかど う かの確認に使用し ます。

表示内容 :
" ﾊｲ " （はい） → 導電率が有効 ：

- センサ S （ブラ シ電極は不可）

" ｲｲｴ " （いいえ） → 導電率が無効 ：

- センサ S （ブラ シ電極）

- センサ H

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） ➞ ｾﾝｻ ﾃﾞｰﾀ ➞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ
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10.1 " ｼﾝﾀﾞﾝｷﾉｳ " （診断機能） グループ

はじめに
オプシ ョ ンの ソ フ ト ウ ェ アパ ッ ケージ 「診断機能」 （F-CHIP） を使用し て、 測定電極への付着、
摩耗、 腐食などの測定電極の変化を早期に検出する こ と ができ ます。 このよ う な現象は精度の低
下、 程度がひどい場合にはシステムエラーの発生に繋がる事があ り ます。

診断機能を使用し て、 動作中に以下の診断パラ メ ータ を記録する こ と ができ ます。

• 測定電極でのテス ト パルスの減衰時間
• 両方の測定電極の電位
• 体積流量 （テス ト パルス印加前）

これらの診断パラ メ ータの全体的な傾向や、 基準条件に対する偏差を分析する こ と によ り 、 早期
に問題を検出し て必要な措置を執る こ と ができ ます。

テス ト パルスの減衰時間定数測定 （図 2） :
両方の測定電極を監視する こ と によ り 、 付着を早期に検出する こ と ができ ます。 こ のためには、
パルス幅 tp （通常 1 ～ 20 ms） を持つ指定電圧のパルス UB を電極に定期的に付加し、時定数 τR
を測定し ます。 時定数は、 測定電極の状態の関数です。

a0006131

図 2: 測定電極における電圧パルスの時定数曲線

U0 = 電圧ゼロ、 UB = 付着検知用テス ト パルスの電圧、 tp = パルス間隔、 τR = 時定数、

tE = リ カバリー時間

電極電位の測定 :
電極電位は、 固形分、 気泡、 流体の不均一性、 突然の pH の変化、 機械的な損傷、 腐食によ る変
化など、 さ まざまな要因の影響を受けます。 し たがって、 電極電位を監視する こ と によ り 、 指定
し た外乱要因に関する情報が得られます。

体積流量の測定 （テス ト パルス印加の直前） :
こ こ での 「体積流量」 と は、 測定電極にテス ト パルス を印加する直前に取得し た体積流量値を指
し ます。 この値は、 付着の情報、 摩耗、 または腐食に関し て、 時定数や電極電位を解釈する ため
の別の基準と な り ます。
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付着物検知の開始（手順）
1. 診断パラ メ ータの基準値を確認し ます。→ " ﾕｰｻﾞｰｷｼﾞｭﾝｼﾞｮｳﾀｲ " （ユーザー基準状態） 機能

（7501）

2. 基準状態を選択し ます → " ｷｼﾞｭﾝｼﾞｮｳﾀｲ ｾﾝﾀｸ " （基準状態選択） 機能 （7502）

3. 診断パラ メ ータ を確認する タ イ ミ ングを指定し ます。

- 間隔 → " ﾃﾞｰﾀｼｭﾄｸ ｼﾞｶﾝ " （データ取得時間） 機能 （7511）
- 定期的または手動 → " ﾃﾞｰﾀｼｭﾄｸﾓｰﾄﾞ " （データ取得モード） 機能 （7510）

4. 付着物検知をオンにし ます。 → " ｺｰﾃｨﾝｸﾞｹﾝﾁ " （コーテ ィ ング検知） 機能 （7520）

5. 警告モード をオンにし ます （必要な場合）。

! 注意 !
" ｹｲｺｸ ﾓｰﾄﾞ " （警告モード） 機能 （7503） の使用は通常、 診断パラ メ ータの傾向分析を以前
行っている場合にのみ意味があ り ます。 その場合のみ、 プロセスに固有の リ ミ ッ ト 値 （許
容でき る基準状態からの最大偏差） を入力でき ます。

- 警告モード をオンにし ます。 → " ｹｲｺｸ ﾓｰﾄﾞ " （警告モード） 機能 （7503）
- 基準状態からの時定数の最大許容偏差を入力し ます。 → " ｹｲｺｸ " （警告） 機能 （7536、

7546）
診断パラメータの傾向分析

十分な数の測定値を検討する こ と によ り 、 付着の形成、 または測定電極の損傷 （腐食や機械的な
影響によ る） の傾向を示す、 有益な情報が得られます。

機能マ ト リ ク スから、 以下の診断パラ メ ータの値を呼び出すこ と ができ ます。
• 基準値
• 電極電位の時定数の実際の値
• 最後の調整以降の最大値 / 最小値
• 直前の測定値 10 点 のデータ履歴 （"FieldCare" ソ フ ト ウ ェ アから呼出し た場合は 100 点）
• 診断パラ メ ータ値と基準値と の実際の差

付着物の有無を判断するには、" ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 1" （コーテ ィ ング電極 1） と  " ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 2"
（コ ーテ ィ ン グ電極 2） の機能グループの診断パ ラ メ ー タ を " ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1" （電極電位 1） 、
" ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2" （電極電位 2）、 および " ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ " （体積流量） の診断パラ メ ータ と組合わせ
て解釈する必要があ り ます。 付着物は通常、 数か月にわたって増加するので、 弊社のソ フ ト ウ ェ
アパッ ケージであ る "FieldCare" などのソ フ ト ウ ェアを使用し て、関連データ を測定し、パラ メ ー
タ を分析する と便利です。

" 警告 !
時定数と電極電位は電極位置におけるプロセス条件 と流体に依存するので、 傾向分析の開始時に
は各プロセスおよび各流体の安定し た状態の基準値を測定する必要があ り ます。 その後、 定期的
に診断パラ メ ータが測定され、 測定機器の保存ユニ ッ ト （RAM） に保存されます。

! 注意 !
「傾向分析」 の詳細については、 『プロマグ 55 取扱説明書』 を参照し て く ださい。
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10.1.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĢĖĚċĕħđ（特殊機能） H ⇒ ĚĻĞļĻ ĕħđ（診断機能） HEA ⇒ ĜčġĐ（設定） 750

機能説明
ﾄｸｼｭｷﾉｳ （特殊機能） ➞ ｼﾝﾀﾞﾝ ｷﾉｳ （診断機能） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

ĳĎęļĎĕĚļċĻĚļČđĞĐ
（ユーザー基準状態）
（7501）

プ ロ セ スの各種診断パ ラ メ ータ の基準値を確認する ために、 調整を開始し ま

す。 これらの基準値は以降の傾向分析 （摩耗、 腐食、 または付着の情報に関す

る） の 「開始点」 と し て使用する値であ り 、 安定状態の各プロセス、 または各

流体について確認する必要があ り ます。

調整の実行時には、 以下の診断パラ メ ータの基準値を確認し ます。

• テス ト パルスの減衰時間 （測定電極 1、 2）

• 電極電位 （測定電極 1、 2）

• 体積流量 （テス ト パルス印加前）

選択項目 :
ｷｬﾝｾﾙ

ｽﾀｰﾄ

初期設定 :
ｷｬﾝｾﾙ

ĕĚļċĻĚļČđĞĐ ĜĻĞĖ
（基準状態選択）
（7502）

診断パラ メ ータ を後で比較する対象 と なる基準状態を選択し ます （初期設定ま

たはユーザ設定）。

選択項目 :
ｺｳｼﾞｮｳ （工場） （初期設定）

ﾕｰｻﾞｰ （ユーザが確認し た基準値 → 機能 7501）

初期設定 :
ｺｳｼﾞｮｳ （工場）

ėĐĘĖ ıĎĢļ
（警告モード）
（7503）

基準状態 （" ｷｼﾞｭﾝｼﾞｮｳﾀｲ ｾﾝﾀｸ " （基準状態選択） 機能を参照） と診断パラ メ ー

タの測定値と の差が発生し た場合に警告を送出するかど う かを決定し ます。

警告を送出する よ う に設定し た場合、 以下のパラ メ ータが基準状態 と比較され

ます。

• テス ト パルスの時定数 → " ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 1" （コーテ ィ ング電極 1）、

" ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 2" （コーテ ィ ング電極 2） 機能グループ

• 電極電位 → " ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1" （電極電位 1）、 " ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2" （電極電位 2）

機能グループ

• 体積流量 → " ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ " （体積流量） 機能グループ

選択項目 :
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定 :
ｵﾌ
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10.1.2 " ｼｭﾄｸ " （取得） 機能グループ

ĢĖĚċĕħđ（特殊機能） H ⇒ ĚĻĞļĻ ĕħđ（診断機能） HEA ⇒ ĜčġĐ（設定） 750

⇓ 

ĚċĢĖ（取得） 751

機能説明
ﾄｸｼｭｷﾉｳ （特殊機能） ➞ ｼﾝﾀﾞﾝ ｷﾉｳ （診断機能） ➞ ｼｭﾄｸ （取得）

ġļĎĞĚċĢĖıĎĢļ
（データ取得モード）
（7510）

診断パラ メ ータ を測定機器で定期的に取得するか、 手動で取得するかを指定し

ます。

選択項目 :
ｵﾌ

ﾃｲｷ ﾃｷ （定期的）

ﾀﾝﾊﾟﾂ ﾃｷ （単発的）

初期設定 :
ｵﾌ

ġļĎĞĚċĢĖ ĚļĔĻ
（データ取得時間）
（7511）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ﾃﾞｰﾀｼｭﾄｸﾓｰﾄﾞ "（データ取得モード）機

能 （7510） で " ﾃｲｷ ﾃｷ " （定期的） を選択する必要があ り ます。

診断パラ メ ータ を定期的に取得、 記録する間隔を指定し ます。 F キーで指定値

を確定する と、 即座にこの機能がア ク テ ィ ブにな り ます。

ユーザ入力 :
10 ～ 10080 min

初期設定 :
60 min

! 注意 !

診断パ ラ メ ータ を測定する前に、 基準状態の値を確認し てい る必要があ り ま

す。 → " ｷｼﾞｭﾝｼﾞｮｳﾀｲ ｾﾝﾀｸ " （基準状態選択） 機能 （7502）

ġļĎĞĚċĢĖ ĚļčĘđ
（データ取得実行）
（7512）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ﾃﾞｰﾀｼｭﾄｸﾓｰﾄﾞ "（データ取得モード）機

能 （7510） で " ﾀﾝﾊﾟﾂ ﾃｷ " （単発的） を選択する必要があ り ます。

プロセス条件に応じ て、 診断パラ メ ータ を単発的に手動で測定し ます。

選択項目 :
ｷｬﾝｾﾙ

ｽﾀｰﾄ

初期設定 :
ｷｬﾝｾﾙ

! 注意 !

診断パ ラ メ ータ を取得する前に、 基準状態の値を確認し てい る必要があ り ま

す。 → " ｷｼﾞｭﾝｼﾞｮｳﾀｲ ｾﾝﾀｸ " （基準状態選択） 機能 （7502）

Ķĸĕ ħ ĶĜčĢ
（履歴のリセット）
（7513）

以前保存し た診断パ ラ メ ータ の値をすべて削除し ます （" ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 1"

（ コ ーテ ィ ン グ 電極 1） 、 " ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 2" （コ ーテ ィ ン グ 電極 2） 、

" ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1" （電極電位 1）、" ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2" （電極電位 2）、" ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ "

（体積流量） の機能グループのパラ メ ータ）。

選択項目 :
ｲｲｴ

ﾊｲ

初期設定 :
ｲｲｴ
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10.1.3 " ｺｰﾃｨﾝｸﾞｾｯﾃｲ " （コーテ ィ ング設定） 機能グループ

ĢĖĚċĕħđ（特殊機能） H ⇒ ĚĻĞļĻ ĕħđ（診断機能） HEA ⇒ ĜčġĐ（設定） 750

⇓ 

ĚċĢĖ（取得） 751

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļĜčġĐ
（コーティング設定）

752

機能説明
ﾄｸｼｭｷﾉｳ （特殊機能） ➞ ｼﾝﾀﾞﾝ ｷﾉｳ （診断機能） ➞ ｺｰﾃｨﾝｸﾞｾｯﾃｲ （コーテ ィ ング設定）

ĘĎġĆĻĖļėĻğ
（コーティング検知）
（7520）

コーテ ィ ング検知 （測定電極への付着の検知） をオンにし ます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定 :
ｵﾌ

ĘĎġĆĻĖļėĻğ ġļĻďĠ
（コーティング検知電圧）
（7521）

コーテ ィ ング検知に必要なパルスの電圧 （図 2 の UB） を入力し ます。

ユーザ入力 :
0.1 ～ 6 V

初期設定 :
3 V

ĨĽķěĔĻĔĖ
（パルス間隔）
（7522）

時定数を測定する ためにパルス幅 （図 2 の tP） を入力し ます。

ユーザ入力 :
0.1 ～ 10 ms

初期設定 :
1 ms

ĶĔĨļĶĎ ħ ĚļĔĻ
（リカバリーの時間）
（7523）

テス ト パルスの遅延の リ カバ リ ー時間 （図 2 の tE） を指定し ます。 リ カバ リ ー

時間中は、 コーテ ィ ング検知前に測定し た流量値が保持されます。 コーテ ィ ン

グ検知用のパルスによ り 、 電気化学的な電圧が発生し て信号出力が変動する こ

と があ るので、 リ カバ リ ー時間を入力する必要があ り ます。

ユーザ入力 :
0.1 ～ 100 s

初期設定 :
10 s

" 警告 !

• リ カバ リ ー時間中は、 コーテ ィ ン グ検知前に測定し た流量値が出力さ れま

す。 これはつま り 、 この期間中は流体の停止など、 流体の変化を記録し ない

と い う こ と です。

• 入力し た リ カバ リ ー時間が小さすぎ る場合は、" ｺｰﾃｨﾝｸﾞｹﾝﾁ ﾌｶ " （コーテ ィ

ング検知不可能） のエラー メ ッ セージ （# 845） が送出されます。
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10.1.4 " ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 1" （コーテ ィ ング電極 1） 機能グループ

ĢĖĚċĕħđ（特殊機能） H ⇒ ĚĻĞļĻ ĕħđ（診断機能） HEA ⇒ ĜčġĐ（設定） 750

⇓ 

ĚċĢĖ（取得） 751

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļĜčġĐ
（コーティング設定）

752

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļġļĻĕČĖ 1
（コーティング電極 1）

753

機能説明
ﾄｸｼｭｷﾉｳ （特殊機能） ➞ ｼﾝﾀﾞﾝ ｷﾉｳ （診断機能） ➞ ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 1 （コーテ ィ ング電極 1）

ĕĚļċĻğ
（基準値）
（7530）

測定電極 1 の時定数の基準値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 ms）

ĚļčęĐ ħ ďĞĐ
（実際の値）
（7531）

測定電極 1 の時定数の測定値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 ms）

MIN. ħ ďĞĐ
（MIN. の値）
（7532）

保存し た値を最後に リ セ ッ ト または削除し てから測定された、測定電極 1 の時

定数の最小値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 ms）

MAX. ħ ďĞĐ
（MAX. の値）
（7533）

保存し た値を最後に リ セ ッ ト または削除し てから測定された、測定電極 1 の時

定数の最大値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 ms）

Ķĸĕ（履歴）
（7534）

測定電極 1 の時定数の測定値 10 点を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 ms）

ĚļčęĐ ħ īĻę
（実際の偏差）
（7535）

測定電極 1 の時定数の測定値と、 " ｷｼﾞｭﾝｼﾞｮｳﾀｲ ｾﾝﾀｸ " （基準状態選択） 機能

（7502） で選択し た基準値と の差を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 ms）

ėĐĘĖ ĸīļķ
（警告レベル）
（7536）

! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ｹｲｺｸ ﾓｰﾄﾞ " （警告モード） 機能 （7503）

をオンにする必要があ り ます。

時定数について、 基準値からの最大許容差 （ リ ミ ッ ト 値） を指定し ます。 こ の

リ ミ ッ ト 値を上回るか下回る と、 システムエラー メ ッ セージ （注意 メ ッ セージ

に分類） が出力 さ れ ま す。 こ のために、 こ の機能に入力 し た値 と 実際の差

（" ｼﾞｯｻｲ ﾉ ﾍﾝｻ " （実際の偏差） 機能 （7535） を参照） が比較されます。

ユーザ入力 :
1 ～ 10000 ms

初期設定 :
100 ms
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10.1.5 " ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 2" （コーテ ィ ング電極 2） 機能グループ

ĢĖĚċĕħđ（特殊機能） H ⇒ ĚĻĞļĻ ĕħđ（診断機能） HEA ⇒ ĜčġĐ（設定） 750

⇓ 

ĚċĢĖ（取得） 751

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļĜčġĐ
（コーティング設定）

752

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļġļĻĕČĖ 1
（コーティング電極 1）

753

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļġļĻĕČĖ 2
（コーティング電極 2）

754

機能説明
ﾄｸｼｭｷﾉｳ （特殊機能） ➞ ｼﾝﾀﾞﾝ ｷﾉｳ （診断機能） ➞ ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾝｷｮｸ 2 （コーテ ィ ング電極 2）

ĕĚļċĻğ
（基準値）
（7540）

測定電極 2 の時定数の基準値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 ms）

ĚļčęĐ ħ ďĞĐ
（実際の値）
（7541）

測定電極 2 の時定数の測定値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 ms）

MIN. ħ ďĞĐ
（MIN. の値）
（7542）

保存し た値を最後に リ セ ッ ト または削除し てから測定された、測定電極 2 の時

定数の最小値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 ms）

MAX. ħ ďĞĐ
（MAX. の値）
（7543）

保存し た値を最後に リ セ ッ ト または削除し てから測定された、測定電極 2 の時

定数の最大値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 ms）

Ķĸĕ（履歴）
（7544）

測定電極 2 の最新測定値 10 点を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 ms）

ĚļčęĐ ħ īĻę
（実際の偏差）
（7545）

測定電極 2 の時定数の測定値と、 " ｷｼﾞｭﾝｼﾞｮｳﾀｲ ｾﾝﾀｸ " （基準状態選択） 機能

（7502） で選択し た基準値と の差を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 ms）

ėĐĘĖ ĸīļķ
（警告レベル）
（7546）

! 注意 !

この機能を使用するには、 あ らかじめ " ｹｲｺｸ ﾓｰﾄﾞ " （警告モード） 機能 （7503）

をオンにする必要があ り ます。

時定数について、 基準値からの最大許容差 （ リ ミ ッ ト 値） を指定し ます。

こ の リ ミ ッ ト 値を上回る か下回る と 、 シ ス テムエ ラー メ ッ セージ （注意 メ ッ

セージに分類） が出力されます。 このために、 この機能に入力し た値と実際の

差 （" ｼﾞｯｻｲ ﾉ ﾍﾝｻ " （実際の偏差） 機能 （7535） を参照） が比較されます。

ユーザ入力 :
1 ～ 10000 ms

初期設定 :
100 ms
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10.1.6 " ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1" （電極電位 1） 機能グループ

ĢĖĚċĕħđ（特殊機能） H ⇒ ĚĻĞļĻ ĕħđ（診断機能） HEA ⇒ ĜčġĐ（設定） 750

⇓ 

ĚċĢĖ（取得） 751

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļĜčġĐ
（コーティング設定）

752

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļġļĻĕČĖ 1
（コーティング電極 1）

753

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļġļĻĕČĖ 2
（コーティング電極 2）

754

⇓ 

ġļĻĕČĖġļĻĐ 1（電極電位 1） 755

機能説明
ﾄｸｼｭｷﾉｳ （特殊機能） ➞ ｼﾝﾀﾞﾝ ｷﾉｳ （診断機能） ➞ ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 1 （電極電位 1）

ĕĚļċĻğ
（基準値）
（7550）

測定電極 1 の電極電位の基準値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

ĚļčęĐ ħ ďĞĐ
（実際の値）
（7551）

測定電極 1 の電極電位の測定値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

MIN. ħ ďĞĐ
（MIN. の値）
（7552）

保存し た値を最後に リ セ ッ ト または削除し てから測定された、測定電極 1 の電

極電位の最小値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

MAX. ħ ďĞĐ
（MAX. の値）
（7553）

保存し た値を最後に リ セ ッ ト または削除し てから測定された、測定電極 1 の電

極電位の最大値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

Ķĸĕ（履歴）
（7554）

測定電極 1 の電極電位の最新 10 点を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

ĚļčęĐ ħ īĻę
（実際の偏差）
（7555）

測定電極 1 の電極電位の測定値と 、" ｷｼﾞｭﾝｼﾞｮｳﾀｲ ｾﾝﾀｸ " （基準状態選択） 機能

（7502） で選択し た基準値と の差を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）
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10.1.7 " ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2" （電極電位 2） 機能グループ

ĢĖĚċĕħđ（特殊機能） H ⇒ ĚĻĞļĻ ĕħđ（診断機能） HEA ⇒ ĜčġĐ（設定） 750

⇓ 

ĚċĢĖ（取得） 751

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļĜčġĐ
（コーティング設定）

752

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļġļĻĕČĖ 1
（コーティング電極 1）

753

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļġļĻĕČĖ 2
（コーティング電極 2）

754

⇓ 

ġļĻĕČĖġļĻĐ 1（電極電位 1） 755

⇓ 

ġļĻĕČĖġļĻĐ 2（電極電位 2） 756

機能説明
ﾄｸｼｭｷﾉｳ （特殊機能） ➞ ｼﾝﾀﾞﾝ ｷﾉｳ （診断機能） ➞ ﾃﾞﾝｷｮｸﾃﾞﾝｲ 2 （電極電位 2）

ĕĚļċĻğ
（基準値）
（7560）

測定電極 2 の電極電位の基準値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

ĚļčęĐ ħ ďĞĐ
（実際の値）
（7561）

測定電極 2 の電極電位の測定値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

MIN. ħ ďĞĐ
（MIN. の値）
（7562）

保存し た値を最後に リ セ ッ ト または削除し てから測定された、測定電極 2 の電

極電位の最小値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

MAX. ħ ďĞĐ
（MAX. の値）
（7563）

保存し た値を最後に リ セ ッ ト または削除し てから測定された、測定電極 2 の電

極電位の最大値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

Ķĸĕ（履歴）
（7564）

測定電極 2 の電極電位の最新 10 点を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

ĚļčęĐ ħ īĻę
（実際の偏差）
（7565）

測定電極 2 の電極電位の測定値と 、" ｷｼﾞｭﾝｼﾞｮｳﾀｲ ｾﾝﾀｸ " （基準状態選択） 機能

（7502） で選択し た基準値と の差を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）
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10.1.8 " ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ " （体積流量） 機能グループ

ĢĖĚċĕħđ（特殊機能） H ⇒ ĚĻĞļĻ ĕħđ（診断機能） HEA ⇒ ĜčġĐ（設定） 750

⇓ 

ĚċĢĖ（取得） 751

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļĜčġĐ
（コーティング設定）

752

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļġļĻĕČĖ 1
（コーティング電極 1）

753

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļġļĻĕČĖ 2
（コーティング電極 2）

754

⇓ 

ġļĻĕČĖġļĻĐ 1（電極電位 1） 755

⇓ 

ġļĻĕČĖġļĻĐ 2（電極電位 2） 756

⇓ 

ĞĐĜĕ ĶċđĶČđ（体積流量） 757

機能説明
ﾄｸｼｭｷﾉｳ （特殊機能） ➞ ｼﾝﾀﾞﾝ ｷﾉｳ （診断機能） ➞ ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

こ こ での 「体積流量」 と は、 測定電極にテス ト パルス を印加する直前に取得し た体積流量値を指し ます。 こ

の値は、付着の情報、摩耗、または腐食に関し て、時定数や電極電位を解釈する ための別の基準と な り ます。

ĕĚļċĻğ
（基準値）
（7570）

体積流量の基準値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数、 および単位

ĚļčęĐ ħ ďĞĐ
（実際の値）
（7571）

体積流量の実際の測定値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数、 および単位

MIN. ħ ďĞĐ
（MIN. の値）
（7572）

保存し た値を最後に リ セ ッ ト または削除し てから測定された、 体積流量の最小

値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数、 および単位

MAX. ħ ďĞĐ
（MAX. の値）
（7573）

保存し た値を最後に リ セ ッ ト または削除し てから測定された、 体積流量の最大

値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数、 および単位

Ķĸĕ（履歴）
（7574）

体積流量の最新測定値 10 点を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数、 および単位

ĚļčęĐ ħ īĻę
（実際の偏差）
（7575）

体積流量の測定値と、 " ｷｼﾞｭﾝｼﾞｮｳﾀｲ ｾﾝﾀｸ " （基準状態選択） 機能 （7502） で選

択し た基準値と の差を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数、 および単位
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10.1.9 " ﾉｲｽﾞﾁ " （ノ イズ値） 機能グループ

ĢĖĚċĕħđ（特殊機能） H ⇒ ĚĻĞļĻ ĕħđ（診断機能） HEA ⇒ ĜčġĐ（設定） 750

⇓ 

ĚċĢĖ（取得） 751

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļĜčġĐ
（コーティング設定）

752

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļġļĻĕČĖ 1
（コーティング電極 1）

753

⇓ 

ĘĎġĆĻĖļġļĻĕČĖ 2
（コーティング電極 2）

754

⇓ 

ġļĻĕČĖġļĻĐ 1（電極電位 1） 755

⇓ 

ġļĻĕČĖġļĻĐ 2（電極電位 2） 756

⇓ 

ĞĐĜĕ ĶċđĶČđ（体積流量） 757

⇓ 

ħĐěļğ（ノイズ値） 758

機能説明
ﾄｸｼｭｷﾉｳ （特殊機能） ➞ ｼﾝﾀﾞﾝ ｷﾉｳ （診断機能） ➞ ﾉｲｽﾞﾁ （ ノ イ ズ値）

両測定電極の差動信号の標準偏差です。 測定信号の質を示す追加指標にな り ます。

ĕĚļċĻğ
（基準値）
（7580）

ノ イ ズ値の基準値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

ĚļčęĐ ħ ďĞĐ
（実際の値）
（7581）

測定された実際の ノ イ ズ値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

MIN. ħ ďĞĐ
（MIN. の値）
（7582）

最後の リ セ ッ ト 、 または保存されている値を削除し てからの、 ノ イ ズの最小測

定値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

MAX. ħ ďĞĐ
（MAX. の値）
（7583）

最後の リ セ ッ ト 、 または保存されている値を削除し てからの、 ノ イ ズの最大測

定値を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

Ķĸĕ（履歴）
（7584）

ノ イ ズの最新測定値を 10 個表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）

ĚļčęĐ ħ īĻę
（実際の偏差）
（7585）

ノ イ ズ実測値 （最新） と  ｷｼﾞｭﾝｼﾞｮｳﾀｲ ｾﾝﾀｸ 機能 （7502） で選択し た基準値と

の偏差を表示し ます。

表示内容 :
5 桁の浮動小数点数 （および単位 mV）
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ėĐĘĖ ĸīļķ
（警告レベル）
（7586）

! 注意 !

この機能は、 ｹｲｺｸ ﾓｰﾄﾞ 機能 （7503） で オンが選択されている場合に限 り 使用

する こ と ができ ます。

減衰時間定数に対する基準状態からの最大許容偏差 （ リ ミ ッ ト 値） を入力する

こ と ができ ます。 この リ ミ ッ ト 値をオーバーシ ュー ト またはアンダーシュー ト

する と、 システムエラー メ ッ セージ （注意 メ ッ セージに分類） が出力されます。

このため、 実際の偏差が （機能 ｼﾞｯｻｲ ﾉ ﾍﾝｻ （7535） 参照） 、 こ こに入力し た

値と 比較されます。

ユーザ入力 :
正の値 （mV）

初期設定 :
0.1 mV

機能説明
ﾄｸｼｭｷﾉｳ （特殊機能） ➞ ｼﾝﾀﾞﾝ ｷﾉｳ （診断機能） ➞ ﾉｲｽﾞﾁ （ ノ イ ズ値）
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10.2 " ｺｹｲﾌﾞﾝﾘｭｳﾘｮｳ " （固形分流量） グループ

! 注意 !
プ ロ マ グ 55 で の固形分流量の計算方法の概略 と 必要条件は、 『プ ロ マ グ 55 取扱説明書』
（BA119D/06/ja） に記載されています。

固形分の流量測定機能を設定する と きには、 以下の点に注意し て く ださい。
1. 流量計と外部密度計で、 以下の機能を同一に設定し ます。

- ﾃﾞﾝﾘｭｳﾜﾘｱﾃ （電流割当） （5200）
- ﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ （電流範囲） （5201）
- 0_4 mA ﾉ ｱﾀｲ （0_4 mA の値） （5202）
- 20 mA ﾉ ｱﾀｲ （20 mA の値） （5203）
- ｴﾗｰ ﾉ ｱﾀｲ （エラーの値） （5204）
- ﾐﾂﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ （密度の単位） （0420）

2. 以下の密度の値を入力し ます。
ﾄｸｼｭ ｷﾉｳ （特殊機能） → ｺｹｲﾌﾞﾝﾘｭｳﾘｮｳ （固形分流量） → ｾｯﾃｲ （設定） → 
ﾊﾝｿｳｴｷﾐﾂﾄﾞ （搬送液密度） （7711） とｺｹｲﾌﾞﾝﾐﾂﾄﾞ （固形分密度） （7712）

3. 密度の単位を入力し ます。
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ （プロセス変数） → ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ （単位の選択） → ﾂｲｶ ｾｯﾃｲ （追加設定） → 
ﾐﾂﾄﾞﾉﾀﾝｲ （密度の単位） （0420）

4. 割当機能を使用し て、 固形分流量のプロセス変数をデ ィ スプレ イの行、 または出力 （電流、
周波数、 リ レー） に割当てます。

10.2.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĢĖĚċĕħđ（特殊機能） H ⇒ ĘėĐĪļĻĶċđĶČđ（固形分流量） HFA ⇒ ĜčġĐ（設定） 770

機能説明
ﾄｸｼｭｷﾉｳ （特殊機能） ➞ ｺｹｲﾌﾞﾝﾘｭｳﾘｮｳ （固形分流量） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

ĨĻĝđĒĕĮĠĢļ
（搬送液密度）
（7711）

! 注意 !

こ の機能を使用するには、 固形分流量を測定する F-CHIP （オプシ ョ ン） を測

定機器に装着する必要があ り ます。

固形分流量を計算する ために、 搬送液 （水など） の密度を入力し ます。

密度の値は、 参考と なる表や実験によ り 特定でき ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数 （0 ～ 99999）、 および単位

初期設定 :
1.0 kg/l
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ĘėĐĪļĻĮĠĢļ
（固形分密度）
（7712）

! 注意 !

こ の機能を使用するには、 固形分流量を測定する F-CHIP （オプシ ョ ン） を測

定機器に装着する必要があ り ます。

固形分流量を計算する ために、 固形分の密度を入力し ます。 密度の値は、 参考

と な る表や実験によ り 特定でき ます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数 （0 ～ 99999）、 および単位

初期設定 :
2.5 kg/l

機能説明
ﾄｸｼｭｷﾉｳ （特殊機能） ➞ ｺｹｲﾌﾞﾝﾘｭｳﾘｮｳ （固形分流量） ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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11.1 " ｼｽﾃﾑ " グループ

11.1.1 " ｾｯﾃｲ " （設定） 機能グループ

ĔĻĚ（監視） J ⇒ Ěěġį JAA ⇒ ĜčġĐ（設定） 800

機能説明
ｶﾝｼ （監視） ➞ ｼｽﾃﾑ ➞ ｾｯﾃｲ （設定）

ĚěġįĒĵĎ ħ ĺĶďġ
（システムエラーの割当）
（8000）

システムエラーをすべて表示し ます。 特定のシステムエラーを選択する と 、 次

の " ｴﾗｰ ﾉ ﾌﾞﾝﾙｲ " （エラーの分類） 機能 （8001） でエラーの分類を変更する こ

と ができ ます。

選択項目 :
ｷｬﾝｾﾙ

システムエラーの リ ス ト

! 注意 !

• こ の機能を終了するには、 " ｷｬﾝｾﾙ " を選択し て F キーで確定し ます。

• システムエラーの リ ス ト については、 『プロマグ 55 取扱説明書』

(BA119D/06/ja) を参照し て く ださい。

ĒĵĎ ħ ĪļĻķĐ
（エラーの分類）
（8001）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ｼｽﾃﾑｴﾗｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ " （システムエラーの

割当） （8000） でシステムエラーを選択する必要があ り ます。

システムエラーによ り 、 注意 メ ッ セージ と ア ラーム メ ッ セージのいずれを送出

するかを指定し ます。" ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ " を選択する と、エラーに対し てすべての

出力は指定し たエラー応答パターンに従って応答し ます。

選択項目 :
ﾁｭｳｲ ﾒｯｾｰｼﾞ （注意 メ ッ セージ） （表示のみ）

ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ （出力と表示）

! 注意 !

F キーを 2 回押すと " ｼｽﾃﾑｴﾗｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ "（システムエラーの割当）機能（8000）

が呼び出されます。

ĪĽĹĜěĒĵĎ ħ ĺĶďġ
（プロセスエラーの割当）
（8002）

プロセスエラーをすべて表示し ます。

特定のプロセスエラーを選択する と 、 次の " ｴﾗｰ ﾉ ﾌﾞﾝﾙｲ " （エラーの分類） 機

能 （8003） でエラーの分類を変更する こ と ができ ます。

選択項目 :
ｷｬﾝｾﾙ

プロセスエラーの リ ス ト

! 注意 !

• こ の機能を終了するには、 " ｷｬﾝｾﾙ " を選択し て F キーで確定し ます。

• プロセスエラーの リ ス ト については、 『プロマグ 55 取扱説明書』

(BA119D/06/ja) を参照し て く ださい。
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ĒĵĎ ħ ĪļĻķĐ
（エラーの分類）
（8003）

! 注意 !

この機能を使用するには、あ らかじめ " ﾌﾟﾛｾｽｴﾗｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ "（プロセスエラーの

割当） 機能 （8002） でシステムエラーを選択する必要があ り ます。

プロセスエラーによ り 、 注意 メ ッ セージ と ア ラーム メ ッ セージのいずれを送出

するかを指定し ます。" ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ " を選択する と、エラーに対し てすべての

出力は指定し たエラー応答パターンに従って応答し ます。

選択項目 :
ﾁｭｳｲ ﾒｯｾｰｼﾞ （注意 メ ッ セージ） （表示のみ）

ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ （出力と表示）

! 注意 !

F キーを 2 回押すと " ﾌﾟﾛｾｽｴﾗｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ "（システムエラーの割当）機能（8002）

が呼び出されます。

ĐĚļČđ ħ ĚļċĶČđ
（異常の受領）
（8004）

ア ラーム メ ッ セージに対する測定機器の応答を指定し ます。

選択項目 :
ｵﾌ

障害を解消する と 、 測定機器は通常動作に戻 り ます。 ア ラーム メ ッ セージは自

動的に消えます。

ｵﾝ

障害を解消する と 、 測定機器は通常動作に戻 り ます。 F キーを押し て メ ッ セー

ジを確認する まで、 ア ラーム メ ッ セージはローカルデ ィ スプレ イに表示されて

います。

初期設定 :
ｵﾌ

ďĵĎį ğĒĻĜčġĐ
（アラーム遅延設定）
（8005）

注意 メ ッ セージまたはア ラーム メ ッ セージを送出する ための条件と な る、 障害

の継続時間を入力し ます。

設定と障害の種類によ り 、 以下の設定が抑制されます。

• 表示内容

• リ レー出力

• 電流出力

• 周波数出力

ユーザ入力 :
0 ～ 100 s （増分単位は 1 秒）

初期設定 :
0 s

" 警告 !

この機能をオンにする と 、 設定し た時間だけ、 上位コ ン ト ローラ （プロセス コ

ン ト ローラ など） にア ラーム メ ッ セージや注意 メ ッ セージを送信する動作が遅

れます。 し たがって、 こ のよ う な遅延によ り プロセスの安全要件が損なわれな

いこ と をあ らかじめ確認し て く だ さい。 ア ラーム メ ッ セージ と注意 メ ッ セージ

を遅延させない場合は、 0 秒を入力し て く ださい。

機能説明
ｶﾝｼ （監視） ➞ ｼｽﾃﾑ ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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ĝĪĢēĪĽĚČĻ ĚČđĕČ
（ソフトウェアオプション
消去）

（8006）

! 注意 !

この機能は、 以下の場合にのみ使用でき ます。

• 事前に F-CHIP ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンを保存し ている。

• F-CHIP が測定機器の入出力基板に装着されていない。

バッ チ処理などの F-CHIP ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンをすべて削除し ます。

ソ フ ト ウ ェアオプシ ョ ンの削除後、 測定機器は再起動されます。

選択項目 :
0: ｲｲｴ

1: ﾊｲ

初期設定 :
ｲｲｴ

" 警告 !

ローカルデ ィ スプレ イ または出力に、 F-CHIP ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンから の

み使用でき るプロセス変数を割当てていた場合は、 これらの変数を再設定する

必要があ り ます。

ĨĽĵİĎĞħ ĬĝļĻ
（パラメータの保存）
（8007）

EEPROM への全パラ メ ータ の保存機能がオン と オフのいずれになっている か

を表示し ます。

表示内容 :
0 = ｵﾌ

1 = ｵﾝ

初期設定 :
ｵﾝ

" 警告 !

• 弊社サービ ス以外では、 こ の機能のオプシ ョ ン を変更する こ と はで き ませ

ん。

• " ｵﾌ " オプシ ョ ンが選択される と 、 その後に行 う パラ メ ータ変更は一切、 不

揮発性 EEPROM に保存されません。 つま り 、 電源が停止し た後は、 その変

更内容を使用する こ と がで き な く な り ます。 こ の場合、 本機器は EEPROM

に最後に保存されたパラ メ ータ設定で起動されます。

FOUNDATION フィールドバス機器の場合も以下のとおりになります：
ト ラ ン スデューサブロ ッ ク "Flow （流量） "/ イ ンデッ ク ス 1400

パラ メ ータ ： Sys. - Permanent Storage （システム - 永続ス ト レージ）

動作モード （MODE_BLK） の書き込みア ク セス） 読み取 り 専用

機能説明
ｶﾝｼ （監視） ➞ ｼｽﾃﾑ ➞ ｾｯﾃｲ （設定）
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11.1.2 " ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ " 機能グループ

ĔĻĚ（監視） J ⇒ Ěěġį JAA ⇒ ĜčġĐ（設定） 800

⇓ 

ēīĽĸĎĚČĻ 804

機能説明
ｶﾝｼ （監視） ➞ ｼｽﾃﾑ ➞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ėļĻęļĐ ħ ĚļČđĞĐ
（現在の状態）
（8040）

現在のシステム状態を表示し ます。

表示内容 :
" システム OK"、 または最高の優先順位のア ラーム メ ッ セージ / 注意 メ ッ セー

ジ

Ęĸĭġļ ħ ĚļČđĞĐ
（これまでの状態）
（8041）

直前の測定開始以降に送出さ れた最新のア ラーム メ ッ セージ / 注意 メ ッ セー

ジを 15 件表示し ます。

表示内容 :
最新 15 件のア ラーム メ ッ セージ / 注意 メ ッ セージ .

ĪĈĎķĜĎĪ ĚĮċĸĎĚČĻ
（8042）

応答が正しいこ と を確認する ために、入力、出力、および積算計を指定のフ ェー

ルセーフモード に設定し ます。 この状態では、 " ﾌｪｰﾙｾｰﾌ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " の メ ッ

セージがデ ィ スプレ イに表示されます。

選択項目 :
ｵﾝ

ｵﾌ

初期設定 :
ｵﾌ

ĝĖġĐğ ĚĮċĸĎĚČĻ
（測定値シミュレーショ
ン）

（8043）

応答が正しいこ と を確認する ために、 入力、 出力、 および積算計を指定の流量

応答モード に設定し ます。この状態では、"ｿｸﾃｲﾁ SIMﾁｭｳ" の メ ッ セージがデ ィ

スプレ イに表示されます。

選択項目 :
ｵﾌ

ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ （質量流量）

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

導電率

初期設定 :
ｵﾌ

" 警告 !

• こ のシ ミ ュ レーシ ョ ンの実行中は、 測定機器での測定はでき ません。

• 電源異常時には、 この設定は保存されません。
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ĚĮċĸĎĚČĻ ĝĖġĐğ
（シミュレーション測定
値）

（8044）

! 注意 !

この機能を表示するには、あ らかじめ " ｿｸﾃｲﾁ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " （測定値シ ミ ュ レー

シ ョ ン） 機能 （8043） を " ｵﾝ " にする必要があ り ます。

選択可能な値 （例 : 12 m3/s） を指定し ます。 この値は、 流量計自体 と外部信号

ループのテス ト に使用されます。

ユーザ入力 :
5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ]

初期設定 :
0 [ 単位 ]

" 警告 !

• 電源異常時には、 こ の設定は保存されません。

• こ の機能の単位は、 " ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ " （単位の選択） 機能グループ （ACA） で設

定し た単位です （15 ページを参照）。

Ěěġį ĶĜčĢ
（8046）

測定システムを リ セ ッ ト し ます。

選択項目 :
ｲｲｴ

ｼｽﾃﾑ ﾉ ﾘｽﾀｰﾄ （電源をオフにし ない リ ス ター ト ）

初期設定 :
ｲｲｴ

ĔĢļđ ĚļĔĻ
（稼働時間）
（8048）

測定機器の稼働時間を表示し ます。

表示内容 :
経過時間によ って異な り ます。

稼働時間 ＜ 10 時間の場合 : 表示フ ォーマ ッ ト  0:00:00 （hr:min:sec）

稼働時間が 10 ～ 10000 時間の場合 : 表示フ ォーマ ッ ト  0000:00 （hr:min）

稼働時間 ＞ 10000 時間の場合 : 表示フ ォーマ ッ ト  000000 （hr）

機能説明
ｶﾝｼ （監視） ➞ ｼｽﾃﾑ ➞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ
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11.2 " ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ " （バージ ョ ン情報） グループ

11.2.1 " ﾃﾞﾊﾞｲｽ " 機能グループ

11.2.2 " ｾﾝｻ " 機能グループ

ĔĻĚ（監視） J ⇒ Ěěġį JAA

⇓ 

ĨļĎĚļČĻ ĚļČđĬđ
（バージョン情報）

JCA ⇒ ġļĨļĐě 810

機能説明
ｶﾝｼ （監視） ➞ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） ➞ ﾃﾞﾊﾞｲｽ

ġļĨļĐě ĝĪĢđĈď
（8100）

現在のデバイ ス ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンを表示し ます。

ĔĻĚ（監視） J ⇒ Ěěġį JAA

⇓ 

ĨļĎĚļČĻ ĚļČđĬđ
（バージョン情報）

JCA ⇒ ġļĨļĐě 810

⇓ 

ĜĻę 820

機能説明
ｶﾝｼ （監視） ➞ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） ➞ ｾﾝｻ

ĚĶďķ ģĻĨļĎ
（8200）

センサのシ リ アル番号を表示し ます。

ĜĻę ĞĐĪĽ
（8201）

センサのタ イプを表示し ます。

S-DAT SW ĔĐġĐ No.
（S-DAT SW 改訂 No.）
（8205）

S-DAT の内容作成に使用する ソ フ ト ウ ェ アの改訂番号を表示し ます。
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11.2.3 " ｱﾝﾌﾟﾌﾞ " （アンプ部） 機能グループ

ĔĻĚ（監視） J ⇒ Ěěġį JAA

⇓ 

ĨļĎĚļČĻ ĚļČđĬđ
（バージョン情報）

JCA ⇒ ġļĨļĐě 810

⇓ 

ĜĻę 820

⇓ 

ďĻĪĽĪļ（アンプ部） 822

機能説明
ｶﾝｼ （監視） ➞ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） ➞ ｱﾝﾌﾟﾌﾞ （アンプ部）

ďĻĪĽ SW ĔĐġĐĨļĻĘļđ
（アンプ SW 改訂番号）
（8222）

アンプのソ フ ト ウ ェ アの改訂番号を表示し ます。

T-DAT SW ĔĐġĐ No.
（T-DAT SW 改訂 No.）
（8225）

T-DAT の内容作成に使用する ソ フ ト ウ ェアの改訂番号を表示し ます。

ėļĻĘļĖļķĎĪĽ
（言語グループ）
（8226）

言語グループを表示し ます。

西欧 / 米国、 東欧 / スカンジナビア、 アジア、 中国の言語グループを注文でき

ます。

表示内容 :
使用でき る言語グループ

! 注意 !

• 使用でき る言語グループの言語オプシ ョ ンを表示するには、 " ｹﾞﾝｺﾞ " （言語）

機能 （2000） を使用し ます。

• 言語グループは、 設定プロ グ ラ ム "FieldCare" で変更でき ます。 不明な点が

あ る場合は、 弊社にお問い合わせ く ださい。
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11.2.4 "F-CHIP" 機能グループ

11.2.5 " ﾆｭｳｼｭﾂﾘｮｸ " （入出力） 機能グループ

ĔĻĚ（監視） J ⇒ Ěěġį JAA

⇓ 

ĨļĎĚļČĻ ĚļČđĬđ
（バージョン情報）

JCA ⇒ ġļĨļĐě 810

⇓ 

ĜĻę 820

⇓ 

ďĻĪĽĪļ（アンプ部） 822

⇓ 

F-CHIP 824

機能説明
ｶﾝｼ （監視） ➞ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） ➞ F-CHIP

F- ğčĪĽ ħ ĚļČđĞĐ
（F- チップの状態）
（8240）

F-CHIP が装着されているかど う か、 および使用でき る ソ フ ト オプシ ョ ンを表

示し ます。

Ěěġį ēĪĽĚČĻ
（8241） ! 注意 !

この機能が使用でき るのは、 測定機器に F-CHIP が装着されている場合のみで

す。

測定機器で使用でき る ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンを表示し ます （パーソナルコー

ド を入力）。

F- ğčĪĽ SW ĔĐġĐ No.
（F- チップ SW 改訂 No.）
（8244）

! 注意 !

この機能が使用でき るのは、 測定機器に F-CHIP が装着されている場合のみで

す。

F-CHIP のソ フ ト ウ ェ ア改訂番号を表示し ます。

ĔĻĚ（監視） J ⇒ Ěěġį JAA

⇓ 

ĨļĎĚļČĻ ĚļČđĬđ
（バージョン情報）

JCA ⇒ ġļĨļĐě 810

⇓ 

ĜĻę 820

⇓ 

ďĻĪĽĪļ（アンプ部） 822

⇓ 

F-CHIP 824

⇓ 

ĤċđĚċĠĶČĖ（入出力） 830

機能説明
ｶﾝｼ （監視） ➞ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） ➞ ﾆｭｳｼｭﾂﾘｮｸ （入出力）

ĤċđĚċĠĶČĖ ĞĐĪĽ
（入出力タイプ）
（8300）

入出力モジ ュールの設定と端子番号を表示し ます。

I/O SW ĔĐġĐĨļĻĘļđ
（I/O SW 改訂番号）
（8303）

入出力モジ ュールの ソ フ ト ウ ェア改訂番号を表示し ます。
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11.2.6 "I/O 1 ～ 4" 機能グループ

ĔĻĚ（監視） J ⇒ Ěěġį JAA

⇓ 

ĨļĎĚļČĻ ĚļČđĬđ
（バージョン情報）

JCA ⇒ ġļĨļĐě 810

⇓ 

ĜĻę 820

⇓ 

ďĻĪĽĪļ（アンプ部） 822

⇓ 

F-CHIP 822

⇓ 

ĤċđĚċĠĶČĖ（入出力） 830

⇓ 

ęĪļ I/O ĕĨļĻ 1（サブ I/O 基板 1）832

⇓ 

ęĪļ I/O ĕĨļĻ 2（サブ I/O 基板 1）834

⇓ 

ęĪļ I/O ĕĨļĻ 3（サブ I/O 基板 1）836

⇓ 

ęĪļ I/O ĕĨļĻ 4（サブ I/O 基板 1）838

機能説明
ｶﾝｼ （監視） ➞ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） ➞ I/O 1 ～ 4

ęĪļ I/O ĞĐĪĽ
1 =（8320）
2 =（8340）
3 =（8360）
4 =（8380）

設定と 端子番号を表示し ます。

ęĪļ I/O SW ĔĐġĐ No.
（サブ I/O SW 改訂 No.）
1 =（8323）
2 =（8343）
3 =（8363）
4 =（8383）

対応するサブモジュールのソ フ ト ウ ェ ア改訂番号を表示し ます。
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12 初期設定

12.1 SI 単位 （米国と カナダを除 く ）

ローフ ローカ ッ ト オフ、 フルスケール値、 パルス値、 積算計

言語

呼び口径 ローフローカットオフ フル スケール値 パルス値 積算計

（v = 0.04 m/s） （v = 2.5 m/s）
（2.5 m/s で

約 2 パルス /s）

[mm] 体積 質量 体積 質量 体積 質量 体積 質量

15 0.5 dm3/min kg/min 25 dm3/min kg/min 0.20 dm3 kg dm3 kg

25 1 dm3/min kg/min 75 dm3/min kg/min 0.50 dm3 kg dm3 kg

32 2 dm3/min kg/min 125 dm3/min kg/min 1.00 dm3 kg dm3 kg

40 3 dm3/min kg/min 200 dm3/min kg/min 1.50 dm3 kg dm3 kg

50 5 dm3/min kg/min 300 dm3/min kg/min 2.50 dm3 kg dm3 kg

65 8 dm3/min kg/min 500 dm3/min kg/min 5.00 dm3 kg dm3 kg

80 12 dm3/min kg/min 750 dm3/min kg/min 5.00 dm3 kg dm3 kg

100 20 dm3/min kg/min 1200 dm3/min kg/min 10.00 dm3 kg dm3 kg

125 30 dm3/min kg/min 1850 dm3/min kg/min 15.00 dm3 kg dm3 kg

150 2.5 m3/h t/h 150 m3/h t/h 0.025 m3 t m3 t

200 5.0 m3/h t/h 300 m3/h t/h 0.05 m3 t m3 t

250 7.5 m3/h t/h 500 m3/h t/h 0.05 m3 t m3 t

300 10 m3/h t/h 750 m3/h t/h 0.10 m3 t m3 t

350 15 m3/h t/h 1000 m3/h t/h 0.10 m3 t m3 t

400 20 m3/h t/h 1200 m3/h t/h 0.15 m3 t m3 t

450 25 m3/h t/h 1500 m3/h t/h 0.25 m3 t m3 t

500 30 m3/h t/h 2000 m3/h t/h 0.25 m3 t m3 t

600 40 m3/h t/h 2500 m3/h t/h 0.30 m3 t m3 t

国 言語

オース ト ラ リ ア 英語

オース ト リ ア ド イ ツ語

ベルギー 英語

中国 中国語

チェ コ共和国 チェ コ語

デンマーク 英語

イ ギ リ ス 英語

フ ィ ン ラ ン ド フ ィ ン ラ ン ド語

フ ラ ン ス フ ラ ン ス語

ド イ ツ ド イ ツ語

香港 英語

ハンガ リ ー 英語

イ ン ド 英語

イ ン ド ネシア イ ン ド ネシア語

英語

イ タ リ ア イ タ リ ア語

日本 日本語

マレーシア 英語

オラ ンダ オラ ンダ語

ノ ルウ ェー ノ ルウ ェー語



11 " ｶﾝｼ " （監視） ブロ ッ ク 機能説明書 プロ ラ イ ン プロマグ 55

154 エン ド レスハウザージ ャパン

密度、 長さ、 温度 

12.2 US 単位 （米国と カナダのみ）

ローフ ローカ ッ ト オフ、 フルスケール値、 パルス値、 積算計

言語、 密度、 長さ、 温度

ポーラ ン ド ポーラ ン ド語

ポル ト ガル ポル ト ガル語

ロ シア ロ シア語

シンガポール 英語

南アフ リ カ 英語

スペイ ン スペイ ン語

ス ウ ェーデン ス ウ ェーデン語

ス イ ス ド イ ツ語

タ イ 英語

単位

密度 kg/l

長さ mm

温度 ℃

呼び口径 ローフローカットオフ フル スケール値 パルス値 積算計

（v = 0.13 ft/s） （v = 8.2 ft/s）
（8.2 ft/s で

約 2 パルス /s）

[inch] 体積 質量 体積 質量 体積 質量 体積 質量

½" 0.10 gal/min lb/min 6 gal/min lb/min 0.05 gal lb gal lb

1" 0.25 gal/min lb/min 18 gal/min lb/min 0.20 gal lb gal lb

1 ¼" 0.50 gal/min lb/min 30 gal/min lb/min 0.20 gal lb gal lb

1 ½" 0.75 gal/min lb/min 50 gal/min lb/min 0.50 gal lb gal lb

2" 1.25 gal/min lb/min 75 gal/min lb/min 0.50 gal lb gal lb

2 ½" 2.0 gal/min lb/min 130 gal/min lb/min 1 gal lb gal lb

3" 2.5 gal/min lb/min 200 gal/min lb/min 2 gal lb gal lb

4" 4.0 gal/min lb/min 300 gal/min lb/min 2 gal lb gal lb

5" 7.0 gal/min lb/min 450 gal/min lb/min 5 gal lb gal lb

6" 12 gal/min lb/min 600 gal/min lb/min 5 gal lb gal lb

8" 15 gal/min lb/min 1200 gal/min lb/min 10 gal lb gal lb

10" 30 gal/min lb/min 1500 gal/min lb/min 15 gal lb gal lb

12" 45 gal/min lb/min 2400 gal/min lb/min 25 gal lb gal lb

14" 60 gal/min lb/min 3600 gal/min lb/min 30 gal lb gal lb

16" 60 gal/min lb/min 4800 gal/min lb/min 50 gal lb gal lb

18" 90 gal/min lb/min 6000 gal/min lb/min 50 gal lb gal lb

20" 120 gal/min lb/min 7500 gal/min lb/min 75 gal lb gal lb

24" 180 gal/min lb/min 10 500 gal/min lb/min 100 gal lb gal lb

単位

言語 英語

密度 g/cc

長さ inch

温度 °F

国 言語



機能説明書 プロ ラ イ ン プロマグ 55 13 機能マ ト リ ク ス索引

エン ド レスハウザー ジャパン 155

13 機能マ ト リ クス索引

ブロ ッ ク
A = ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ （プロセス変数） .............................11
B = ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ ...................................................23
C = ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ............................................30
D = ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） ...........................................51
E = ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） ................................................56
F = ﾆｭｳﾘｮｸ （入力） .............................................. 104
G = ｷﾎﾝｷﾉｳ （基本機能） ...................................... 112
H = ﾄｸｼｭｷﾉｳ （特殊機能） ..................................... 128
J = ｶﾝｼ （監視） ................................................... 143

グループ
AAA = ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ （測定する値） ...........................12
ACA = ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ （単位の選択） ...........................15
AEA = ﾄｸｼｭﾅ ﾀﾝｲ （特殊な単位） ............................20
CAA = ｺﾝﾄﾛｰﾙ ......................................................31
CCA = 1 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （1 行目の表示） ....................35
CEA = 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （2 行目の表示） ....................39
CGA = 3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （3 行目の表示） ....................45
DAA = ｾｷｻﾝｹｲ 1 （積算計 1） ..................................52
DAB = ｾｷｻﾝｹｲ 2 （積算計 2） ..................................52
DAC = ｾｷｻﾝｹｲ 3 （積算計 3） .................................52
DJA = ｾﾞﾝｾｷｻﾝｹｲ ﾉ ｿｳｻ （全積算計の操作） ............55
EAA = ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 （電流出力 1） ......................57
EAB = ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 2 （電流出力 2） ......................57
ECA = ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1

（パルス / 周波数出力 1） ..............................68
ECB = ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 2

（パルス / 周波数出力 2） ..............................68
EGA = ﾘﾚｰｼｭﾂﾘｮｸ 1 （ リ レー出力 1） .......................94
EGB = ﾘﾚｰｼｭﾂﾘｮｸ 2 （ リ レー出力 2） .......................94
FAA = ｽﾃｰﾀｽ ﾆｭｳﾘｮｸ （ステータ ス入力） ............... 105
FCA = ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸ （電流入力） ......................... 108
GAA = HART ....................................................... 113
GIA = ﾌﾟﾛｾｽ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ............................................. 115
GLA = ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ............................................ 123
GNA = ｾﾝｻ ﾃﾞｰﾀ ................................................. 125
HEA = ｼﾝﾀﾞﾝ ｷﾉｳ （診断機能） .............................. 129
HFA = ｺｹｲﾌﾞﾝﾘｭｳﾘｮｳ （固形分流量） ...................... 141
JAA = ｼｽﾃﾑ ........................................................ 144
JCA = ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） .............. 149

機能グループ
000 = ｷﾎﾝﾍﾝｽｳ （基本変数） ...................................12
002 = ﾂｲｶ ｾｯﾃｲ （追加設定） ...................................13
040 = ｾｯﾃｲ （設定） ................................................15
042 = ﾂｲｶ ｾｯﾃｲ （追加設定） ...................................18
060 = ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ （任意の単位） ..............................20
070 = ﾐﾂﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ （密度パラ メ ータ） ......................21
200 = ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ （基本設定） ..................................31
202 = ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ / ﾛｯｸ （ロ ッ ク解除 / ロ ッ ク） .... 33, 34
204 = ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ .....................................................34
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222 = ｺｳｺﾞﾋｮｳｼﾞ （交互表示） ...................................37
240 = ｾｯﾃｲ （設定） ................................................39
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751 = ｼｭﾄｸ （取得） .............................................. 132
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機能 0
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0010 = ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ （導電率） ...................................... 12
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0022 = ｺｹｲﾌﾞﾝﾀｲｾｷ FL （固形分体積流量） ...............13
0023 = ｺｹｲﾌﾞﾝ ﾀｲｾｷ FL % （固形分体積流量 %） ........13
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0406 = ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾘﾂ ﾉ ﾀﾝｲ （導電率の単位） ...................17
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4000 = ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾜﾘｱﾃ （電流出力割当） ............. 57
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